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予 算 決 算 委 員 会 会 議 録 

 

１．日 時 平成３０年３月５日（月曜日） 

 午前９時３０分～午後５時０１分 

２．場 所 委員会室 

３．出席委員  猶 野 智 和 委 員 長 末 永 義 美 副委員長 

              竹 岡 昌 治 委 員 徳 並 伍 朗 委 員 

 秋 山 哲 朗 委 員 安 冨 法 明 委 員 

 下 井 克 己 委 員 岩 本 明 央 委 員 

 山 中 佳 子 委 員 三 好 睦 子 委 員 

 高 木 法 生 委 員 岡 山  隆 委 員 

 秋 枝 秀 稔 委 員 戎 屋 昭 彦 委 員 

 杉 山 武 志 委 員 荒 山 光 広 委 員 

４．欠席委員 な し 

５．出席した事務局職員 

      綿 谷 敦 朗 議会事務局長   大 塚  享 議会事務局長補佐 

         篠 田 真 理 議会事務局主任 

 ６．説明のため出席した者の職氏名 

         篠 田 洋 司 副 市 長  岡 崎 堅 次 教 育 長 

石 田 淳 司 市長公室 長  志 賀 雅 彦 建設農林部長 

            田 辺   剛 総 務 部 長  藤 澤 和 昭 総合政策部長 

        大 野 義 昭 市民福祉部長  西 田 良 平 観光商工部長 

        松 永   潤 消 防 長  有 吉 武 士 消 防 次 長 

        末 岡 竜 夫 観光商工部次長  白 井 栄 次 観光商工部次長 

繁 田   誠 総合政策部次長  東 城 泰 典 美東総合支所長 

        鮎 川 弘 子 秋芳総合支所長  細 田 清 治 会計管理 者 

        佐々木 彰 宣 選挙管理委員会事務局長  金 子   彰 教育委員会事務局長 

        奥 田 源 良 監査委員事務局長  竹 内 正 夫 財 政 課 長 

        佐 々 木 昭 治 総 務 課 長  池 田 正 義 税 務 課 長 

        山 本 幸 宏 収納対策課長  佐 伯 憲 一 監 理 課 長 
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        福 田 泰 嗣 地域振興課長  中 嶋 一 彦 市 民 課 長 

        河 村 充 展 高齢福祉課長  内 藤 賢 治 地域福祉課長 

        古 屋 敦 子 生活環境課長  斉 藤 正 憲 健康増進課長 

        市 村 祥 二 農 林 課 長  中 村 壽 志 建 設 課 長 

        安 永 一 男 農業委員会事務局長  長谷川   裕 学校教育課長 

        千々松 雅 幸 教育総務課長  西 村 明 久 生涯学習スポーツ推進課長 

        井 上 辰 巳 文化財保護課長  早 田   忍 観光振興課長 

        荒 川 逸 男 観光総務課長 

 ７．会議の次第は次のとおりである。 
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    午前９時３０分開会 

○委員長（猶野智和君） ただいまより、予算決算委員会を開会いたします。 

  それでは、さきの本会議におきまして、本委員会に付託されました市長提出議案

２件につきまして、審査いたしたいと思います。 

  なお、審査の日程でございますが、本日と明日の６日とし、予備日を７日としてお

ります。付託された２件の議案のうち、まず初めに議案第１１号平成２９年度美祢市

一般会計補正予算（第８号）について審査し、討論、採決を行います。 

  その後、議案第１７号平成３０年度美祢市一般会計予算の説明、質疑がすべて終了

した後、西岡市長に出席を願い、総括質疑を行います。その後、議案第１７号の討論、

採決を行います。 

  平成３０年度美祢市一般会計予算の説明にあたっては、歳出の款ごとの審査といた

しますが、歳出は新規事業、重点事業、拡大事業を中心にし、またその歳出に関連す

る歳入について、配付されている予算の概要により御説明をいただきたいと思います。

款によっては所管部局が多数となるため、それぞれの部局からの説明をお願いいたし

ます。 

  それでは、これより審査を始めます。議案第１１号平成２９年度美祢市一般会計補

正予算（第８号）を、議題といたします。最初に財政課長より、総括的な説明を求め

ます。竹内財政課長。 

○財政課長（竹内正夫君） 議案第１１号平成２９年度美祢市一般会計補正予算(第

８号)について、御説明を申し上げます。説明につきましては、別冊となっておりま

す緑色の背表紙のついた冊子を用いまして行いたいと思いますので、御準備をよろし

くお願いいたします。 

 まず、１１－１ページでございます。 

このたびの補正は、各事業の決算見込による調整や国の補正予案に呼応した事業に

係る予算を計上するとともに、債務負担行為の補正及び年度内に完成が見込めない事

業につきましての繰越明許費の設定並びに地方債の補正を行うものでございます。 

 また、市債では事業量の増減に伴い、市債の額を調整するとともに、過疎対策事業

債ソフト分の借入枠の増加により、過疎債を追加し、歳出の関係費目に充当いたしま

したことによりまして、財源振替が生じているところでございます。 

 それでは、歳出予算から、費目の順に従いまして、各担当のほうから御説明をさせ
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ていただきます。 

○委員長（猶野智和君） 綿谷議会事務局長。 

○議会事務局長（綿谷敦朗君） それでは、補正予算書の１１－２６、２７ページをお

開き願います。 

  １款議会費・１項議会費・１目議会費、説明欄００３議会運営業務、議員報酬を

５１万８, ０００円減額するものでございます。 

  これは、当初特別委員会、常任委員会、６委員会の委員長、副委員長の報酬を見込

んでおりましたが、実質４委員会の委員長、副委員長の報酬となりましたので、２委

員会分の委員長、副委員長の報酬を委員長の報酬相当分を減額するものでございます。 

  以上でございます。 

○委員長（猶野智和君） 佐々木総務課長。 

○総務課長（佐々木昭治君） 続きまして、２款総務費・１項総務管理費・１目一般管

理費でございます。 

右側のページをごらんください。説明欄００２一般職員人件費の退職手当でありま

す。 

当初予算では、今年度末をもって定年退職となる職員７名分の退職手当を計上して

おりましたが、そのほかに、勧奨による退職者１名、自己都合等による退職者４名、

計５名分の退職手当が必要となりましたことから、４, ２３６万７, ０００円を追加

するものであります。 

  以上です。 

○委員長（猶野智和君） 繁田総合政策部次長。  

○総合政策部次長（繁田 誠君） 続きまして、同じく目の５財産管理費でございます。 

 右側の説明欄をごらんください。００５住宅団地管理販売事業におきまして、完成

見学会実施助成金１８０万円を減額するものでございます。 

 これは、市住宅団地におきまして、住宅メーカーが完成見学会を広告宣伝して開催

し、本市の住宅団地の魅力を宣伝して、宅地の販売促進につなげる事業でございます。 

 本年度予算につきまして、１２件の開催を見込んでおりましたが、７件の開催見込

となりましたので減額を行うものでございます。 

  以上です。 

○委員長（猶野智和君） 竹内財政課長。 
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○財政課長（竹内正夫君） その下の００８財政調整基金等管理運用事業につきまして

は、財政調整基金利子を実績に基づき８, ０００円追加しております。 

なお、歳入の１６款財産収入におきまして、財政調整基金利子として歳出同額の

８, ０００円を追加しております。 

 また、減債基金に５, ８９４万１, ０００円を積み立てております。 

これは、消防防災無線デジタル化整備の受注に関し、不正があったことに伴い、さ

きの１２月議会で負担金の返還を受け入れているところでございますが、本市におき

ましては、起債により消防防災無線のデジタル化整備、負担金部分でございますが―

―を支出しておりますため、返還があった部分につきまして、繰上償還を行う必要が

生じております。その繰上償還に関わる部分を――同額を、減債基金に積み立てるも

のでございます。 

なお、起債の繰上償還については、平成３０年度におきまして、このたび積み上げ

ました減債基金を取り崩して行うこととしております。  

以上です。 

○委員長（猶野智和君） 繁田総合政策部次長。 

○総合政策部次長（繁田 誠君） 続きまして、目の１０活性化対策費でございます。 

  右側の説明欄をごらんください。００４美祢里山らいふ事業におきまして、差引

１０８万円を追加するものでございます。 

内訳は、空き家バンク登録に係る空き家物件調査業務委託を当初計画しておりまし

たが、農業委員会の事業により、新規就農者確保の観点から、農地パトロールの一環

として空き家調査を行うという申し出に基づき、事業調整を図った結果、当課所管の

事業を取りやめることといたしたため、２００万円の減額でございます。 

続きまして、空き家情報バンクに登録の空き家につきまして、３０８万円の追加で

ございます。 

これは、改修事業でございますけども、これまで６件の補助見込みに対しまして、

８件の申請見込みがあり、差引２件分の追加補助金額を見込んだものでございます。 

以上でございます。 

○委員長（猶野智和君） 福田地域振興課長。 

○地域振興課長（福田泰嗣君） 続きまして、同じく１０目活性化対策費、説明欄

０１２美祢魅力発掘隊設置事業について、５８８万５, ０００円を減額するものです。 
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これは、平成２８年度に、美東町赤郷地域に設置しました隊員１名に加え、本年度

は新たに２名の設置を見込みましたが、募集、審査等の結果、秋芳町秋吉地域に１名、

これは、１０月１日から設置としております。この１名のみとなり、これに伴い、報

酬、社会保険料について１５カ月分の減額、また、隊員の活動支援業務の委託料につ

いて、実績状況、見込みに基づき減額するものであります。 

続きまして、説明欄０１５美祢市コミュニティ助成事業について、２８１万

３, ０００円を減額するものです。 

当事業につきましては、前年度に募集、事前審査を経て計上しておりますが、コミ

ュニティセンター助成金につきましては、７地区の見込みに対し４地区の実績、また

コミュニティ助成につきましては、２団体の見込みに対し１団体の実績となったこと

が主な原因であります。 

続いて、１１目ふるさと創生事業費、説明欄００１ふるさと人財育成事業について、

１３３万５, ０００円を減額するものです。 

中学生海外派遣事業につきましては、派遣者数４名の見込みに対し、応募の結果

３名となりましたこと、また市民海外研修事業につきましては、旅費が当初見込みを

下回ったことにより、減額するものであります。 

続いて、１ページめくっていただきまして、１３目公共交通対策費、説明欄

００２地域公共交通総合連携事業について、１, ０７６万３, ０００円を減額するも

のであります。業務委託料は、７地区で運行しておりますミニバスに要する経費であ

りまして、各事業者に対する国の補助金交付額が確定しましたことに伴い、市の委託

料を５３４万３, ０００円減額するものであります。 

 また、生活バス路線維持事業補助金につきましては、主には県の補助要綱の改正に

伴い、補助額に変動が生じました結果、市の補助金が減額となるものであります。 

これに対し、１１－１６ページ、１７ページをごらんください。県補助金は増額と

なりましたので、２７０万８, ０００円を追加しております。  

以上です。 

○委員長（猶野智和君） 内藤地域福祉課長。 

○地域福祉課長（内藤賢治君） 続きまして、３款民生費・１項社会福祉費であります。

１目社会福祉総務費、説明欄００７生活困窮者自立支援事業におきまして、１３１万

６, ０００円を計上しております。 
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これは、平成２８年度国庫負担金精算に伴う返還金でありまして、事業実績が当初

の交付決定額を下回り、国への返還が生じたものであります。 

次に、説明欄００８臨時福祉給付金支給事業におきまして、２６７万円を計上して

おります。 

 これは、平成２８年度臨時福祉給付金等支給事業における国庫補助金精算に伴う返

還金でありまして、事業実績が当初の交付決定額を下回り、国への返還が生じたもの

であります。 

  次に、２目障害者福祉費、説明欄００５自立支援医療給付費等事業におきまして、

８９３万５, ０００円を計上しております。 

 これは、平成２８年度国庫負担金精算に伴う返還金でありまして、補装具費に係る

給付及び介護訓練等サービス利用者が、当初の見込みを下回り、平成２８年度国・県

補助金精算の返還金が生じたものであります。 

 続きまして、説明欄００８特別障害者手当給付事業におきまして、１２４万

３, ０００円減額しております。 

 これは、特別障害者手当給付事業及び障害児福祉手当給付事業において、支給実績

が見込みを下回ったためであります。 

 また、これに伴い、歳入の国庫支出金９３万３, ０００円を減額しております。 

 以上です。 

○委員長（猶野智和君） 河村高齢福祉課長。 

○高齢福祉課長（河村充展君） 続きまして、３目老人福祉費でございます。説明欄

００７老人保護措置事業の老人保護措置委託料において、２５１万３, ０００円、

０１２緊急通報体制等整備事業において、事業委託料１２４万円を減額しております。 

これは、それぞれの事業の利用者や対象者数が、当初の見込みに至らないことから

減額するものでございます。 

なお、特定財源として、老人保護措置事業については、負担金４４万５, ０００円、

緊急通報体制等整備事業については、事業利用料３５万２, ０００円をそれぞれ減額

しております。 

次に、０１７介護保険事業特別会計繰出金につきましては、介護保険事業の事業量

の変更に伴い、介護保険事業特別会計への繰出金１, ５９９万８, ０００円を減額し

ております。 
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続きまして、１１－３０、３１ページをお開きください。 

５目共楽荘費でございます。説明欄００２共楽荘運営事業の給食業務委託料におい

て３０８万３, ０００円を減額しております。 

これは、共楽荘の入所者について、長期入院や他の施設への入所による退所者が、

見込みより多かったことにより減額するものです。 

なお、特定財源として、措置費負担金を２９３万円減額しております。 

以上です。 

○委員長（猶野智和君） 中嶋市民課長。 

○市民課長（中嶋一彦君） ９目国民健康保険費でございます。説明欄００１国民健康

保険事業におきまして、国民健康保険事業特別会計繰出金を１３８万８, ０００円 

追加するものでございます。 

内訳といたしましては、保険基盤安定繰出金を追加し、財政安定化支援事業繰出金、

及びその他繰出金をそれぞれ減額するものでございます。 

いずれも事業費の確定によるもので、特定財源につきましては、国庫支出金 

４６万３, ０００円の減額、県支出金３５８万円の追加となっております。 

続きまして、その下ですが、１０目後期高齢者医療費、説明欄００１後期高齢者医

療制度業務費におきまして、後期高齢者医療事業特別会計繰出金を４６１万

１, ０００円減額するものでございます。 

 内訳としましては、後期高齢者医療事務費繰出金及び保険基盤安定繰出金をそれぞ

れ減額するものであります。 

これは、後期高齢者医療広域連合への繰出金の額が決定したことによるもので、特

定財源につきましては、県支出金が２９０万３, ０００円減額となっております。 

以上です。 

○委員長（猶野智和君） 内藤地域福祉課長。 

○地域福祉課長（内藤賢治君） 続きまして、２項児童福祉費であります。１目児童福

祉総務費、説明欄００１児童福祉推進事業におきまして、４６６万９,０００円を追

加しております。 

 これは、教育・保育施設運営の健全化を図るため、私立保育園や幼稚園に対し、常

勤の保育士等一人当たりに対し補助金を交付しておりますが、当初見込みより対象人

数が上回ったため、負担金及び交付金を７９万８, ０００円追加、また、多子世帯保
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育料等軽減事業助成対象者が増加したため、５０, ０００円追加、また償還金、利子

及び割引料におきまして、平成２８年度国・県補助金等精算に伴う返還金で、一時預

かり事業や延長保育事業等の実績の減によるものなど、３８２万１, ０００円の返還

金が生じたものであります。 

 また、歳入の国庫支出金・県支出金につきましては、国・県の補助率変更による財

源更生であります。 

 次に、２目児童措置費、説明欄００６児童手当支給事業におきまして、扶助費

１, ７７８万円減額しております。これは、当初の見込みに対し、支給予定人数が減

少したためであります。これに伴い、国・県支出金１, ５５１万４, ０００円を減額

をしております。 

 続きまして、予算書の１１－３２、３３ページでございます。 

４目児童福祉施設費、説明欄００２公立保育所管理運営事業であります。 

これは、主に当初見込みより、臨時やパートの保育士の採用が少なかったため、人

件費に係る経費の減額や秋芳北部地域統合保育所施設整備工事に係る入札残等で、

４, ３０８万２, ０００円を減額をしております。 

また、歳入につきましては、施設整備工事に係る地方債２, ６００万円を減額して

おります。 

諸収入につきましては、保育園の管外保育で９名受け入れておりますので、

４４８万２, ０００円を追加をしております。 

続きまして、３項生活保護費であります。１目生活保護総務費、説明欄００２低所

得者福祉事業におきまして、４万７, ０００円を計上しております。 

 これは、平成２８年度国庫補助金精算に伴う返還金でありまして、職員が査察指導

員研修に出席するための補助金でありましたが、昨年度は受講の枠組みから外れたこ

とにより返還が生じたものであります。 

次に、２目扶助費、説明欄００１生活保護扶助事業におきまして、１, ３２２万

６, ０００円を計上しております。 

 これは、平成２８年度国庫負担金精算に伴う返還金でありまして、生活扶助・医療

扶助及び介護扶助利用者数が当初の交付決定額を実績が下回ったことによるものであ

ります。 

以上です。 
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○委員長（猶野智和君） 斉藤健康増進課長。 

○健康増進課長（斉藤正憲君） 続きまして、一番下の段をごらんください。 

  ４款衛生費・１項保健衛生費・１目保健衛生総務費、００２貸付金でございます。 

  これは当初、看護師奨学金の貸付３名を予定しておりましたが、２名の応募結果と

なりましたので、１名分の６０万円を減額しております。 

  以上です。 

○委員長（猶野智和君） 古屋生活環境課長。 

○生活環境課長（古屋敦子君） その下、６目環境保全費、００２大気等測定事業の工

事請負費において、１６９万４, ０００円を減額しております。 

これは、伊佐町丸山地区に設置しております、降下ばいじん集積器の移設工事にお

いて、工事内容を見直したことにより、設計金額が当初の見込みより減少したため、

減額するものであります。 

続いて、ページをめくっていただき、同じく衛生費、２項清掃費・１目清掃総務費、

００３合併浄化槽設置整備事業の負担金、補助及び交付金において１, ３１０万

６, ０００円を減額しております。 

この事業は、公共下水道等の処理区域以外の地域において、合併処理浄化槽を設置

された方に対し、設置費用の一部を補助するものですが、当初、年間６０件の補助申

請を見込んでおりました。 

この事業は、国の循環型社会形成推進交付金を財源としており、交付金を活用する

ため、循環型社会形成推進地域計画を策定する必要があります。この地域計画は、平

成２５年から２９年度までの５年計画としており、浄化槽設置件数を各年度、年間

６０件と見込んでいたところです。 

今期の前の５年間、平成２４年度までの実績が年間平均６６件であったため、今期

についても、年間６０件程度の実績があると見込んでいたところですが、今期５年間

の実績は平均３９件と減少しております。特に、今年度の実績見込みについては、

２８件と大幅に落ち込んでおり、広報誌やホームページで事業のＰＲをしてきたとこ

ろですが、当初の見込み以上の高齢化等の進展などにより、浄化槽を設置される方が

少なくなったものと考えております。このため、当初見込み６０件で予算を計上して

いたことから、今年度の実績見込み２８件に応じ減額をするものです。 

また、歳入についても、実績見込みに基づき、国庫支出金７３３万円を減額するも



- 11 - 

のです。 

次に、２目塵芥処理費、００３廃棄物リサイクル推進事業の需用費、消耗品費を

３００万円減額しております。 

これは、市指定のごみ袋の購入費の入札減によるものです。 

以上です。 

○委員長（猶野智和君） 斉藤健康増進課長。 

○健康増進課長（斉藤正憲君） 引き続き同ページの中段をごらんください。 

  同款、４項病院費・１目病院事業費、００１繰出金でございます。 

  これは、退職者の増により１８１万７, ０００円を増額しております。 

  以上です。 

○委員長（猶野智和君） 白井観光商工部次長。 

○観光商工部次長（白井栄次君） 続きまして、その下でございますけれども、５款労

働費・１項労働諸費・４目勤労者福祉施設費におきまして、６５０万円を減額いたし

ております。説明欄に記載がございますが、００１勤労者福祉施設管理運営事業にお

けます施設整備工事について減額をいたしたものでございます。 

これは、大嶺町東分地内に設置をされております美祢勤労者総合福祉センター・サ

ンワーク美祢に係る空調設備の改修工事について、本年度、第４回定例会１２月議会

において、追加計上の御議決を賜ったものでございますけれども、入札による事業費

の確定に伴う減額でございます。 

労働費については、以上でございます。 

○委員長（猶野智和君） 安永農業委員会事務局長。 

○農業委員会事務局長（安永一男君） 続きまして、１１－３６、３７ページをお開き

願います。 

  ６款農林費・１項農業費・１目農業委員会費、説明欄００３農業委員会運営事業に

おきまして、委員報酬４５３万４，０００円を減額しております。 

この財源となる歳入につきましては、補正予算書の１１－１６、１７ページをお開

き願います。 

 １５款県支出金・２項県補助金・４目農林費県補助金・１節農業費補助金、農地

利用最適化交付金４５３万４，０００円を減額しております。 

 これは、農地利用の最適化に係る活動及び成果の実績が上がらなかったことにより、
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交付される農地利用最適化交付金が減額するため、この交付金を財源とする農業委員

及び農地利用最適化委員に支給されます報酬を減額するものでございます。 

 以上でございます。 

○委員長（猶野智和君） 市村農林課長。 

○農林課長（市村祥二君）  続きまして、３目農業振興費です。３目農業振興費にお

いて、９５５万円の減額をするものです。説明欄００２農業振興団体支援育成事業に

つきまして、農作物出荷対策事業補助金として、１１６万７, ０００円を減額するも

のです。 

  これは、山口美祢農業協同組合の厚保ぐり貯蔵冷蔵庫設備の改修に係る補助金で、

市が３分の１補助する事業でありますが、落札減によるものです。 

  次に、説明欄００６経営所得安定対策推進事業につきまして、１３０万

１, ０００円を減額するものです。 

これは、経営所得安定対策等推進事業に係る事務補助としての臨時職員を雇用して

おりますが、４月の機構改革により各総合支所建設経済課を廃止し、本庁農林課へ集

約したことにより、３名から２名へ雇用人数を変更したことよる臨時職員賃金７８万

１, ０００円と、経営所得安定対策業務の事務局を務めます、美祢市地域農業再生協

議会の経費節減等に伴い、経営所得安定対策推進事業等補助金５２万円を減額するも

のです。財源であります、国補助による県支出金８９万円も減額しております。 

次に、説明欄００９新規就農者支援対策事業につきまして、青年就農給付金として

２５０万円を減額するものです。 

これは、就農後５年未満の新規就農者へお一人、年間１５０万円、夫婦特例の場合、

年間２２５万円を給付する国の青年就農給付金事業で、交付対象である夫婦特例の奥

様の出産による給付休止と、継続対象者１名の市外への転出により給付中止になった

ことによるものであります。財源であります、国補助による県支出金２５０万円も減

額しております。 

次に、説明欄０１８農地中間管理事業につきまして、４５８万２, ０００円を減額

するものです。 

 これは、山口県農地中間管理機構から、事務受託による事務経費の節減により、消

耗品費２８万３, ０００円、通信運搬費９万９, ０００円と機構集積協力金について

は実績に伴い、４２０万円を減額するものです。 
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 なお、１２月までの農地中間管理事業の実績は、貸付面積１１６ヘクタールで、機

構集積協力金は１, ４７９万円であります。財源であります、国補助による県支出金

４２０万円及び機構委託金による諸収入３８万円も減額しております。 

 次に、４目農地費において６，９９３万３, ０００円の減額をするものです。説明

欄００７多面的機能支払事業につきまして、２，０５７万９, ０００円を減額するも

のです。 

これは、資源向上長寿命化活動における平成２９年度更新地区において、国の予算

状況から８５パーセント程度の交付決定となったため、推進事務費である需用費

１６万８, ０００円、資源向上長寿命化に係る多面的機能支払事業負担金

２, ０４１万１, ０００円を減額するものです。財源であります、国補助による県支

出金１，５４８万１, ０００円も減額しております。 

 次に、説明欄００８県営中山間地域総合整備事業につきまして、２，６４０万

３, ０００円を減額するものです。 

 これは、国の予算により要望事業費の配分がかなわなかったため、推進事務費であ

る需用費９万１, ０００円、県からの受託事業である換地委託費２６３万

６, ０００円、市負担金である県営中山間地域総合整備事業負担金２，３６７万

６, ０００円を減額するものです。財源であります、地元分担金３６５万円、県から

の換地業務委託金２７２万８, ０００円も減額しております。 

次に、説明欄００９県営農地整備事業につきまして、７４万８, ０００円を追加す

るものです。 

 これは、国の予算により要望事業費の配分がかなっておりませんでしたが、国の大

型補正により１億１, ３００万円の配分を受けたことにより、市負担金である県営事

業負担金７０８万７, ０００円を追加するものです。 

 また、県からの受託事業であります換地委託料については、実績に伴い６３３万

９, ０００円を減額するものです。財源であります、地元分担金１８万４, ０００円

の追加、県からの換地業務委託金６３４万円を減額しております。 

 次に、説明欄０１０団体営農地防災事業につきまして、２，３６９万

９, ０００円を減額するものです。 

 これは、２地区のため池改修事業に係るもので、今年度で完了いたします大浴地区

につきましては、工法変更等による事業費の減に伴い５４０万円、横尾３地区におい
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ては、国の予算により要望事業費の配分がかないませんでしたので、１，８２９万

９, ０００円を減額するものです。財源であります、地元分担金４７万４, ０００円、

国・県補助金である県支出金２，１３３万円も減額しております。 

 次に、補正予算書１１－３８、３９をお開き下さい。 

 ２項林業費・２目林業振興費において４４６万３, ０００円を減額するものです。 

説明欄００２森林整備地域活動支援交付金事業につきましては、３００万円を減額す

るものです。 

 これは、間伐等の森林整備を推進するための、森林経営計画を作成する事業であり

ますが、現在認定しております森林経営計画の間伐計画面積に対しての実行率が低く、

全国的に会計検査からの指摘があることから、関係機関との協議により本年度の事業

実施を見送ったものであります。財源であります、国・県補助金であります県支出金

２２５万円も減額しております。 

次に、説明欄００４美しい山づくり事業につきましては、１４６万３, ０００円を

減額するものです。 

これは、竹林改良を推進する事業でありますが、申請面積減により、森林再生補助

金４６万６, ０００円、作業路網開設補助金９９万７, ０００円を減額するものです。 

次に、３目森林整備費において、２７２万５, ０００円を減額するものです。説明

欄００２流域公益保全林整備事業において、２７２万５, ０００円を減額するもので

す。 

これは、美祢市有林の伐採、造林、保育を行う事業で、測量及び市有林保育施業の

業務委託、実施精査に伴うものです。財源であります、国・県補助金である県支出金

９８９万７, ０００円、森林保険対象林地の立木売払収入４３７万９, ０００円も減

額し、その他市有林地の立木販売等収入５５２万８, ０００円を追加しております。 

次に、６目有害鳥獣対策事業費において、４０３万５, ０００円を追加するもので

す。説明欄００１有害鳥獣捕獲奨励事業において、４０３万５, ０００円を追加する

ものです。 

 これは、本年３月までの有害鳥獣捕獲頭数が当初計画より増加することが見込まれ

るため、有害鳥獣捕獲奨励事業補助金を４０３万５, ０００円追加するものです。 

 なお、奨励金の対象となる主な鳥獣の捕獲見込頭数は、シカ７３１頭、イノシシ

１, ５２５頭、サル１０１頭です。 
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 以上です。 

○委員長（猶野智和君） 白井観光商工部次長。 

○観光商工部次長（白井栄次君） 続きまして商工費、その下でございますけれども、

７款商工費・１項商工費・２目商工振興費におきまして、本年度の実績見込みに応じ

まして報償費、負担金、補助及び交付金、貸付金、総額で４, ４５１万１, ０００円

を減額いたしてございます。 

詳細については、説明欄に記載のとおりでございます。 

まず、００１商工業活性化事業におきまして、商店街活力アップ支援業補助金、こ

れは商店街の利便性の向上や賑わいの創出など、商店街自らが行う取り組みに対して

補助金を交付するものでございまして、７０万円を減額いたしております。 

次に、００２中小企業者融資事業におきまして、３, ８１２万４, ０００円を減額

いたしてございます。 

内訳は、美祢がんばる企業応援融資保証料補助金５４５万、それから、次のページ

をお開き願いたいと思いますけれど、１１－４１ページの１番上でございます。美祢

がんばる企業応援資金預託金を３, ２６７万４, ０００円、それぞれ減額いたしたも

のでございます。 

次に、００３商工貯蓄共済融資保証料補給事業におきまして、これは商工会があっ

せんをいたします商工貯蓄融資制度に係る平成２９年分の事業量が確定をいたしまし

たことから、実績に基づきまして１１８万７, ０００円を減額いたすものでございま

す。 

次に、００５住宅リフォーム助成事業につきましては、報償金を４５０万円減額い

たしてございます。 

この住宅リフォーム助成事業につきましては、本年度、５９名の方々に御利用をい

ただいており、この実績値に基づきまして減額補正をいたしたものでございます。 

○委員長（猶野智和君） 早田観光振興課長。 

○観光振興課長（早田 忍君） 続きまして、４目観光費におきまして、９８８万円を

減額するものであります。説明欄は００９新たなコンテンツを活用した情報発信事業

におきまして、１１０万円を減額しております。 

これは、スマートフォン等の端末機器を利用し、本市の秋芳洞地域を多くの静止画

像でプロモーションすることとしていましたが、秋芳洞地域を動画でプロモーション
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したことにより――あっ、済みません。秋芳洞に訂正させてください。コンテンツの

構築において、キャラクター作成やコンセプト設計が不用となり、１１０万円を減額

するものであります。 

次に、説明欄０１０イベント応援隊事業におきまして、３２２万円を減額しており

ます。内容は報償金１６０万円、食糧費５２０万円、車借上料１１０万円となってお

ります。 

これは、イベントに延べ２００名と、学生の参加を見込んでいたところ、地域イベ

ントからの申込みが少なく１１７名の参加となり、報償金、食糧費、車借上料を減額

するものであります。 

 次に、説明欄０１１スポーツ・観光交流事業におきまして、１３５万円を減額して

おります。 

 これは、レノファ山口ＦＣ所属の選手を活用する際の肖像権使用料として計上をし

ておりましたが、各種プロモーションに新たに創出された、ご当地選手の制度を活用

することで肖像権使用料が不用となり、１３５万円を減額するものであります。 

 以上です。 

○委員長（猶野智和君） 荒川観光総務課長。 

○観光総務課長（荒川逸男君） 続きまして、説明欄の０１５観光施設改修事業、施設

整備工事費４９０万２, ０００円の減額でございます。 

これは、大岩郷駐車場周辺整備工事の入札減によるものであります。 

次に、０１６観光事業特別会計繰出金として、６８万４, ０００円を追加しており

ます。 

これは、今年度の他課の事業に関します観光事業観覧料の減額分を収入補填として

繰り出すものでございます。内訳としまして、ふるさと納税優待券等の入洞者、市内

小中学校の校外学習、秋吉台ジオパークマラソン参加者等の入洞者に関します収入補

填金となります。 

 説明は以上でございます。 

○委員長（猶野智和君） 白井観光商工部次長。 

○観光商工部次長（白井栄次君） 続きまして、第５目道の駅管理経費におきまして委

託料、使用料及び賃借料、工事請負費、総額１,４５０万円を減額いたしてございま

す。 
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これは、道の駅おふくの改修事業に関わるものでございます。本年度第２回定例会

６月議会におきまして、追加計上の御議決を賜ったものでございます。入札による事

業費の確定に伴い、設計委託料を３００万円、仮店舗リース料を６００万円、施設整

備工事を５５０万円、それぞれ減額いたすものでございます。 

また、このことに伴い、歳入のうち国庫支出金を４２５万７, ０００円減額をいた

してございます。 

恐れ入ります、１１－１４、１５ページをお開き願いたいと思います。 

およそ、中ほどでございますけれども、１４款国庫支出金・２項国庫補助金・１目

総務費国庫補助金におきます地方創生拠点整備交付金が、この本事業の特定財源とな

ってございます。 

また、続きまして、１１－１２、１３ページをお開き願いたいと思います。 

 一番下でございますけれども、１３款使用料及び手数料・１項使用料・６目 商工

使用料におきまして、９５万４, ０００円を追加計上いたしてございます。 

 これは、美東町の工業団地、リーディングプラザ十文字内で操業されております企

業に対しまして、工業用水を安定供給するための事業を実施するにあたりまして、一

部の企業におきます事業量の拡大に伴います水の使用量――かさでございますけれど

も、これが増加しておる現状を踏まえ、使用料、こちらは（聞き取り不可）でござい

ますけれども、増額も併せて見込みまして追加計上いたすものでございます。 

 商工費につきましては、以上でございます。 

○委員長（猶野智和君） 中村建設課長 

○建設課長（中村壽志君） それでは、１１－４０ページ、４１ページの下段でござい

ます。 

８款土木費・１項土木管理費・１目土木総務費につきまして、委託料として

４０５万円を減額するものでございます。 

１１－４２ページ、４３ページをお開きください。 

これは、右のページの説明欄００３土木総務事業のうち、空き家実態調査業務の委

託料でございまして、業務内容を精査し設計を見直した結果、当初、見積もりと差異

が生じたことと入札減によるものでございます。 

なお、事業の歳入といたしましては、国庫支出金として２０２万５, ０００円を減

額しております。 
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 以上でございます。 

○委員長（猶野智和君） 市村農林課長。 

○農林課長（市村祥二君） 続きまして、２目地籍調査費において、１, ８２５万

６, ０００円を減額するものです。説明欄００３地籍調査事業において、

１, ８２５万６, ０００円を減額しております。 

これは、国の予算により要望事業費の配分がかなわず、調査面積が減少したことに

より、委託料が減額したものであります。財源であります、国・県負担金である県負

担金１, ２２０万５, ０００円を減額しております。 

  以上です。  

○委員長（猶野智和君） 中村建設課長 

○建設課長（中村壽志君） 続きまして、その下、２項道路橋梁費・１目道路維持費に

つきまして、工事請負費として２, ３９０万円を減額するものでございます。 

  これは、右のページの説明欄００１道路維持事業の道路整備工事２カ所でございま

して、１カ所目は、大嶺町奥分地内で要望しております市道麦川桃ノ木線法面対策工

事であります。 

  現在、必要とする土地が山地番であるため、用地境界の確認に時間を要しており、

加えて、平成２９年度の社会資本整備総合交付金の国費配分額が、要望額に対して大

幅な減となったことにより、今年度中の施工が困難となったため、県と協議し、その

工事費を減額し、改めて、平成３０年度予算に計上するものでございます。 

  ２カ所目は、大嶺町東分地内の街路灯補修工事でございまして、平成２９年度の社

会資本整備総合交付金の要綱変更により、交付金対象外工事となったことにより、そ

の工事費を減額するものでございます。 

なお、街路灯補修工事につきましては、灯る街づくり事業において、計画的に実施

してまいります。 

 なお、事業の歳入といたしましては、国庫支出金として１, ５１２万円を減額して

おります。 

 続きまして、その下、３項都市計画費・１目都市計画総務費の委託料につきまして、

４３３万円を減額するものでございます。 

 これは、右のページの説明欄００１都市計画総務事業の業務委託料のうち、都市計

画基礎調査業務でございまして、入札減によるものでございます。 
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 なお、事業の歳入といたしましては、県支出金として２１６万５, ０００円を減額

しております。 

 続きまして、その下、５項住宅費・１目住宅管理費につきまして、委託料と負担金

補助及び交付金を併せまして、４０６万６, ０００円を減額するものでございます。

右のページの説明欄００２住宅・建築物耐震化促進事業のうち、木造住宅耐震診断事

業委託料として、３７万２, ０００円を減額しております。 

 これは、耐震診断を申請された方が４名であったことにより、不要額を減額するも

のでございます。 

 続きまして、その下、建築物耐震診断事業補助金として、２００万円を減額してお

ります。 

 ページをめくっていただきまして、木造住宅耐震改修事業補助金として、６０万円

を減額いたしております。いずれも、住宅等の耐震診断及び耐震改修に関する補助内

容、補助対象者等、市報、ＭＹＴ及びホームページに掲載し、募集期間につきまして

も６月１日から６カ月間とりましたが、希望者がなかったことによるものでございま

す。 

 続きまして、その下、説明欄００３高齢者向け優良賃貸住宅事業のうち、家賃減額

等補助金として、１０９万４, ０００円を減額しております。 

 これは、事業者がバリアフリー仕様や緊急通報装置の設置など、一定の整備基準を

満たして供給する高齢者向けの賃貸住宅への家賃減額等補助金でございまして、入居

者が減少したことなどによるものでございます。 

 なお、事業の歳入といたしましては、国庫支出金として２０３万３, ０００円を、

また、県支出金として１０１万７, ０００円を減額しております。 

 以上でございます。 

○委員長（猶野智和君） 有吉消防次長。 

○消防次長（有吉武士君） それでは、消防費について御説明いたします。 

資料は、同じく１１－４４、４５ページをごらんください。 

９款消防費・１項消防費・１目常備消防費について、６７万円減額するものです。 

これは、資料１１－４５ページ、説明欄００９の消防・防災施設等整備事業の緊急

消防援助隊装備品エアーテント整備及び消防ポンプ自動車更新整備における入札減に

よるものです。減額に伴い、市債等財源の更正を行っております。 
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続きまして、２目非常備消防費について、１３２万６, ０００円減額するものです。 

これは、説明欄００３消防団拠点施設等整備事業の消防団消防機庫整備、消防団機

庫解体、消防団消防自動車、美東方面隊大田第２部隊積載車及び説明欄００５石油貯

蔵施設立地対策補助金事業の消防団消防自動車、こちらは美祢方面隊豊田前第２部隊

の積載車、以上の更新整備における入札減によるものです。減額に伴い、市債等財源

の更正を行っております。 

 続きまして、３目消防施設費について、１０７万円減額するものであります。 

これは、説明欄００１消防・防災施設等整備事業の既設防火水槽改修蓋設置工事

４カ所における入札減によるものです。減額に伴い、市債等財源の更正を行っており

ます。 

以上です。 

○委員長（猶野智和君） 千々松教育総務課長。 

○教育総務課長（千々松雅幸君） 続きまして、１０款教育費・１項教育総務費・２目 

事務局費、説明欄００３臨時職員人件費において、育休、病休の代替職員が当初見込

みより少なかったことにより、共済費賃金で４３１万８, ０００円減額するものであ

ります。 

続きまして１１－４６、４７ページになります。 

同じく、説明欄００４事務局業務において負担金、補助及び交付金を３５万

８, ０００円追加するものであります。 

これは、山口県教育委員会から派遣を受けています４名の指導主事と、１名の社会

教育指導主事に係る給与等負担金の実績見込みによるものであります。 

○委員長（猶野智和君） 長谷川学校教育課長。 

○学校教育課長（長谷川 裕君） 引き続きまして、５目外国青年英語指導事業費でご

ざいます。説明欄００１生きた英語力育成推進事業において、１４７万４，０００円

減額するものでございます。 

 これは、外国語指導助手３名が契約の更新を行いまして、異動がなかったことによ

り帰国旅費、研修旅費、ＪＥＴ渡航費用負担金等が当初見込額より少なくなったため

でございます。 

○委員長（猶野智和君） 千々松教育総務課長。 

○教育総務課長（千々松雅幸君） 続きまして、２項小学校費・１目学校管理費、説明
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欄００１スクールバス等運行事業において、２４１万円減額するものであります。 

これは、スクールバスの運転業務等にかかる実績見込みと、秋芳桂花小学校スクー

ルバス２台購入にかかる入札減であります。スクールバス購入に伴う特定財源として、

国庫補助金、へき地児童生徒援助費等補助金を７６万円減額するものであります 

次に、同じく説明欄００２小学校管理事業において、校務用パソコンの入札減によ

り、３０５万１, ０００円減額するものであります。 

続きまして、３目学校施設整備費、説明欄００１小学校施設整備事業におきまして、

１, ０３０万７, ０００円を減額するものであります。 

これは、麦川小学校プール改修ほか施設改修工事に係る入札減であります。 

次に、同じく説明欄００２秋芳桂花小学校整備事業において、１ , ５７９万

９, ０００円を減額するものであります。 

これは、主にプール改修設計業務委託料とプール改修工事の入札減によるものであ

ります。 

次に、同じく説明欄００３長寿命化改修事業において、９, ８８６万１, ０００円

を減額するものであります。 

これは、入札減等によるものであります。これに伴う特定財源として、国から負担

金の追加があったことにより、国庫負担金、公立学校施設整備費負担金を

３, ２７７万１, ０００円追加するものであります。 

次に、同じく説明欄００６小学校空調設備整備事業において、７２６万

９, ０００円を減額するものであります。 

これは、於福小学校と豊田前小学校の空調機設置工事の入札減によるものでありま

す。 

続きまして１１－４８、４９ページになります。 

３項中学校費・１目学校管理費、説明欄００１中学校管理事業において、校務用パ

ソコンの入札減により、２０３万９, ０００円を減額するものであります。 

次に、同じく説明欄００２スクールバス等運行事業において、スクールバスの運転

業務等に係る実績見込みにより２２２万１, ０００円減額するものであります。 

続きまして、３目学校施設整備費、説明欄００１中学校施設整備事業において、

８３万９, ０００円減額するものであります。 

これは、厚保中学校石灰倉庫解体及び部室改修ほか施設改修工事にかかる入札減で
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あります。 

○委員長（猶野智和君） 井上文化財保護課長。 

○文化財保護課長（井上辰巳君） 続きまして、１１－４８ページ、５項社会教育費・

５目文化財保護費、説明欄００１文化財保護業務施設整備工事費であります。 

これは、小郡萩道路を通行し萩方面に向かわれるお客様に対し、長登銅山文化交流

館や金麗社などに立ち寄っていただけるよう、大田インターチェンジで下車を促す誘

導看板を設置する事業でございます。設計変更と入札減により２５０万円を減額する

ものでございます。 

以上です。 

○委員長（猶野智和君） 千々松教育総務課長。 

○教育総務課長（千々松雅幸君） 続きまして、６項保健体育費・４目給食施設費、 

説明欄００２給食調理場管理運営事業において共済費、賃金を実績見込みにより、

６２５万７, ０００円減額するものであります。 

  以上でございます。 

○委員長（猶野智和君） 中村建設課長。 

○建設課長（中村壽志君） それでは、１１－５０ページ、５１ページをお開きくださ

い。 

 １１款災害復旧費・２項土木施設災害復旧費・２目補助災害復旧費につきましては、

工事請負費として６４０万円の減額を計上しております。右のページの説明欄の

００１現年土木施設補助災害復旧事業の災害復旧工事につきましては、入札減による

ものでございます。 

 なお、事業の歳入といたしましては、国庫支出金として４２６万９, ０００円を減

額しております。 

 以上でございます。 

○委員長（猶野智和君） 竹内財政課長。 

○財政課長（竹内正夫君） 続きまして、１２款公債費におきましては利率の見直し等

によりまして、元金と利子の構成が変更になったことから、元金を５５万

４, ０００円追加する一方で、利子を５４４万７, ０００円減額をいたしております。 

 以上が歳出の説明でございます。 

○委員長（猶野智和君） 説明が終わりました。本案に対する質疑はございませんか。
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岡山委員。 

○委員（岡山 隆君） ほかにもあると思いますけど、まず、私からのほうから口火を

きりたいと思います。１１－２７であります。この中に美祢魅力発掘隊設置事業

５８８万５,０００円、これ減額になっております。それで、平成２８年には赤郷地

域に１名入られまして、今現在もしっかりと活躍されております。 

それで、２９年度におきましては２名から３名、まあ２名ということでありまして、

その一人分が入らなくなったということで、１名分で減額になったということであり

ます。 

それで、今回他市において、非常に美祢魅力発掘隊設置事業、これは、別名地域起

こし協力隊発掘ということなんでしょうけど、他市では長門市にも５名から６名、こ

れ１０年間続くと６０名なんですね。その若い人たちが、この地域で活躍して、生業

をきちんとその地域で見つけていけば五、六十人の方たちが、その地域で住み続けら

れるということなんですよね。 

それで今回、実際１名ということでありまして、秋吉地域のみということで、厚保

ぐり関係のほうの協力隊ということも、ちょっとお聞きしておりましたけれども、現

実にはそういうかたちになっていないということで、その辺のまず第１点として、何

が問題点があったかどうか、そして受入態勢としての整備として、その若い人たちが

入る住宅には、ちゃんと合併槽が付いていたかどうか、その辺の体制がどうだったか

どうかですね、その辺についての住居の整備がちゃんと整っているかどうか、ちょっ

とさまざまな面で問題点があって美祢に来れない、来ない状況なんではないか、ちょ

っと危惧しておりますので、どんどんこういった協力隊が美祢の地域にも２名、３名、

４名と来るような、そういうかたちで地域が元気になる、大事なこういった施策であ

ると思っておりますので、この辺について、今言った問題点について御回答をお願い

します。 

○委員長（猶野智和君） 福田地域振興課長。 

○地域振興課長（福田泰嗣君） ただいまの岡山委員の御質問にお答えをいたします。

魅力発掘隊の件ですが、魅力発掘隊を設置に至らなかった、何が問題点かというこ 

とでございます。 

  このたびは具体的に申しますと植柳地域、ここに農業支援というかたちで募集をか

けております。で、実はこれ、２８年度から何度か継続的にかけております。で、そ
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の際に地域の方、受入側のほうも、どうやったらうまくマッチングはするだろうかと

いうことでお話をさせていただきながら、若干、修正を加えながら募集を、ただいま

も継続をしております。 

  実際、１名については要望ということで挙がっておりまして、現地を見たいという

ことでお話をさせていただきました。そういったなかで、結局はマッチングがなかな

か要望された方とのうまく、その辺の調整がついていないということが今回の現状で

ございます。 

  で、引き続き、そのなるべく受け入れやすい体制ということで、地域との協議は進

めておるということは現状でございます。 

  で、受入態勢につきましては、今のようなことでございまして、やはりこれ、魅力

発掘隊は地域に入るという現状がございます。ですから、地域も受入態勢をしっかり

していただく、先ほど住宅の話がでましたけど、例えば赤郷地域で言いますと、住宅

も安価で提供していただいたりとか、そういったこと、努力はしていただいておるよ

うな状況でございます。 

  以上でございます。 

○委員長（猶野智和君） 岡山委員。 

○委員（岡山 隆君） いずれにしても、地域の方と発掘隊で来られる方、この辺のマ

ッチングがきちんとできていないと、なかなか難しいということも理解はしているつ

もりです。 

  いずれにしても、そういった若い人たちが、この美祢地域に来ていただくというこ

とは、私は西岡市長が住みたくなる、住み続けたいまちの創造ということを、強く言

われております。 

  私は、市長の本気度がどの程度か、私は今回の美祢魅力発掘隊設置事業、これをど

んどん市長が５名も６名も８名も――６名とかどんどん入れてますよ。何で、美祢市

たった一人なんですか。その本気度が見えてこないんですよ。 

  だから、本当に美祢市は総務省が言っていた消滅可能性都市、この可能性もゼロで

はないんですから、非常にそういった面で、しっかりと他の地域から美祢に来ていた

だいて、何とか若い人たちが美祢に住み続けていく、こういった私はアイデア事業を

どんどん出していかないと、非常に閉塞になってくるな、このように私は危惧してお

ります。 
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  そういった面で、今回の国からの助成費用は３００万程度と思っておりますけれど

も、市の手出しはゼロやったかいね。それについて、しっかりと担当部署が、いろい

ろ長門市なんかも、他市も非常によく受け入れておりますので、その辺をしっかりと

勘案――参考にしながら、この美祢市も進めていく、そういったところを考えていた

だきたいと思いますけど、この点についてどうですか。 

○委員長（猶野智和君） 福田地域振興課長。 

○地域振興課長（福田泰嗣君） ただいまの岡山委員の御質問にお答えをいたします。 

人数だけを見れば、なかなか他市多い――たくさんとっておられるところもござい

ます。美祢市といたしましては着実に一つ一つ、赤郷でいいますと、モデルケースと

地域のモデルケースというかたちで、１名を設置をしておるところでございます。 

  続きましての秋芳町秋吉につきましては、これは県との調整――連携でございます

けど、秋吉台国際芸術村、地域にある、この施設をいかしていこうということで、

アートと地域をつなげようということ。 

そして美祢市において、大きな課題の一つであります農業施策、これについてしっ

かり向き合っていこうということでございますので、着実にいって、そしてただいま

御意見をいただきましたとおり、連携をとりながら、どんどん拡充をしていけたらと

いうふうに思っております。 

以上でございます。 

○委員長（猶野智和君） 岡山委員。 

○委員（岡山 隆君） この美祢魅力発掘隊設置事業、非常に今後大事な事業でありま

すので、どうか毎年着実に２名から３名、この美祢市の地域に入っていただきまして、

しっかりとこの美祢地域になじみながら生活して、この美祢市の魅力というものを発

掘していただいて、地域が輝いていくような、こういった私は仕事をしていただくこ

とは、非常に美祢市が元気になる大事な要素であると思っておりますので、どうか、

いろいろな面で大変と思いますけれども、どうか、そういったところに尽力していた

だきたいことをお願いを申し上げるところです。 

  以上です。 

○委員長（猶野智和君） 佐々木総務課長。 

○総務課長（佐々木昭治君） 先ほど、執行部のほうから説明をいたしましたけども、

歳入のほうの説明が、まだいたしておりませんので、歳入のほうの説明をさせていた
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だいてもよろしいでしょうか。 

○委員長（猶野智和君） なら改めて、ちょっと一旦戻って、説明のほうに戻らせてい

ただきます。池田税務課長。 

○税務課長（池田正義君） 続きまして、歳入について御説明申し上げます。 

ページは１１－１２、１１－１３ページをお開きください。 

１款市税・２項固定資産税・１目固定資産税でございます。１節の現年課税分を２，

０００万円追加するものでございます。 

主な要因は、償却資産におきまして、山口県設備投資動向調査を参考に当初予算を

計上しておりましたが、景気回復により、企業の設備投資の実績が当該調査を上回っ

たためでございます。 

説明は、以上でございます。 

○委員長（猶野智和君） 竹内財政課長。 

○財政課長（竹内正夫君） 続きまして、歳出の説明の際に御説明申し上げております、

特定財源以外のものについて御説明をさせていただきます。 

１１－２０、２１ページをお開き願います。 

 １８款繰入金・１項基金繰入金につきましては、財源調整に伴い、１目財政調整基

金繰入金では、５, ７３６万５, ０００円を、ゆたかなまちづくり基金繰入金では、

７, ４５２万３, ０００円をそれぞれ減額しております。 

 続きまして、２１款市債につきましては、１ページおめくりいただき１１－２２、

２３ページで御説明をいたします。 

 市債につきましては、冒頭で申し上げましておりますとおり、事業量の増減に伴う

調整と過疎対策事業債ソフト分の借入枠の追加による補正を行い、全体では１億

３, ７４０万円の減額となったところであります。 

 続きまして、１１－５ページにお戻り願います。 

ここでは、第２表繰越明許費として、３事業をお示ししております。個別の理由に

よりまして、年度内の事業完了が見込めない事業を繰り越すものでございます。 

次に、債務負担行為の補正の御説明を申し上げます。 

次の１１－６ページをお開きください。 

看護師奨学金貸付金について、限度額の変更を行っております。 

続いて、１１－７ページをごらんください。 
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こちらでは、第４表地方債の補正をお示ししております。 

記載のとおり福祉医療助成事業ほか４事業について追加するとともに、公立保育所

施設整備事業債ほか８事業につきまして、限度額の変更を行っております。 

 以上で説明のほう終わります。 

○委員長（猶野智和君） 改めて説明が終わりました。それでは、質疑の続き……岩本

委員。 

○委員（岩本明央君） ２点ほどお尋ねいたします。 

最初の１点目は、ページ数でいきますと１１－３８、３９でございます。で、これ

は、有害鳥獣捕獲対策奨励事業補助でございますが、４０３万５, ０００円増額、

大変結構なことだと関係者、我々、被害を受ける者も大変喜んでおります。 

  で、最初の頃は、予算額に対して捕獲した頭数がふえると頭数で割りますので、

１頭あたりの補助金が、段々減ってきた時代があったように覚えております。 

  で、このようにシカが７３１とか、イノシシが１, ５００とか、サルが１００と

か、お話がありましたけど、大変結構なことだと思いますが、これからもこのような

増額補正を、年度途中でやっていただけるかどうかということ、ちょっとお尋ねいた

します。 

○委員長（猶野智和君） 市村農林課長。 

○農林課長（市村祥二君） ただいまの岩本委員の御質問にお答えいたします。 

委員御指摘のとおり、従前はこの捕獲奨励金につきましては、予算の範囲内で按分

しておった時代もありました。 

  で、捕獲欲の向上をということで、ちょっと年度は定かではございませんが、数年

前より単価の調整というのを行っておりません。で、単価調整を行ってない代わりに、

年度――予算のあるところまでを、その年度の対象として、あふれた分は次年度に繰

り越しておりましたが、のちほど平成３０年の新年度の予算の中でもでてまいります

が、来年度はさらに奨励金の増額を考えております。 

  ということで、今年度につきましては、３０年の３月まで捕獲したものについて、

一旦清算したいという考えから、本年度の捕獲見込みのものについて、全て支払うと

いうことで、今回の増額を計上しております。引き続き、捕獲欲の向上のためにも、

減額がないような方向で調整していきたいというふうに考えております。 

  以上です。 
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○委員長（猶野智和君） 岩本委員。 

○委員（岩本明央君） 確かに捕獲意欲、昔はようけおるからのう、１頭あたりの単価

が安うなってやれんいやっていう話もありました。確かに、そういう話も聞いており

ますので、今課長さんからの御答弁で期待をしておりますので、どうかよろしくお願

いいたします。 

  ２点目は１１－４０、４１ですね、これ上のほうの住宅リフォーム助成事業補助金

ということで、４５０万減額になっております。 

  で、私がたしか、３、４年ぐらい前にこの事業ができまして、当初は年度初めにす

ぐあれがなくなりまして、市内の大工さんとか木工所、工務店などからそういう申請

がありまして、すぐこの予算がなくなるという状況を聞いております。 

  で、今回４５０万の減額、私は大変このリフォーム助成事業、いいと思うんですよ。

リフォームして、町のほうから若い者が帰ってくるとか、お年寄りが助かるのうとか

いうことがあって期待をしておったんです。 

また、市内の大工さんも木工店等も仕事もふえるということで、期待をしておった

んですが、今回２９年度で４５０万の減額というのは、どのような原因が考えられる

か、わかればひとつ御説明をお願いしたいと思います。 

○委員長（猶野智和君） 白井観光商工部次長。 

○観光商工部次長（白井栄次君） ただいまの岩本委員のリフォーム助成事業につきま

しての質問に対してお答えしたいと思いますけれど、通常、これまでリフォーム事業

につきましては、年間２００万円という予算が、おおむねそういった金額で推移して

おりますけれども、おおむね夏頃までには、その申請者が続いておったという状況で

ございましたけれども、２８年度におきましては、もうその日に、受け付けを開始し

たその日に打ち止めという状況でありまして、非常にここでまた需要の多い等ある―

―認識いたしまして、２９年度におきましては市長の英断もありまして、

１, ０００万円という大幅な増額になったところでございます。 

  なお、私たちもこの１, ０００万円の予算額に対して、どの程度推移するのかと

いう様子を、この１年間で見ておったところでございますけれども、今回５９件の申

請がございましたけれども、まず、それがひとつの上限といいますか、そういったひ

とつの見方をしておりまして、その原因といたしましては、その他の需要といいます

か、１年ごとの需要が最大で６０件程度見込まれるのかなということもありますが、
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聞けば後々行う予定の方が、前寄せてやっておられるという方もいらっしゃいました

ので、ある程度今年１年間行ってきたことで、ある程度鎮静化といいますか、落ち着

いたといいますか、そういった状況にあるものというふうには分析をいたしてござい

ます。 

  以上でございます。 

○委員長（猶野智和君） 岩本委員。 

○委員（岩本明央君） 大体わかりました。せっかく西岡市長も人口定住など考えてお

られます。また、Ｕターンで家がだいしょようなったから、岡山の子ども、孫も帰っ

て来ると、そういうふうな期待感もあるように聞いておりますので、ぜひ、またこの

辺はいろんなかたちでＰＲをして、こういうすばらしい予算は減額にならないように

期待をしております。 

  以上です。 

○委員長（猶野智和君） ほかにございますか。戎屋委員。 

○委員（戎屋昭彦君） ２点ほどお尋ねします。 

まず、最初に衛生費の清掃費で、廃棄物のリサイクル推進事業の消耗品費でゴミ袋、

これ入札減と。大変市の行政にとってはいいことだと思いますけど。これ、昨年の総

務民生委員会のほうで、リサイクルゴミ袋をつくり直す時にお願いがあったかと思い

ますけど、当初はゴミ袋が非常に破れやすいとか、それから、燃えるゴミと燃えない

ゴミの色が一緒なんでわかりづらいということが、委員会のなかででておりましたけ

ど、そのあたりは、ちょっと今回のこの入札減とちょっと違いますけど、そのあたり

の改正はどのようになったか、ちょっとお尋ねしたいと思います。 

○委員長（猶野智和君） 古屋生活環境課長。 

○生活環境課長（古屋敦子君） ただいまの戎屋委員の御質問にお答えします。 

まず、昨年度のゴミ袋の作成につきましては、９月の決算委員会の時にも御説明い

たしましたけれど、当初はつくり直しをせず、そのまま流通に任せてっていうことに

しておりました。 

で、今年度のゴミ袋の作成の際に仕様書を大幅に見直して、あと検品の調査ですね、

事前に納入していただく前の調査も幅の――幅っていうか、ゴミ袋の厚さ、薄さ、そ

れから破れやすさというのを、一枚一枚調査をすることによって、仕様どおりの品が

平成３０年度においては納入されたというところがございます。 
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それから２点目について、燃えるゴミと燃えないゴミ袋の色が同じということをお

っしゃいましたけど、今固形燃料化できる、いわゆる燃えるゴミの袋については白色

に青い字で、燃えないゴミ袋については透明で緑の字というふうに、今現在はゴミ袋

の色が２種類ありますので、一応それで分けていただいて出していただくようになっ

ております。 

以上です。 

○委員長（猶野智和君） 戎屋委員。 

○委員（戎屋昭彦君） ちょっと、先ほど総務民生委員会の件でお話しまして、そうい

った意見が出たので、ちょっと私も確認の意味で、ちょっとお問い合わせさせていた

だきました。 

  それから、もう１点は教育費の小学校費、先ほど説明の中で、長寿命化改修工事で

入札減で約９, ８００万ということで、施設整備工事が約１億の減になっておりま

すけど、これは多分、厚保小学校かと思いますけど、このあたり最初に市のほうで設

計で入札される前と、この大きな差異というのはどういったことがあったんでしょう

か。 

○委員長（猶野智和君） 千々松教育総務課長。 

○教育総務課長（千々松雅幸君） 戎屋委員の御質問にお答えします。 

  長寿命化改修事業におきます入札減は、厚保小学校の改修に伴う工事の入札減とい

うものであります。当初予算計上したものと、その後実施設計が終わりまして、それ

に基づいた設計金額が出てきて、そしてそれに基づいて、ＪＶを組まれて共同企業体

で入札が行われてきております。工事の中身について、当初予算計上時と最終的な設

計内容等につきましては、大きな差異はございません。 

ですので、あくまでも競争の結果の入札減であるというふうに思っております。 

以上でございます。 

○委員長（猶野智和君） 戎屋委員。 

○委員（戎屋昭彦君） 今少し、私ちょっと理解できないところがあって申し訳ありま

せんけど、じゃこの、先ほど言ったここの説明での入札減の９, ８００万というの

は、別に当初からの予算との差異はなかったということでよろしいんですか。 

○委員長（猶野智和君） 千々松教育総務課長。 

○教育総務課長（千々松雅幸君） 戎屋委員の御質問にお答えいたします。 
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  当初予算との差異はございます。それは、入札減によるものが主な理由だというふ

うに理解しております。 

  以上でございます。 

○委員長（猶野智和君） 戎屋委員。 

○委員（戎屋昭彦君） ちょっと済みません。私がちょっと理解――じゃ、ここの施設

整備工事の１億マイナスっていうのは、どのようなことが生じてマイナスになってお

るんでしょうか。 

  最後に済みません。そこだけお願いいたします。 

○委員長（猶野智和君） 学校の整備が減った分という以外で、何かあるかということ

ですか。学校の整備以外で、何かありますかというような御質問です。以外で何かあ

るのかという御質問です。あるのか、ないのか。千々松教育総務課長。 

○教育総務課長（千々松雅幸君） 戎屋委員の御質問にお答えいたします。 

  学校施設整備以外で、当初予算と変更があった、差異があったものがありますかと

いう御質問でよろしいんでしょうか。 

○委員長（猶野智和君） ちょっと、もう１回整理して――しましょう。戎屋委員、も

う一度お願いします。 

○委員（戎屋昭彦君） 私がお聞きしたいのは、この長寿命化改修事業の中で、入札減

で、先ほど御説明があった全ての入札減と私思ってませんけど、９, ８００万円の

マイナスってことで、その中で施設整備工事が１億マイナスになっておりますので、

この１億マイナスについては、当初の予定から何があったか、どういったことがあっ

たか、そこだけちょっとお聞きしたいと思って質問させていただきました。 

○委員長（猶野智和君） 金子教育委員会事務局長。 

○教育委員会事務局長（金子 彰君） 戎屋委員の御質問にお答えしたいと思います。 

  当初予算額がございます。で、その当初予算額に合わせた設計をいたしまして、入

札に出しました。で、その入札に対して、１億の入札減があったということでござい

ます。 

  だから設計が、当初予算に対して設計が変わってるとか、そういうことではござい

ません。よろしいでしょうか。 

○委員長（猶野智和君） ほかにございますか。では、ここで一旦５分、１１時５分ま

で休憩いたします。 
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午前１１時００分休憩 

    ------------------------------------------------------------ 

    午前１１時０８分再開 

○委員長（猶野智和君） 休憩前に続き会議を開きます。千々松教育総務課長。 

○教育総務課長（千々松雅幸君） 失礼いたします。先ほどの戎屋委員からの御質問に

対しまして、改めて補足の説明をさせていただきたいと思います。 

  先ほどの御質問、厚保小学校の長寿命化改修についてでございますが、改修工事に

つきましては建築工事、電気工事、機械設備工事があるわけであります。 

で、当初予算を計上したものがありますが、その後に業者による実施設計業務が終

わっております。それで、最終的に入札をする前の設計金額は、予算から比べまして

大幅に減額ということになっております。 

  その後入札をしておりますが、入札につきましては、低入札に至るまでの状況では

なかったという状況でございます。 

  以上でございます。 

○委員長（猶野智和君） よろしいですか。ほかに質疑ございますか。杉山委員。 

○委員（杉山武志君） 私からは１１－４０、４１にあります、先ほどお話がありまし

た住宅リフォームの助成事業とそれにかけてですね１１－４３ページ、００２の住宅

建築物耐震化促進事業、この件についてちょっと御質問させていただきます。 

  先ほど、リフォームの関係で６０名――今年度ですよ、５９名の方がいらっしゃっ

て、６０名程度がそこそこの数値ではなかろうかという御発言がありましたが、私が

ちょっと存じ上げております方ですね、あとになって知ったんですけど、リフォーム

されておりまして、もっと大がかりにしたかったんだが、財布の都合でできなかった

ということをお聞きしております。 

  ４件ありまして、そのうち３件の方はこの制度を御存じなかった。で、そのうち

１名の方は、大変申し上げにくいんですけど、市の職員さんの関係でした。残りの

１件は、写真を撮ったり何だりが面倒くさいということで申請をされなかったようで

すが、もっともっといらっしゃると思います。リフォームを希望される方はですね。 

 で、６０件を上限というふうな捉え方をしてほしくないなという思いがありまして、

ちょっと、今後どういうふうに考えておられるかというところをお伺いしたいと。 

  それと、先ほど言いました４３ページですか、住宅等の耐震化促進事業、これも
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６カ月間、募集期間を設けたというお話でしたが、もう私からすると６カ月じゃ短い

と、継続してこういった事業も行っていただいて、市民に浸透するまでやっていただ

きたいなという思いがありますので、その辺、今後の御予定等伺えればと思いまして

質問させていただきます。 

○委員長（猶野智和君） 白井観光商工部次長。 

○観光商工部次長（白井栄次君） ただいまの杉山委員の御質問にお答えいたし――前

段の部分について、お答えさせていただけたらと思います。 

  ６０件が必ずしも上限じゃないよというお話でございましたけれども、まず、周知

方法につきましては広報、あるいはＭＹＴ等で広報することは、もちろんなんですけ

れども、最近はリフォーム業者さんのほうが、非常にこの制度を活用していただいて

おりまして、そういった事業者さんのほうから、各ご家庭に御案内をされて、まとめ

て申請をされるっていうケースもございますので、それの周知というものは、私たち

と、それからそういった民間の事業者さんとの、結果的には協力体制といいますか、

そういったかたちの中で、周知を図られているというところでございます。 

  で、６０件が上限かどうかについては、正確にはわかりませんけれども、私たちが

現場で接するなかでは、そういった認識をもっておるということで、御理解をいただ

けたらというふうには考えております。 

  以上でございます。 

○委員長（猶野智和君） 中村建設課長。 

○建設課長（中村壽志君） ただいまの杉山委員の御質問にお答えいたします。 

  周知期間が６カ月ということで、この事業、国費を利用させていただいております

ので、交付決定してから開始せざるを得ないというところと、募集があった場合、そ

れから診断とか改修とかする事業期間がやはり多少いりますので、６カ月程度の募集

期間となろうかと思いますが、毎年毎年のことでございますので、なるべく周知でき

るような施策を、またちょっと考えてはみたいと思います。一応、ＭＹＴとホーム

ページと市報によって、こういった募集を――募っておるところでございます。 

  以上でございます。 

○委員長（猶野智和君） よろしいですか。ほかにございますか。安冨委員。 

○委員（安冨法明君） 最初、ちょっと確認をさせてもらいますが、１１－２７ですね、

活性化対策費ということで、説明欄の業務委託料で２００万円の減額になっておりま
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す。これの説明で農業委員会が調査をするから、総務のほうやらなく――やらないこ

とにしたというふうな説明だったような気がするんです。これ、間違いないですかね。

そのようでございます。 

  それで、実は農業委員会で会長さんが非常に熱心で、新規就農者等のやっぱり住宅

っていうのが非常に、何といいますか、難しいっていいますか、ない、希望者があっ

ても、なかなか住む所がないっていうのが、実際にはあってですね。これがために農

業委員会で空き家の調査を、農業委員さんなり推進委員さんにしなさいと、こういう

ふうな話が今でております。 

  で、それはまあそれでいいんですが、今の話を聞いてると、農業委員会もそりゃや

る、大切なこの事業としてはですね、大切な事業だというふうに思うんですよ。 

  で、今説明ですと、農業委員会がやってくれたら２００万円総務のほうが浮くよと、

農業委員会のほうは調査費等、恐らく組んでないというふうに思うんですが、そうい

うふうな感じにとれたんですけども、違うんですかね。おかしいんでしょうかね、私

の捉え方が。 

○委員長（猶野智和君） 繁田総合政策部次長。 

○総合政策部次長（繁田 誠君） ただいまの安冨員の御質問にお答えをいたします。 

  昨年の夏ごろに、農業委員会のほうから申し出がございまして、新規就農者確保の

ために、空き家調査を実施したいということで、こちらが当初計画しておりました事

業がございますので、事業調整を行ったところでございます。ほかにも建設課の関係

の危険家屋等の家屋調査もございますので、併せて事業調整をいたしました。 

  で、企画政策課で行っております空き家調査につきましては、空き家情報バンク登

録に向けての調査事業ということで、家屋自体の調査からその後の内部調査、間取図

作成等、きめ細やかな調査事業がございますけども、一旦家屋調査につきましては重

複部分がございますので、その部分に経費節約の観点から農業委員会にお願いをし、

その登録可能性のある物件があがったのちに、その情報を基にして、再度内部の調査

なり、空き家情報バンク登録への移行調査を３０年度の新年度に移行して行う予定と

しております。 

  以上でございます。 

○委員長（猶野智和君） 安冨委員。 

○委員（安冨法明君） そうですね、それで農業委員会のほうの話っていうのが、基本
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的に、その空き家の調査っていいますか、そういうことすると、まあ写真を撮ったり

とか親戚の方に確認をするとか、そういうことって個人情報の関係もあって、なかな

か難しいよっていうふうな話をします。 

  で、会長いわく、いやとにかくそこまでしなくてもいいよと、とにかく空き家があ

れば、それを出してくれたらいいんだというようなことにもなっちょると、私は理解

をしてるんですが。 

  基本的に農業委員会がやるんであれば、農業するために、この新規就農されるよう

な、簡単にできたようなものがあるかどうかっていうことじゃないかなっていうふう

に思うんですが……そうでもないみたい。 

だから、総体的にとにかく地区の中に――担当する地区の中に、そういうふうな空

き家があるというのを書いて出してくれ、あと調べるからって、こういうふうな話の

ようなところがあります。 

  それで、私思うんですけれども、どこがやってどこがやらなくてもいいっていうふ

うな、そんな話をするつもりはありません。ただね、行政ですから、末端って言うと

ちょっと語弊があるかもしれませんが、組織的には区長さんがおられてですね、集落

っていいますか、行政区でそれぞれ行政のほうから区長さんにですね、うちのところ

これだけのこういうのが、うちは空き家になってるよっていう程度だったらね、調査

をされたっていいますか、お願いをして調べられたほうが私は早いような気がします。 

  そのうえで、もし仮にですね、その農業委員会、あるいは新規就農したいけどもっ

ていうふうな感じで、何らかの調整をしてくれとか、確認をしてくれとかっていう話

をしたほうが早いんじゃないかな。実績としては、確かなものがでるんじゃないかな

っていうふうな、行政区単位のほうがね、きちんとできるんじゃないかなっていう気

がするんですけども。その辺っていうのは庁内っていいますか、それぞれ担当部署と

しての話し合いっちゅうのは、きちんとできてるんですかね。 

  だから、その辺は、私はそういうふうな感じを今もっております。農業委員会とし

ては会長、本気で言われるからね、やらないとは言えませんけど。そうですね、それ

ぞれ皆さんやりましょうっていうふうなかたちにはなってるんですけど、どうなんで

しょうね、そこいら。どういうふうな認識なんでしょうかね。お伺いをします。 

○委員長（猶野智和君） 繁田総合政策部次長。 

○総合政策部次長（繁田 誠君） ただいまの安冨委員の御質問にお答えをいたします。 
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  この空き家情報バンク登録に向けた調査事業を、平成２８年度から実施をしており

ますが、その際には民間委託をし、その実績報告といいますか、報告のなかで一番苦

慮した点といたしまして、やはり民間事業者でありますから、委員申されましたとお

りプライバシー、個人情報の問題というのが、なかなか市の委託の腕章をしておって

も、なかなか掴みづらいという御報告をいただいておりました。 

  そのあたりの改善点に向けて、所管課であるこちらで検討を進めておった際に、農

業委員会のほうから新規就農者の確保の観点から、空き家の調査を行いたいという旨

の申し出がございました。委員、区長等の活用についても申されましたけども、それ

も一方策であろうと思いますが、区長を管轄してる事務方から申しますと、区長の任

務負担が過重となっておるという意見もございます。 

  そうした観点から、農業委員会と事業調整を進めまして、事業の連携が可能な部分

につきまして、農業委員会にお願いをすると。当初、民間で苦慮しておりました所有

者の特定、連絡先等の調査が個人情報の問題なんですけども、やはり民間事業者が行

うよりも、地元に精通した農業委員会のほうがふさわしいという結論に至って、お願

いをしておるところでございます。 

  以上でございます。 

○委員長（猶野智和君） 安冨委員。 

○委員（安冨法明君） 何となくわかります。で、ただ、先ほどから言いますように農

業委員会って、やっぱり農業主体に新規就農者とか、そういうふうな受入態勢を整備

するためにっていうことで、当然考えてそういうことをするわけですが。先ほどもち

ょっと言いましたように、この人口減少対策からすればですね、これは空き家情報っ

ていうのは非常に大切なことだし、一番効果があるところじゃないかなっていうふう

にも思っております。 

  で、希望される方っていいますか、定住を希望される場合に農業者って、ごく限ら

れてるんじゃないかなというふうに思っています。 

  で、一般の方もおられるわけじゃないですか。当然、その担当部署とすりゃ私は総

務なり、今言われるこの辺で、危険家屋はまた別としてもやられたほうがいいんじゃ

ないかなって。区長さんを、どうなんでしょうか。区長さんにお願いをして、この成

果が上がるような期待っていうのは、ちょっと無理だという判断なんでしょうかね。 

私はそのほうが限られた集落で、二、三十戸でしょういね。まあ、平均しても小さ
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いところもあるでしょう。平均したら、そんなもんじゃないかと思うんですが。 

  で、そういうふうなんで、きちんとされれば、空き家っていうことだけで情報をま

とめるんだったら、そのほうが早いと。それ以上の調査をするっていうことであれば、

地域の方の区長さんでもいい、これも区長さんでもいいと思うんですが、空き家なん

ですから、関係者の方が息子だとか兄弟だとかおられて、まっ、市外に出られておら

れるわけでしょうから、そういうふうな連絡っていいますかね、今言われる民間委託

をしても、なかなか難しいよっていうところがあるんであればですね、その辺をまた

何らかのかたちでお願いをするっていうことのほうが、私は成果があがるような気が

するんですが。 

まあいろいろあるでしょうけども、そういうことも、ぜひ私は考えてみていただけ

たらなというふうに思います。農業委員会は、会長が今言っておられますから、それ

なりに動くでしょうけど。まっ、そういうことも併せて、どこがやって、どこがやら

なくてもいいっていうことにもならないでしょうから、併せて検討していただけたら

というふうに思います。 

以上です。 

○委員長（猶野智和君） ほかにございますか。杉山委員。 

○委員（杉山武志君） １１－３６、３７ページ、６款農林費・１目農業委員会費にお

きまして、先ほど４５３万４, ０００円の減額をお話されました。その際に、成果

がなかったという御発言がありましたが、まあ予算付けをしているものですから、ど

ういったことに成果がなかったのかなというふうな疑問をもちました。 

  で、どういうふうなことをすれば、この報酬っていうものの対象になるのかを、ち

ょっと教えていただけませんでしょうか。 

○委員長（猶野智和君） 安永農業委員会事務局長。 

○農業委員会事務局長（安永一男君） それでは、杉山委員の御質問にお答えをいたし

ます。 

まず、なぜ成果が挙がらなかったのかということですが、農地利用最適化交付金は

要綱に基づきまして、美祢市農業委員とは平成２９年から――２９年１０月から

１２月までの活動状況を、第３四半期の活動報告状況報告書にまとめまして、山口県

に提出しております。この時点で交付金額を固める必要がございます。 

  で、まず活動実績に応じた交付金につきましては、交付対象は１０月から翌年の
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３月まで、農業委員及び農地利用最適化推進委員さんが提出されます活動実績報告書

を――活動報告書をとりまとめまして、それが活動実績の交付金となるわけでござい

ますが、１２月末に活動状況をとりまとめましたところ、報告件数が当初見込んでお

った件数よりは少なかったということで、また１月から３月までの活動実績は、大幅

にふえないと見込まれましたので、活動実績に応じた交付金につきましては減額とい

たしました。 

  また、次に成果実績に応じた交付金というのがございますが、これは１０月から

１２月までの３カ月の間に担い手に集積されました農地集積面積が、当初見込んでお

った面積より少なかったということと、それと遊休農地の面積が前年度よりふえたと

いうことにより、実績を大きく上げることができなかったために、この交付金を減額

といたしました。 

  それと、今後どうすればよろしいかということで、ただいま農業委員会内でも検討

しておりますが、まず、これから――４月から新たな活動ということを行うわけでご

ざいますが、この上がらなかった原因について、また内部でとりまとめて、成果が挙

がるように努めていきたいと考えております。 

  以上でございます。 

○委員長（猶野智和君） 杉山委員。 

○委員（杉山武志君） 先ほどお伺いしたときですね、成果はありませんでしたと、私

伺ったと思うんですが、今お話聞きましたら、見込みほどの実績が挙がらなかったと

いうことでしたので、よかろうと思います。 

○委員長（猶野智和君） ほかにございますか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（猶野智和君） それでは、質疑なしと認め質疑を終わります。それでは、本

案に対する御意見はございませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（猶野智和君） それでは、これより議案第１１号を採決いたします。本案に

ついて、原案のとおり決することに御異議ございませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり 

○委員長（猶野智和君） 全員異議なしと認めます。よって、議案第１１号は原案のと

おり可決されました。 
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○委員長（猶野智和君） ここで執行部の入れ替えがありますので、この際、午後１時

まで休憩いたします。 

午前１１時３０分休憩 

    ------------------------------------------------------------ 

    午後 １時００分再開 

○委員長（猶野智和君） 休憩前に続き委員会を開きます。 

議案第１７号平成３０年度美祢市一般会計予算を議題といたします。最初に財政

課長より、総括説明を求めます。竹内財政課長。 

○財政課長（竹内正夫君） それでは、議案第１７号平成３０年度美祢市一般会計予算

の概要につきまして、御説明を申し上げます。 

  お手元に配布してございますもののうち、平成３０年度予算の概要に基づきまして、

御説明をさせていただきますので、御準備をお願いいたします。 

まず、資料の説明を始めます前に、予算の編成方針につきまして、お話をしたいと

思います。 

本市では、昨年度から新しい美祢市の創造に向け、市民が主役のまちづくり、住み

たくなる、住み続けたいまちの創造、教育環境の充実、地域経済の活性化、雇用の拡

大、市行財政改革の推進の５つの柱を掲げ、本市の抱える最重要課題である、定住促

進につなげるさまざまな施策の展開を始めたところであります。 

平成３０年度予算においては、それらの施策、取組を一層推進するとともに、着実

に実行し、実現する新しい美祢市創造実行・実現予算と位置付け、住みたくなる、住

み続けたいまちの創造の実現を加速する予算の編成を行いました。 

また、財政運営につきましては、平成３０年度において、今後の１０年を見据えた

財政計画を策定し、計画的に進めることとしておりますが、その計画の中では、本庁

舎をはじめ、公共施設の再編・整備等が盛り込まれております。平成３０年度は、そ

れらの取り組みに着手し、関連する事業についても、当初予算にいくつか計上してお

ります。 

公共施設の再編・整備にあたっては、多額の経費が伴うことが見込まれていること

から、今後の財政状況を鑑み、平成３０年度においては、起債の繰上償還を行うなど、

財政負担の軽減を図る取り組みについても行っております。 

それでは、予算概要について説明を行いますので、資料の３ページをごらんいただ



- 40 - 

きたいと思います。 

 ここでは、２当初予算の規模という見出しで、上から順に一般会計、各特別会計、

企業会計の平成３０年度当初予算の総額を、前年度との比較でお示しをいたしている

ものでございます。 

一般会計につきましては１６５億４, ０００万円となりまして、前年度と比較いた

しますと３億２, ０００万円、１．９％の減となったところでございます。 

特別会計につきましては、国民健康保険事業特別会計をはじめ、７つの特別会計が

ございますが、合計が８５億３, ０１３万円、一般会計と合計いたしますと２５０億

７, ０１３万円となり、前年度と比較すると８億４, ８９５万３, ０００円、３．

３パーセントの減となったところであります。 

 続きまして、平成３０年度の一般会計歳出予算の概要について、御説明を申し上げ

ます。 

ここで、ページがちょっと飛びますが、２６ページをごらんいただきたいと思いま

す。冊子の中ほどにとじ込んでありますＡ３のカラー印刷したものでございます。 

 これは、第一次美祢市総合計画基本計画に示されておる重点プロジェクト概念図を

基に、先ほど説明いたしました５つの柱を重ね合わせたものであり、総合計画の理念

の実現や本市の抱える課題への対応を推進するための主要事業を体系的に整理したも

のでございます。 

 平成３０年度は、後期基本計画の４年目に当たりますが、平成３０年度におきまし

ても、国際交流の推進、六次産業化の推進、ジオパーク活動の推進の３つのプロジェ

クトをトリプルエンジンとして位置づけ、さらにこのトリプルエンジンの取り組みを

漫画、アニメーションの活用によってわかりやすく、楽しく、そして面白く情報発信

することで推進力を増し、その結果、喫緊の課題であります定住促進プロジェクトが

効果的に機能し住みたくなる、住み続けたいまちの創造につなげていきたいという考

えに変わりはございません。 

 平成３０年度は、合併後の新市の市制施行１０周年の年にあたります。また、明治

改元１５０年の節目の年を迎えることとなっており、県内でもさまざまな関連行事の

開催が予定されております。 

本市においても、関連イベントを通じ美祢市をＰＲするとともに、地域の活性化を

推進する絶好の機会と捉え、さまざまな事業の展開を考えております。市制１０周年
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及び明治１５０年関連事業につきましては、２７ページのほうにとりまとめておりま

す。 

 それでは引き続きまして、２６ページの主な事業内容について説明をさせていただ

きます。 

 まずは、市行政改革の推進に係る施策、事業であります。 

 平成３０年度予算の編成にあたっては、まず、全ての施策を実施するための土台や

足腰となる行財政改革の推進を継続して進めます。市民の利便性の向上を図るととも

に、事務の効率化も期待されているコンビニ収納事務――業務や証明書のコンビニ交

付事業を実施します。 

 また、電算システム運用経費の削減及び災害やサイバー攻撃等から個人情報を守る

強固なシステム構築のため自治体クラウド整備に取り組みます。 

また、市民、地域活動団体の住民自治の推進のため、市民活動団体を支援するセン

ター設置に向けた事業を行うほか、平成３０年度においても引き続き移動市長室を開

催し、市民の皆様の意見を反映した市民が主役のまちづくりを推進してまいります。 

 続いて、安全・安心の確保に係る施策、事業であります。 

 高齢化の進む本市においては保健、医療サービスの充実は重要であり、昨今の医療

等の従事者不足は大変大きな課題です。市民が安心して適切な医療等を受けることが

できるよう看護師奨学金貸付事業を拡充するとともに、介護人材就職支援事業を新規

事業として創設し、医療等従事者の確保に努めたいとも考えております。 

 また、近年の自然災害発生件数の増加、災害の複雑多様化に対応し、市民の生命財

産を守るためには、一層の消防、防災体制の充実が必要であります。 

平成３０年度においては、防災拠点としての消防本部の機能充実を図るため、新消

防庁舎の建設を行う消防庁舎、防災センター整備事業に着手いたします。 

 次に、地域経済の活性化、雇用の拡大についての施策、事業であります。 

明治１５０年事業として実施する各種イベントを効果的に実施し、観光交流を促進

するとともに、美祢駅前広場整備事業や秋芳名水特産品直売所改修事業などのハード

整備を行い、受け入れ態勢を整えます。 

なお、観光交流の促進にあたっては、基本構想に示されております、観光立市や今

後の市のまちづくりを推進するための要であるトリプルエンジンに関連していること

から、観光客の増加にインパクトの大きいジオパーク活動や国際交流の推進を引き続
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き重点的に進めます。 

また、農業は本市の基盤の産業のひとつでありますが、近年、有害鳥獣による農作

物被害は深刻化しています。平成３０年度は、有害鳥獣対策事業を拡充し、その対応

にあたる事業を展開していきます。 

また林業については、林業従事者の高齢化、若年者の山村離れによる後継者不足に

より厳しい状況にあり、維持管理の行われない森林の増加による森林機能の低下が懸

念されています。 

本市では、山林の荒廃を防ぎ、山林資源を継続的に活用するため林業担い手育成対

策事業を新規事業として実施し、林業の担い手を育成します。 

 続いて、ひとの育成、すなわち教育充実都市の実現に係る施策、事業であります。 

人口減少、少子高齢化が進む本市では、子育て世代に選ばれ、住みたいと思えるま

ちづくりとなるよう、子どもを育てやすい環境やよりよい教育環境を整備することが

最も重要であると考えます。 

平成３０年度においては、厚保保育園の整備に係る事業を実施し、保護者のニーズ

に合った保育環境の充実を図ります。 

また、次世代を担う小学生、中学生の情報教育の推進の観点から、児童生徒用のタ

ブレット端末等の整備を行う事業を実施するとともに、子どもたちの読書環境の充実

を図る学校図書館充実事業等を実施いたします。 

 また、市民が主体的に活動、学習できる場の充実を図ることは、生涯学習の推進の

観点からも重要なことであります。平成３０年度は、別府公民館を閉校となる別府小

学校に移転して、利用者の利便性、快適性の向上を図る事業を実施いたします。 

また、児童生徒数の推移や学校の再編統合の進捗を考慮しながら、効率的な調理場

の運営を図るため学校給食センターの整備運営について、ＰＦＩの導入可能性調査を

実施します。 

 また、時代の進展に対応した魅力と活力に満ちた学校の創造と豊かな人づくりに向

け、ヤングアメリカンズとの国際交流や歌及びダンスによるショーの体験活動を行う

こども交流事業や、中学生こども議会を１０周年記念事業として実施することとして

おり、引き続き、教育充実都市の実現に向けた事業の推進を図りたいと考えておりま

す。 

 最後に定住促進に係る施策、事業であります。 
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 定住促進については、本市の最重要課題のひとつとして認識しており、定住促進に

係る取り組みは、引き続き強力に推進することとしております。 

 まずは、魅力あるまちづくりの推進のため市内全域を考慮した居住機能や福祉、医

療、商業等の都市機能の立地、公共交通の充実に関する包括的な計画策定に着手しま

す。 

また、子育て環境の整備により定住を促進する観点から、新規事業として、子育て

と就労の両立を支援する病児保育事業を計上するほか、子どもの医療費を助成するこ

ども医療助成事業の対象範囲を中学生まで拡大いたします。 

 また、住宅取得に係る経費を助成する住宅取得推進事業についても、事業内容を見

直すなど、定住促進の施策を推進いたします。 

 これまで、主要事業のうち、一部の事業について説明をさせていただきましたが、

これらの施策を相互に関連させ、市域全体の活性化を図ることにより、総合計画の基

本理念と住みたくなる、住み続けたいまちの創造の実現につながるという信念の下、

事業を推進してまいります。 

 最後に、その他の基本計画の基本目標の主要事業はここに掲載してあるとおりでご

ざいます。 

なお、新規事業には「新」と、拡充事業については「拡」と記載をしてございます。 

 以上が、当初予算の規模並びに重点事業に係る説明であります。 

続きまして、４ページにお戻り願いたいと思います。 

 ここでは、３一般会計当初予算とありますが、歳入の状況をお示ししております。 

まず、１款市税につきましては、評価換えに伴い、固定資産税の減が見込まれてい

ることなどにより、市税全体では０．９％減の３１億６, ６７２万９, ０００円とな

っております。 

 次に、３款利子割交付金につきましては、前年度比５１．２％増の４８６万

１, ０００円を、４款配当割交付金については、前年度比３８．６％減の８９７万

４, ０００円、そして、第５款株式等譲渡所得割交付金では、前年度比６３．８％減

の５３０万４, ０００円をそれぞれ計上しております。これは、昨今の株式市場にお

ける状況を踏まえて計上したものでございます。 

続いて８款ですが、自動車取得税交付金については、実績見込みから、前年度比

６０．９％増の４, ３８０万８, ０００円を見込んでおります。 
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 次に、１０款地方交付税については、７ページで御説明いたしますので、７ページ

をお開き願います。 

まず、普通交付税については、平成３０年度は、合併算定替えの逓減の４年目にあ

たりますが、合併団体への算定の見直しなどにより減額幅が年々縮小されており、前

年度と比較して５, ０００万円減の５０億５, ０００万円を見込んでおります。 

 次に、特別交付税につきましては、算定単価の見直しなどにより、昨年度比

５, ０００万円増の１０億５, ０００万円を計上しております。 

 再び４ページにお戻り願います。 

 続いて、１４款国庫支出金については、前年度と比較して１２．９％減の１４億

３, ９９７万８, ０００円となっております。 

 次に、１８款繰入金について、前年度と比較し１３６．６％増の２２億６７５万

５, ０００円となっております。 

ここで、１６ページをお開き願いたいと思います。 

ここでは、基金残高の推移をお示しいたしております。表の右から２番目の取崩見

込が、平成３０年度予算において計上した分でございます。 

一般会計では、財源不足等に対応するため財政調整基金を８億５, ０００万円、ゆ

たかなまちづくり基金を２億１００万円取り崩すこととしております。 

 また、減債基金について、公債費負担の軽減のため、第三セクター改革推進債及び

退職手当債の繰上償還に伴い、１０億９, ０７４万６, ０００円を繰り入れておりま

す。 

また、ふるさと人財育成基金２３１万１, ０００円については、中学生を海外に派

遣する事業等へのふるさと人財育成事業に充当することとしております。 

さらにその下、ふるさと美祢応援基金６, ２６９万８, ０００円については、寄附

者が希望する活用方法に配慮し、ふるさと美祢応援寄附金事業やジオパーク学習推進

事業等の事業に充当することとしております。 

平成３０年度当初予算編成時におけます一般会計に係る基金残高については、

（１）の表の右端の合計欄、４４億６, ６９０万４, ０００円となっております。 

 次に、隣の１７ページをごらんいただきたいと思います。 

 先ほどの基金残高のところで、訂正をさせていただきたいと思います。３０年度の

一番右下の合計欄につきましては、４４億７, ２７１万７, ０００円となっておりま
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すので訂正させていただきたいと思います。 

 続いて、１７ページをごらんいただきたいと思います。 

ここでは、市債残高の推移をお示しいたしております。 

一般会計における市債につきましては、平成３０年度においては、大型建設事業が

一段落し、繰越事業分も含め１０億１, ３８０万円を起債することとしております。 

 一方、元金の償還見込については、起債の繰上償還の実施に伴い、２７億

９, ３７７万９, ０００円としていることから、平成３０年度末の残高見込は

１６２億７, ５１４万３, ０００円となり、前年度末と比較して１７億７, ９９７万

９, ０００円の減となることを見込んでおります。 

なお、起債にあたりましては、交付税算入の大きい有利な起債を中心に行うことと

しておりますので、実質的な負担は借入額ほどはございません。 

次に、５ページへお戻り願いたいと思います。 

 上段の表、イ、一般財源比率をごらんいただけたらと思います。 

 この表の上段が一般財源に係るもの、下段が特定財源に係るものであります。平成

３０年度の一般財源の構成比は６９．５％で、財政調整基金の繰入金の増などにより

前年度と比較して増加しております。 

 その下の、ウ、自主財源比率をごらんいただきたいと思います。 

 表の上段が自主財源、下段が依存財源を示しております。 

自主財源につきましては、平成３０年度においては３７．２％となり、繰入金の増

などにより前年度と比較し増加しております。 

 続きまして、歳出について御説明いたしたいと思いますので、８ページをお開き願

いたいと思います。 

 ここでは目的別に分類したものを示しております。 

 率として最も大きく増加となっておるものは公債費で、前年度と比較して４０．

２％増の２９億２, ３２８万円となっております。 

 これは、先ほどから申し上げてますとおり、第３セクター改革推進債及び退職手当

債を繰り上げて一括償還することによるものでございます。 

 続いて、大きいのが総務費で、前年度比７．７％増の１９億３, ７７９万

２, ０００円で、証明書コンビニ交付事業の増などが主な要因となっております。あ

っ、失礼しました。ここで、訂正させていただきたいと思いますが、総務費でござい
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まして、前年度比７．７％増の１９億３, ７７９万２, ０００円で、証明書コンビニ

交付事業の増などが主な要因となっております。 

 一方、大きく減少となったものは教育費で、前年度と比較して５０．１％減の

１２億７, ５９９万円となっております。 

これは、秋芳桂花小学校整備事業及び秋芳北部総合保育園整備の減などが主な理由

でございます。 

 次に、性質別の説明をいたしますので、９ページをお開き願います。 

 まず、義務的経費につきましては、小計が８０億５, ０７３万円で、前年度と比較

して１４．２％の増となっております。人件費、扶助費につきましては、それぞれ３．

５％、３．０％の増であります。公債費については４０．２％の増となっております。 

 次に、投資的経費は、学校施設や保育園等の整備事業など、大型建設事業の減に伴

い、前年度と比較して６０．１％減の１０億２, ６３５万４, ０００円を計上してお

ります。 

 次に、その他では、まず物件費につきましては、コンビニ交付事業や小中学校タブ

レットＰＣ整備事業の増などにより、前年度比８．５％増の２５億６, ５２１万

７, ０００円を計上しております。  

 また、投資及び出資金、貸付金につきましては、公営企業に対する出資金、公債費

部分でございますが――の減少に伴い、８．７％減の３億５, ２８８万９, ０００円

を計上しております。 

 以上が、平成３０年度美祢市一般会計予算の概要説明であります。 

 私のほうからは以上です。 

○委員長（猶野智和君） 説明が終わりました。これからは、費目ごとに説明を求めま

す。 

  それでは、議会費を議題といたします。事務局より説明を求めます。綿谷議会事

務局長。 

○議会事務局長（綿谷敦朗君） それでは、予算の概要２９ページをお開き願います。 

  予算に関する説明書は１１３ページでございます。 

  １款・１項・１目の議会費におきまして、新規事業として会議録作成支援システム

導入事業１３５万５, ０００円を計上しております。 

  これは従来、本会議の会議録は外部委託、委員会の会議録は事務局でいちから作成
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しておりましたが、本システムを使用し本会議、委員会での発言を自動で文字化をし、

基本的な会議録原稿を作成したうえで、事務局で若干の校正等を行い、会議録作成業

務の効率化、迅速化を図ろうとするものでございます。 

  以上でございます。 

○委員長（猶野智和君） 説明が終わりました。それでは、質疑を行います。質疑はご

ざいませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（猶野智和君） 質疑なしと認め質疑を終わります。 

  次に、総務費を議題といたします。執行部より説明を求めます。佐々木総務課長。 

○総務課長（佐々木昭治君） それでは、予算の概要の２款総務費を御説明いたします。 

予算書は１１２ページからになります。 

総務管理業務の会計年度任用職員制度導入事業として、２１６万円を計上しており

ます。 

これは、平成３２年度から導入いたします、会計年度任用職員制度の例規整備に係

る業務委託料であります。 

続きまして、防災通信事業の全国瞬時警報システム新型受信機整備事業として 

２４５万円を計上しております。 

これは、いわゆる J－アラートの受信機を更新するものであります。 

続きまして、防犯意識啓発事業として、１４０万９, ０００円を計上しております。 

平成３０年度は、新たに防犯ベスト及び帽子を５年間で整備するため、美祢市防犯

対策協議会負担金を増額しております。 

続きまして、マイナンバー推進事業として、４９６万８, ０００円を計上しており

ます。 

平成３０年度は、特定個人情報の取扱いに関する内部監査の充実や、個人情報保護

マニュアルの改訂、職員研修等を実施することとしております。 

続きまして、右側３０ページをごらんください。 

電算管理業務の社会保障・税番号制度システム整備事業として１,９０５万

２, ０００円を計上しております。 

これは、平成２９年度と平成３０年度の２カ年で、希望者の住民票や、マイナン

バーカード等に旧姓が併記できるようにシステム改修を行うものであります。 
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続きまして、議会高度情報化推進事業として３２１万１, ０００円を計上しており

ます。 

これは、議会の高度情報化を図ることを目的として、タブレット及びソフトを導入

するものであります。 

続きまして、自治体クラウド整備・運用事業に係る、平成３０年度から平成４１年

度までの債務負担行為の限度額として、６億９,２１６万６, ０００円を設定してお

ります。 

これは、県内他市町と共同で自治体クラウドの構築に取り組むものであります。 

それでは、予算の概要の２款総務費を御説明いたします。予算書は１１２ページか

らになります。 

  総務費・１項総務管理費・１目一般管理費であります。 

右側のページをごらんください。説明欄００２一般職員人件費の退職手当でありま

す。 

当初予算では、今年度末をもって定年退職となる職員７名分の退職手当を計上して

おりましたが、そのほかに勧奨による退職者１名、自己都合等による退職者４名、計

５名分の退職手当が必要となりましたことから、４,２３６万７, ０００円を追加す

るものであります。 

○委員長（猶野智和君） 中嶋市民課長。 

○市民課長（中嶋一彦君） 続きまして、無料法律相談事業３５万円を計上しておりま

す。 

これは、市民の日常生活における法律的諸問題の解決を図るため、弁護士による無

料の法律相談を開催するもので、４月から毎月１回、年間１２回の開催を予定してお

ります。 

以上です。 

○委員長（猶野智和君） 石田市長公室長。 

○市長公室長（石田淳司君） 続きまして、２目文書広報費でございます。 

  まず、広報作成業務として５５２万円を計上しております。 

  これは、漫画広報を引き続き掲載いたしまして、読みやすく、親しみやすい広報紙

面の作成に取り組むこととしております。 

  続いて、美祢のいいこと拡散事業として、３４８万９, ０００円を計上しておりま
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す。 

  これは、企業のホームページに本市のバナーを貼り付けるなど、インターネット広

告を活用して、本市のイベントや魅力の発信を強化するものでございます。 

  以上です。 

○委員長（猶野智和君） 佐々木総務課長。 

○総務課長（佐々木昭治君） 続きまして、次のページ３１ページをごらんください。 

 ５目財産管理費でございます。 

 一番上になりますが、庁舎管理業務の地下貯蔵タンク補修事業として、 

１９４万４, ０００円を計上しております。 

 これは、暖房用設備の地下貯蔵タンクを設置して５０年が経過することから、内

面コーティングや電気防食等の補修工事を行うものであります。 

 続いて、一つ飛ばしまして、本庁舎整備事業としまして、５０７万６, ０００円

を計上しております 

 これは、平成３０年度に予定しております、本庁舎整備に係る基本計画の策定と、

ＰＰＰ手法の導入の検討に係る業務委託料等であります。 

 なお、基本計画策定並びにＰＰＰ手法の導入の検討に係る業務委託料は平成

３０年度、平成３１年度の２カ年にわたって行う予定としておりますことから、債

務負担行為として１,０８０万円を設定しております。 

 以上です。 

○委員長（猶野智和君） 東城美東総合支所長。 

○美東総合支所長（東城泰典君） 続きまして、総合支所整備事業１０万４, ０００円

を計上しております。 

  これは美東、秋芳総合支所庁舎の周辺施設との複合化及び建替等を検討するための

事前調査費を普通旅費を計上したものです。 

  以上です。 

○委員長（猶野智和君） 繁田総合政策部次長。 

○総合政策部次長（繁田 誠君） 続きまして、６企画費となります。 

  総合計画・総合戦略推進事業、第二次美祢市総合計画策定事業として、８５９万 

 ７, ０００円を計上しております。 

事業内容は、現在の第一次美祢市総合計画が平成３１年度で計画期間を終了する 
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ことから、平成３０年度、３１年度の２カ年にわたり策定作業を行うものでござ 

います。 

 平成３０年度予算といたしましては、委員報酬のほか、策定業務委託料が主な支出

となります。 

以上です。 

○委員長（猶野智和君） 石田市長公室長。 

○市長公室長（石田淳司君） 続きまして、公共施設マネジメント推進事業として、

４３６万６, ０００円を計上しております。 

  これは、公共施設マネジメントを推進するため、個別施設管理計画の策定に取り組

むこととしております。 

  以上です。 

○委員長（猶野智和君） 福田地域振興課長。 

○地域振興課長（福田泰嗣君） 続きまして、予算の概要３２ページをごらんください。 

新規事業といたしまして、地域情報化推進事業として１, １２５万３, ０００円を

計上しております。 

 これは、スマートフォンなどの、昨今の目まぐるしい情報通信技術の進展により、

市民の方を取り巻く情報取得手段にも変化が見受けられます。これら社会情勢を踏ま

え、総合的に美祢市の地域情報化のあり方について、改めて整理をする必要があると

捉え、専門アドバイザーの派遣等により、地域情報化推進計画の策定を進めるもので

あります。 

また、地域情報・緊急情報自動放送サービスコミネットの整備は、緊急情報や地域

の情報について、ＭＹＴの放送にＬ字型の画面の放送と、自動的かつ迅速に緊急情報

等を提供するシステムであり、業務委託料、備品購入費等、所要の経費を計上してお

ります。 

以上です。 

○委員長（猶野智和君） 繁田総合政策部次長。 

○総合政策部次長（繁田 誠君） 続きまして、目の１０活性化対策費でございます。 

２番目の空き家活用推進事業につきまして、６２２万７, ０００円を計上しており

ます。 

  これは、空き家等情報バンクの登録物件を増やす調査事業及びその空き家を住居と
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される場合の改修補助、所有権移転登記補助を主な支出とした所要経費となります。 

続きまして、３３ページをお開きください。 

２番目の住宅取得促進事業としまして、１, ４２８万２,０００円を計上しており

ます。 

  今年度まで、Ｍｉｎｅワクワク住マイル事業を展開しておりましたが、今年度末を

もって補助制度期間が終了することから、新たな補助制度「住んでみ～ね住まい応援

事業」を創設し、引き続きインパクトのある補助額３００万円を継続し、一方で、新

たな補助メニューといたしまして、市外社勤務の定住促進や孫ターン、新婚世帯の宅

地購入を促すメニューといたしております。 

  なお、予算計上額１, ４２８万２, ０００円につきましては、旧制度に基づくもの

が５カ年分の申請額としまして１, １６５万１, ０００円を見込み、新制度に基づく

見込額が初年度で、２６３万１, ０００円を見込むものでございます。 

  続きまして、次に、ふるさと交流大使活動事業、ふるさと交流大使記念イベント事

業といたしまして、５７９万１, ０００円を計上しております。 

  これは、本市市制１０周年を記念いたしまして、これまで実施しておりました苑場

凌氏の漫画塾に加え、久保修氏の学校等におけるワークショップ、久保修氏デザイン

によりますオリジナルフレーム切手の発行、入山アキ子氏によります音楽又は福祉事

業等を計画しております。 

  以上でございます。 

○委員長（猶野智和君） 石田市長公室長。 

○市長公室長（石田淳司君） 続きまして、テレビ公開録画開催事業として、２７万円

を計上しております。 

  これは、市制施行１０周年記念事業として、広く本市のＰＲを行うことを目的に

「出張！なんでも鑑定団ｉｎ美祢」を４月１５日日曜日に開催をいたします。 

  以上です。 

○委員長（猶野智和君） 繁田総合政策部次長。 

○総合政策部次長（繁田 誠君） 続きまして、ふるさと美祢応援寄附金事業につきま

して、１億３１７万２, ０００円を計上しております。 

これは、美祢市を応援していただく全国からの寄附金募集を行うものでございます。 

予算は、寄附金歳入額を６, ５００万円と見込み、これを基金に積み立てるほか、寄
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附金の募集、受付、発送業務等の委託料所要の経費となります。 

  また新たに、美祢市の事業を通じて、美祢市の活動を応援していただくクラウドフ

ァンディング事業、及び企業版ふるさと納税制度の事業にも取り組む予定としており

ます。 

  以上でございます。 

○委員長（猶野智和君） 福田地域振興課長。 

○地域振興課長（福田泰嗣君） 続きまして、３４ページをごらんください。 

  美祢魅力発掘隊設置事業として、１,１６７万９, ０００円を計上しております。 

本事業は、国の推進する地域おこし協力隊の美祢市版事業でございますが、平成

２８年度の美東町赤郷地域に、平成２９年度の秋芳町秋吉地域に各１名を設置してお

り、これに加え新規隊員１名を設置するものでございます。所要の経費を計上してお

ります。 

 続きまして、ページの中ほど、復帰センター共生推進事業として、１,１６４万円

を計上しております。 

美祢市まち・ひと・しごと創生総合戦略の重要施策のひとつ、共生への意識醸成を

進め、新たな雇用をつくるにより、美祢社会復帰促進センターを活用した地域活性化

を推進する中、矯正展の支援拡充やセンターを活用し、事業創出を見据えた市場調査

等の実施に基づき、基本構想の策定を進めるなど業務委託料等、所要の経費を計上し

ております。 

 続きまして、協働のまちづくり推進事業として、１３９万円を計上しております。 

これは、協働のまちづくりの更なる推進として、先進事例の紹介等による講演や意

見交換会を開催するなど、市民活動団体等の協働意識の醸成を図るとともに、活動拠

点、市民活動支援センター、これは仮称ですが、この設置に向けての議論を深めるた

め準備組織を設置するものでございます。 

また、住民自治モデル、赤郷地域の地域検証業務委託料など、所要の経費を計上し

ております。 

 続きまして、美祢駅前広場整備事業として、８０１万９, ０００円を計上しており

ます。 

これは、都市拠点整備の一環として、ＪＲ美祢駅周辺の環境整備を行うもので、市

民会館横にありますＳＬ機関車の駅前広場への移設について検証を進め、併せて、公
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共交通の乗り継ぎ利用等に配慮した整備を進めるなど、実施設計に関する業務委託料

を計上しております。 

続きまして、予算の概要３５ページになります。 

ページ中ほど、１３目公共交通対策費、地域公共交通網形成事業であります。 

当事業では、平成２８年度に策定しました美祢市地域公共交通網形成計画に基づき、

平成２９年度では再編実施計画の策定を進め、平成３０年１０月の実施に向けて、各

調整を図っているところであります。 

ミニバス運行事業につきましては、秋芳地域北部の運行拡充、新規にあんもないと

号、奥分、於福町上線を廃止し、全域をミニバス運行とするなど３,４０７万

１, ０００円を計上しております。 

また、地域公共交通協議会事業では、現在進めております、再編実施計画の認定申

請や利用促進事業等の実施について、法定協議会であります、美祢市地域公共交通協

議会への負担金を計上しております。 

以上です。 

○委員長（猶野智和君） 山本収納対策課長。 

○収納対策課長（山本幸宏君） それでは、予算の概要３６ページをお開きください。 

２項徴税費・２目賦課徴収費の中の市税収納徴収業務における、平成３０年４月か

らの新規事業でありますコンビニ収納業務といたしまして、１０４万円を計上してお

ります。 

これは、コンビニ収納業務を収納代行業者に委託いたしまして、収納代行業者の提

携コンビニ、全国１０社、２２チェーン、約６１, ０００店舗で休日、夜間でも、税

金や料金を支払えるコンビニ収納サービスを取り扱うことによりまして、住民の利便

性の向上を図り市税等の収納率、特に期限内納付率の向上を図るとともに、消込処理

や督促などの業務の効率化を図ることを目的に実施するものでございます。 

経費の内訳といたしましては、収納１件につき６０円の事務委託手数料といたしま

して７３万１, ９８０円、それから収納事務基本料として、月額１万５,０００円か

ける１２カ月の消費税で１９万４, ４００円、それから収納情報の伝送に必要なＩＳ

ＤＮ回線使用料といたしまして４万５, ７４８円、それから同じく、ＩＳＤＮ回線通

話料といたしまして１２, ９６０円、それから最後に、コンビニ収納開始前の作業等

に必要な収納事務委託初期費用といたしまして、５万円かける消費税５４, ０００円



- 54 - 

となっております。 

以上でございます。 

○委員長（猶野智和君） 中嶋市民課長。 

○市民課長（中嶋一彦君） 続きまして、３項・１目ともに戸籍住民基本台帳費、 

証明書コンビニ交付事業でございます。 

これは個人番号カード、いわゆるマイナンバーカードを利用し、コンビニエンスス

トアで、住民票の写し等の各種証明書が交付できるサービスを構築するもので、事業

費３,９１９万６, ０００を計上しております。 

本年７月からのサービス開始を予定しておりますけれども、利用できる証明書とい

たしまして住民票の写し、印鑑証明書、戸籍関係証明書、そして税務証明書の４証明

書でございます。 

なお、対象経費の２分の１は特別交付税措置の予定でございます。 

以上です。 

○委員長（猶野智和君） 佐々木選挙管理委員会事務局長。 

○選挙管理委員会事務局長（佐々木彰宣君） 続きまして、４項選挙費です。 

 平成３１年４月２９日の任期満了に伴います、山口県議会議員一般選挙の費用とし

て、６５９万７, ０００円を計上しております。 

 山口県議会議員一般選挙の費用につきましては、３０年度と３１年度の２カ年にま

たがりますが、３０年度におきましては、主に投票所入場券印刷代の印刷製本費及び

ポスター掲示場設置の委託料等を計上しております。 

 以上でございます。 

○委員長（猶野智和君） 説明が終わりました。それでは、質疑を行います。質疑はご

ざいませんか。三好委員。 

○委員（三好睦子君） 何点か、お尋ねいたします。 

まずはじめから、２９ページですけれど、２９ページの中ほどの全国瞬時警報シス

テム、Ｊアラートの新型受信整備事業についてですが、これは、国支出金はないのか

ということをお尋ねします。 

  それと６３ページにあるんですが、この消防の関係なんですけど、これとの関係は

どうなんでしょうか。お尋ねします。一問一答でいいですか。 

○委員長（猶野智和君） １件で３回できますから。 

○委員（三好睦子君） あっ、３回まで。 
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○委員長（猶野智和君） １件の議題で３回……。 

○委員（三好睦子君） これについてでしょう。 

○委員長（猶野智和君） そうです。佐々木総務課長。 

○総務課長（佐々木昭治君） 三好委員からの御質問、全国瞬時警報システム新型受信

機整備事業にかかる国からの補助金ですけれども、補助金はございませんが、国から

の通知を見ますと緊急防災減災事業債、充当率１００％、交付税措置７０％が使用で

きるということに――平成３０年度までということになってますが、それを使うよう

になっております。 

  以上です。 

○委員長（猶野智和君） 三好委員。 

○委員（三好睦子君） ありがとうございました。３０ぺージなんですが、３０ぺージ

で上のほうなんですけど、この電算管理業務なんですけど、この管理――このマイナ

ンバー等に旧姓を併記することで、女性の活躍推進を目的としてと理由付けてありま

すけど、何かこじつけのように思うんですが、これがどうして旧姓と併記で、この併

せて載せることで女性の活躍推進になるかお尋ねします。 

  それと３１ページですが、３１ページの一番下ですけれど、個人施設管理計画を策

定――取り組むとありますが、いつごろ出るのでしょうか。 

  それと、３６ページのコンビニ収納は、市民の皆さんからコンビニ収納してほしい

という御意見がありまして、これにこぎつけて本当によかったと思います。で、これ

で税金と手数料など収納しやすくなるのではないかと思います。 

それで、分割納付ということも考えられますが、納税相談に行かないと分割ができ

ないと思うんですが、気軽に納税相談に来て――まず、分割の納付書ができるかどう

かをお尋ねします。 

それと、その下なんですけれど、この証明書――コンビニで証明書を交付すること

なんですが、これって本当に危険だと思うんですが、マイナンバーカードを使ってや

るわけですけれど、これはなくしたり忘れたり、そのまま忘れてしまったり、またバ

ックに入れて、どこに入れたかわからなくなったり忘れたりする。途中で買い物とか

するときに落とすとか、いろんなことが考えられますが、これでカードを落とした人

が被害にあうという本当に危険な事ですが、これは実行されるのでしょうか。 

○委員長（猶野智和君） とりあえずここで……佐々木総務課長。 
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○総務課長（佐々木昭治君） １点目の、三好委員からのお尋ねでございます。 

  社会保障税番号制度システム整備事業、こちらのほう、旧姓併記についてマイナン

バーのことと無理やりくっつけているんではないかというような趣旨ではあったと思

うんですけど、これはこのとおりでございまして、女性の社会進出を進めて行く中で、

旧姓を維持していきたいという方がいらっしゃいます。そういう御要望に答えれるよ

うにシステムを変えていこうと、対応できるようにしていこうとするものでございま

して、そのためにかかる経費でございます。 

  以上です。 

○委員長（猶野智和君） 石田市長公室長。 

○市長公室長（石田淳司君） 三好委員の個別施設管理計画の件でお答えをいたします。 

  このことにつきましては、個別施設管理計画基本方針を２８年度に策定をしており

ます。つきましては、第一次個別施設管理計画として、平成３２年４月から第一次と

して計画をしておりますが、それまでには、当然のことながら計画を策定し、住民の

方々、それから、もちろん議会の方にもお示しをする予定としております。 

  以上です。 

○委員長（猶野智和君） 山本収納対策課長。 

○収納対策課長（山本幸宏君） コンビニ収納におきまして、分割納付が可能かどうか

という御質問だったと思いますが、それに対してのお答えといたしましては、３０年

の４月から、さっそく固定資産税の納付書を送付することとなりますけど、当初、お

送りする納付書につきましては、納期内までコンビニの店舗での納付ができます。  

それを過ぎますと、もう今まで従来どおり各金融機関の窓口、出張所、総合支所等で

の納付になろうかと思います。 

  それから、窓口において納付相談受けまして、分割納付等の相談を受けますと、そ

うすると、必然的に納期が過ぎたもの、過ぎた納付書を発行するということになりま

すが、それにつきましては、電算システム上は納付期限を別に設定をして、発行日か

ら例えば１カ月後、２カ月後等の期限を設定して、コンビニ店舗での納付っていうの

も――納付書を発行することも可能であります。 

  以上です。 

○委員長（猶野智和君） 中嶋市民課長。 

○市民課長（中嶋一彦君） 三好委員の証明書コンビニ交付事業に関する安全性につい
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ての御質問であろうかと思います。 

  まず、証明書コンビニ交付事業でございますが、安全性につきまして、ちょっと

２点から御説明させていただきたいと思います。 

  まず、通信面においての安全性でございますけれども、こちらのほうはＬＧＷＡＮ

回線、総合行政ネットワーク回線と申しまして、行政の専用のネットワークを使いま

して、暗号化の通信による情報漏えいを防止するというような安全性から行うもので

ございます。 

  それからもう一つ、個人の利用者に関するカードの置き忘れ等の、紛失に関する安

全性でございますけれども、こちらのほうは運用が始まりましたら、コンビニ事業者

に、特にコンビニ事業者に――コンビニ店に設置しております機械の所に、それから

入り口の所にも、カードの紛失についての注意書き等を依頼いたしまして、注意喚起

を行うことを中心にやっていくしかないかと思われます。 

  それで、当然事業が始まる前にいたしましても、市報等でこちらの周知を行います

――事業の周知を行いますけれども、こちらの内容につきましてもカードの紛失、置

き忘れ等のないようにお願いするような内容で記載したいと思います。 

  それからカードの紛失等で、別の方がそれを使って証明書の発行等されないだろう

かという御質問もありましたけれども、これにつきましては銀行、それから銀行の

カード、それからクレジットカード等と同じようなシステムで、御本人が暗証番号を

用いまして、これを利用するようになりますことから、そのカードを差し込めば簡単

に利用できるというものではございませんので、そちらのほう、御理解いただきたい

と思います。 

  以上です。 

○委員長（猶野智和君） 三好委員。 

○委員（三好睦子君） 今のコンビニでマイナンバー使って、コンビニで印鑑証明とか

をとるというのは本当に――本当に危ない、詐欺にあったり、いろいろと――今いろ

いろと手立てをするって言われましたが、本当に危険なことだと思います。 

  また、これは若い人が使われると思いますけれど、若い人こそ忙しくてうっかりと

いうこともあるのじゃないでしょうか。本当に危険なので、この事業は止めてほしい

なと思います。 

  それと納税の件ですが、なかなか今まででも納税、収納の市役所のカウンターが高
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くて、なかなか行きにくいということがありまして、コンビニ収納だったら今度は収

納がみやすくなって、農家の方でも作業服のままでしたら市役所に行きにくかったと

言われて、コンビニだったら夜でも行けるから、仕事が済んでからでも行けるという

ことで、本当に待っておられたので、本当にこのコンビニ収納はいいと思いますが、

これで収納率を上げるためのですから、その収納がちょっと上がらなくなったという

か、収納率が下がったというか、そういうときは、やはり何か事情があると思います

ので、気軽に相談が行けるような体制をとってほしいということと、滞納になった方

に寄り添ったっていうか、相談にのっていただけるようにお願いをいたします。して

いただけるでしょうか。お尋ねします。 

○委員長（猶野智和君） 山本収納対策課長。 

○収納対策課長（山本幸宏君） 先ほどの質問からですが、少し捕捉をさせていただき

ますと、先ほども申しましたが、基本はあくまでも納期内納付、これを基本に住民の

皆様に御理解をいただきたいと思います。 

  あとは、個別の相談に応じて、これまでと同様にコンビニ収納が始まりますからと

いって、何ら変わることはございません。 

  以上です。 

○委員長（猶野智和君） ほかにございますか。杉山委員。 

○委員（杉山武志君） 今のコンビニ収納業務について、ちょっとお尋ねしたいんです

が、先ほど御説明の中で、初期費用が５万４, ０００円、基本料が月額１万５，

０００円、収納に１件に対して６０円っていう御説明がありました。 

  で、一カ所でそれを計算しますと、１年間で一店舗で２３万４，０００円と１件に

つき６０円の手数料というふうになります。で、予算で１０４万となっておりますん

で、それから考えると、４店舗ぐらいしかできないんじゃないんかなと。 

で、市内には数社コンビニの種類がありますが、市内で利用するとすれば、何店舗

ぐらい利用できるようになるのか、お尋ねしたいと思います。 

○委員長（猶野智和君） 山本収納対策課長。 

○収納対策課長（山本幸宏君） 掲示の内訳に関してですが、先ほども説明いたしまし

たとおり１件６０円につきましては、収納対策課で取り扱う市税に関してですが、

１１，２９６件のコンビニ収納を見込みまして、それに６０円かける１１，２９６件

かける消費税で７３万１，９８０円、それと、月額基本料が別に１万５, ０００円か
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ける１２カ月の消費税で１９万４, ４００円、それからＩＳＤＮ回線の使用料といた

しまして、３，５３０円かける１２カ月の消費税で４万５, ７４８円、それから同じ

くＩＳＤＮ回線の通話料といたしまして、月額１，０００円かける１２カ月の消費税

の１万２, ９６０円、それから初期費用といたしまして５万４, ０００円、合計で

１０４万円ということになります。 

  基本料金につきましては、１件当たり６０円とは別に月額１万５, ０００円という

契約になりまして、それが年に１２回、１件６０円とは別に手数料が発生するという

ことです。で、その１件６０円の事務委託手数料と収納事務基本料につきましては、

美祢市の収納代理機関であります山口銀行に、収納資金の送金等に係る手数料として、

１件６０円と月額の基本料金を支払うこととなります。 

  続きまして、市内のコンビニの状況についてですが、現在、市内のコンビニ店舗は

セブンイレブンが２店、美祢長ヶ坪店と美東大田店、それからローソンが４店、美祢

大嶺町曽根店、美祢市役所前店、それから美祢インター店、それと美東大田店、それ

からポプラ１店、これは秋吉店、それからデイリー山崎が１店、これは美祢厚保店及

びＹショップが５店、豊田前店とひまわり、それから美祢伊佐店、それから秋芳町別

府の万代店、それと美東町の湯の口店の計１３店舗がございます。 

  このうち、セブンイレブン２店とローソン４店、ポプラ１店及びデイリー山崎１店

につきましては、コンビニ収納サービスが利用できますが、Ｙショップ５店につきま

しては、各店長に確認しましたところ、いまのところ利用はできませんという御回答

でした。 

  以上です。 

○委員長（猶野智和君） 杉山委員。 

○委員（杉山武志君） 今地域を教えていただいたんですけど、随分偏っているなとい

うイメージがありまして、市内では多いんですが、厚保ですとか美東町も中心のみで、

秋芳町もちょっと偏っているという状況で、それで満足できるのかなという思いがし

ております。 

  また、今後も収納、市民がですね、納付しやすいような方法をいろいろ考えていた

だければと思いますけれど。 

○委員長（猶野智和君） 山本収納対策課長。 

○収納対策課長（山本幸宏君） 先ほどの説明を補足いたしますと、市内の店舗は、先
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ほどの状況となっておりますけど、基本的には、日本全国どこのコンビニ店舗でも納

付が可能ということで、例えば市内から下関、宇部等に通勤されている方なんかが、

昼休みにちょっと勤務先のお近くのコンビニで、納付することは可能であろうと考え

ております。 

○委員長（猶野智和君） ほかにございますか。岩本委員。 

○委員（岩本明央君） 予算概要書の３０ページの中ほどに、無料法律相談事業という

のがあります。で、毎月１回、年１２回と大変結構な法律相談だと思いますが、最近

いろいろ集落とか、地域でもなかなか難しい問題が発生しておりますが、この相談に

行きたいけど、どのような手続きなり、お願いなり、様式なりはどうだろうかという

話もありましたが、その辺もう少し、無料相談に行く場合にどのようにしたらいいか

ってことを教えていただけますか。 

○委員長（猶野智和君） 中嶋市民課長。 

○市民課長（中嶋一彦君） ただいまの岩本委員の御質問にお答えいたします。 

  この無料法律相談でございますけれども、まず、１週間前から予約ができますので、

まず、お電話で１週間前の、原則木曜日にお電話していただきまして、順番制となっ

ておりますけれども、そこで差しさわりのない程度で、内容を簡単にお聞きいたしま

して、予約を受け付けるということを、まず行います。 

  それから、こちらのほうでそれを受け付けいたしますと、郵便で、そのお客様が何

時から相談の開始ができますよといったような内容の通知を、こちらから郵便でお出

しいたしますので、その時間に合わせて、１週間後の木曜日の――３０年度も１時半

からの開始としておりますので、１時半から１人２０分以内の相談時間ではございま

すけれども、その時間で来ていただいて、弁護士の方と相談していただくと。 

で、２０分で足らない方も当然いらっしゃいますので、２０分で足らない方に関し

ましては担当といいますか、当日の弁護士の方と御相談をされて、後日、有料にはな

りますけれども、踏み込んだ御相談ということになっております。ですので、とりあ

えず――かなり御相談の件数といいますか、お問い合わせがありますので、事前に予

約を早めにしていただくということをお願いしたいと思います。 

  以上です。 

○委員長（猶野智和君） 岩本委員。 

○委員（岩本明央君） 大体分かりました。特にペーパーとか、申込書なんかを出す必
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要はないということですね。電話でお願いを――１週間前の木曜日までに電話でお願

いをして、その時にアバウト、いろいろ相談したい内容をお話をして、後日郵便で対

応を聞いて、１時半から１人２０分くらい、それで特に難しい場合には有料になると、

ことくらいでよろしいですね。 

○委員長（猶野智和君） 中嶋市民課長。 

○市民課長（中嶋一彦君） もう１点、当日の内容といいますか、捕捉させていただき

ます。 

当日は、口頭だけではなかなか担当弁護士に伝わりにくい点もあると思いますので、

関係書類、それからもう少し分かりやすい内容を記載して、御本人さんに記載してい

ただきまして、御一緒にお持ちいただければ、より詳しい御相談が短時間でできると

思いますので、併せてよろしくお願いいたします。                                                                                                                                                                                                               

○委員長（猶野智和君） ほかにございませんか。戎屋委員。 

○委員（戎屋昭彦君） この概要書の３３ページの一番左上ですけど、結婚・新婚生活

支援事業というとこで、ちょっとお尋ねしたいと思います。 

  西岡市長も、よく言ってらっしゃいますように、市民に住んでもらいたい、住み続

けたいということで、大変こういった応援事業は、若者にとってはいいことだと思い

ます。 

  で、やはりそういった方が、美祢市にどんどん来ていただいて、住んでいただいて、

結婚して、子どもを産んでいただいて人口をふやしていくということ、必要と思いま

すけど、２８年度も予算としては６００、２９年度は６１５万、３０年度が約

３００万ということで減額になってまして、このあたりのお考えと、これ私もちょっ

と昨年も質問させてもらいましたけど、どうしてもこの予算概要書が、予算と予算と

の比較で実績見込みが載ってないんで、どのぐらいのものがあったのかということで、

そのあたりこの一昨年、昨年――いや昨年、今年ですか、予算的に６００とってるん

ですけど使用とか、３００万くらいしか使うことがないから不納になったのか、その

あたり、ちょっとお尋ねしたいと思います。 

○委員長（猶野智和君） 繁田総合政策部次長。 

○総合政策部次長（繁田 誠君） 戎屋委員の御質問にお答えをいたします。 

  ２８年度と２９年度の予算の差でございますけども、２８年度につきましては、補

助の初年度ということで、見込みで予算を計上しておりましたが、当初２０世帯を予
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定をしておりました。 

しかしながら、現在の今年度の申請見込みが約３件となっております。これに基づ

くものと、今年度若干制度改正がございまして、国の補助率等が変更になっておりま

す。 

  これらの現状に即しまして、３０年度につきましては、１０世帯を目標に補助予算

を組んでおります。 

  以上でございます。 

○委員長（猶野智和君） 戎屋委員。 

○委員（戎屋昭彦君） 状況的に２０件か、１０件ということで、減少傾向にあるんで

予算が削減ということで理解できた。やはり、このあたりの事については、もっと美

祢市に、先ほど言いましたように住み続けたい、住んでもらいたいということで、そ

ういったことが人口の定住につながっていくと思いますから、そのあたりのＰＲ方法

について、今後県外の方とか、いろんな方にも美祢市に住んでもらいたいということ

があると思うんですけど、そのあたりの発信についてはお考えはございますか。 

○委員長（猶野智和君） 繁田総合政策部次長。 

○総合政策部次長（繁田 誠君） 戎屋委員の御質問にお答えをいたします 

  前の質問に、若干捕捉をさせていただきたいんですけども、なぜ件数が少ないかと

いうことなんですが、この事業につきましては未婚者の結婚を支援するため、結婚生

活に必要な初期費用を補助する制度でございます。 

しかしながら、この制度の本質的なものというものが、経済的な要因で結婚を踏み

留まってらっしゃる方に後押しをするという制度で、所得要件というものがございま

す。 

  で、今年度につきましては、世帯所得の要件が３４０万円という要件がございまし

て、新年度につきましては、国も若干、今年度の申請が少ないということもございま

して要件緩和を行い、世帯所得３８０万円未満ということで若干緩和をしております。 

  しかしながら、この所得要件が大きな、もともとの補助の制度が経済的な部分がご

ざいますので、そのような制度となっております。 

  この制度を広く周知するということで、本市としましてもＳＮＳによりまして、移

住、定住促進のサイトを設けておりますので、そのなかで、広報等を活用しまして広

告、宣伝をしてまいりたいと考えております。 
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  以上でございます。 

○委員長（猶野智和君） ほかにございますか。岡山委員。 

○委員（岡山 隆君） それでは、予算の概要の１６ページです。 

  この平成３０年度において、基金の残高の推移が示されております。特にそのなか

で、減債基金が１０億９，０７４万６，０００円、一番大きな額はこうやって覚えて

るわけですね。それで説明のなかには、第三セクター推進債、土地開発公社はもうす

でに解散しておるわけでございますけれども、残っている金額、この第三セクター推

進債に入れたということでありまして、これはこの減債を置いとっても、いろいろ財

政改革を進める上においては、私は重要なことではないかと、このように思っており

ます。 

  それで、今回第三セクター推進債、この１０億円ぽっと入れて、今後どの程度まだ

第三セクター推進債が残っているか、もうこれで終わったのかどうか、この辺の説明

もありませんでしたので、その辺がどうやったんか。そして、ここの第三セクター推

進債は利息が高いから早く、こういったところを返却しようと、そういう財政の面か

ら対応されたということのお考えかどうか、この点についてお伺いします。 

○委員長（猶野智和君） 竹内財政課長。 

○財政課長（竹内正夫君） ただいまの岡山委員の御質問にお答えしたいと思いますが、  

公債費につきましては、また、あす以降の公債費の歳出の際にでも御説明しようと思

っておりましたけども、予算に書いてありますとおり公債費部分といたしまして、元

金として１０億１，４６６万５，０００円と、利子部分といたしまして１，７１４万

１，０００円、合わせて１０億３，１８０万６，０００円、こちらのほうを第三セク

ター改革推進債と退職手当債を一括償還、繰上償還というかたちで、３０年度予算に

計上しております。 

  この三セク債、いわゆる三セク債、退職手当債につきましては、第三セクター改革

推進債については、平成２４年度に借り入れを出しておりまして、およそ１８．６億

円の借り入れ、退職手当債につきましては、平成２１年度から２４年度まで借り入れ

をしておりまして、こちらは合計で１０億１，０００万円程度、借り入れいたしてお

ります。 

  三セク債については、償還期間が１０年となっておりまして、平成３４年度までが、

本来であれば償還期間でございましたけども、平成３０年度におきまして、その残り
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部分、全てを償還するというかたちになっておりまして、その額については８億１，

７００万円、８億１, ７８６万円ほど残りが３０年度、１年度でありますので、そ

ちらを全部一括償還いたします。 

  で、退職手当債につきましては、２億３，００２万円ほどございますので、こちら

を全て一括償還するというかたちになります。それに伴いまして、一番の効果が期待

できますのが、健全化の指標の一つであります実質公債比率でございます。こちらに

ついては、現状では２９年度で１４．６％が平成２９年度として数値が上がっており

ますが、それが平成３０年度以降については１４．１％、さらに３カ年平均で見ます

ので、平成３１年あたりでは１３％台に推移する、改善するものと見込んでおります。 

  以上でございます。 

○委員長（猶野智和君） 岡山委員。 

○委員（岡山 隆君） 結構、今具体的に説明されましたので、ある程度は理解はしま

した。それであと、この減債基金が残りが今年度１０億９，０００万円程度――

１０億９，０００万取り崩して、残りが２億６，６００万円程度ありますけど、今後

これらについて、いろいろ一般会計における市債の返却のために、かなりこれを活用

していこうと、こういう考えがあるかどうか、この点についてお願いします。 

○委員長（猶野智和君） 竹内財政課長。 

○財政課長（竹内正夫君） ただいまの岡山委員の御質問にお答えしたいと思いますが、  

とりあえず、３０年度で三セク債と退職手当債について一括償還いたしますが、この

２つを一括償還いたしますのが、起債の中でも交付税参入がない――ほとんどないと

かですね、利率につても結構高い利率で借りていたというのもございますので、とり

あえずは、平成３０年度でこの２つを繰上償還いたしますと、残りは過疎債でありま

すとか、比較的有利と言われております、本市にとって有利な起債しかほとんど残っ

ておりませんので、当面３０年度以降は繰り上げての償還を考えておりません。 

  以上でございます。 

○委員長（猶野智和君） ほかにございますか。髙木委員。 

○委員（髙木法生君） それでは、１件ほどお伺いしたいと思います。 

  予算の概要の３３ページの上から２番目と３番目でございますが、これも定住につ

ながることだろうと思いますが、住宅取得促進事業、これが前年に比べまして２割か

３割増をみておりますし、３世代の同居促進につきましても、倍増した予算となって
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おるところでございます。 

まあ住宅を取得されたと申しますか、来福台には限らないとは思いますけれども、

最近、住宅等の購入等が状況がふえているのか、ふえているということで認識してよ

ろしいのか、その点、また最近の状況等がわかればお願いしたいと思います。 

○委員長（猶野智和君） 繁田総合政策部次長。 

○総合政策部次長（繁田 誠君） ただいまの髙木委員の御質問にお答えをいたします。 

  住宅の建築等が市の事業として進んでおるかということが、１点あったかと思いま

すが、市の住宅団地の販売状況につきましては、来福台で２８年度が８件の成約がご

ざいましたものが、２９年度の状況は、現在見込みですけども、１０件の成約がある

状況でございます。 

  それと、３世代同居等につきまして、予算がふえているというふうに申されており

ますけども、これにつましては２年目ということで、３世代につきましては、３年間

の補助支払ということの２年目ということで、倍額とさせていただいております。 

  それと住宅取得促進事業につきましては、先ほど説明において説明をいたしました

けども、現在の「Ｍｉｎｅワクワク住マイル事業」と、新たな「住んでみ～ね。住ま

い応援事業」がございますが、「Ｍｉｎｅワクワク住マイル事業」につきましても、

１０年間の支払い、新たな制度につきましても１０年間の支払いということで、予算

がふえているというような状況でございます。 

  以上でございます。 

○委員長（猶野智和君） 安冨委員。 

○委員（安冨法明君） １件ほどお伺いをしますが、概要書の３１ページ総務費の住宅

管理販売事業、２９年度に比べると２００万くらいですかね、落ちて――下がってお

ります。 

  先ほど、補正予算で１２件のところが７件だったんで１８０万の減額をしたと、こ

こと同じ科目になるんだろうというふうに思うんですが、基本的に販売戸数が、これ

ぐらいな件数になるっていうこと予測されて、これになっているということなんでし

ょうか。 

○委員長（猶野智和君） 繁田総合政策部次長。 

○総合政策部次長（繁田 誠君） ただいまの安冨委員の御質問にお答えをいたします。 

  美祢市住宅団地の販売につきましては、平成２９年度から３３年度までの５カ年計
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画で事業計画というものを立てております。 

  現在におきましては、単年度１２宅地の販売を目標としまして、今年度は目標達成

には至りませんが、１０件の見込となっております。引き続き、この目標に向かって

販売促進を務めてまいるところでございます。 

  以上でございます。 

○委員長（猶野智和君） 安冨委員。 

○委員（安冨法明君） 基本的には来福台と思っていいんですよね。じゃ、ないんです

かね。 

○委員長（猶野智和君） 繁田総合政策部次長。 

○総合政策部次長（繁田 誠君） 安冨委員の御質問にお答えをいたします。 

  美祢市の住宅団地につきましては、来福台の住宅団地、旦住宅団地、りんどうの丘

というものと美東地域の長田定住団地がございます。 

以上でございます。 

○委員長（猶野智和君） 安冨委員。 

○委員（安冨法明君） そうですね、ほかにも多少残ってるところがあるというふうに

思うんですが。どうなんでしょう、執行部、主管課といいますか、担当のほうでまだ

かなりのものが残っている。特に来福台はそうだと思うんですが、これが販売を始め

てからどれくらいになるんでしょう、もう２４、２５年ぐらいになるんじゃないん。 

かって議長に相談したら、そのぐらいじゃないかと言うんですが。これ難しい問題

だと思うんですが、販売の単価ですよね、販売開始からの年数にもよりますし、固定

資産の見直し等もあると実は思います。 

  それで、そういう中で販売価格、私はある程度、見直していくような必要もあるん

じゃないかと思います。基本的には地区の――地域の資産価値って言いますか、下落

するということが当然考えられるわけですから、反対の声も出る可能性が高いという

ことは考えなくもないんですが、かなりの多くの資産を抱えて時間がかかるって言い

ますか、将来的に遊休資産になるよりは、私はそういうふうな見直しをしていく必要

があるんじゃないかっていうことを思います。 

  で、こういうことについてのお考えって言いますか、基本的な考え方というのはど

のようにお考えなんでしょうか、お聞きをいたします。 

○委員長（猶野智和君） 繁田総合政策部次長。 
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○総合政策部次長（繁田 誠君） 安冨委員の御質問にお答えをいたします。 

  現在の分譲地の中で、まだ販売がなされてないものにつきましては、委員も申され

ましたとおり固定資産の評価替え等があった際に、庁内で設置しております宅地販売

プロジェクトチームというものがございますので、その中の審議を経て検討をしてま

いりたいと考えております。 

  また、その他来福台につきまして、未分譲地というものが約１３３区画ございます。

この活用につきましても、同じくプロジェクトチーム等の検討を踏まえて、これから

の定住促進及び経済活動の活性化に資する計画を立ててまいりたいと考えております。 

以上でございます。 

○委員長（猶野智和君） 安冨委員。 

○委員（安冨法明君） 今の課長の答弁だと、私は価格の設定と言いますか、見直しを

お話したというふうに思うんですよね。そういうことも考えていかなきゃいけないん

じゃないかと、その辺の答には、どうもなってないように思うんですが。 

○委員長（猶野智和君） 篠田副市長。 

○副市長（篠田洋司君） ただいまの安冨委員の御質問にお答えしたいと思います。 

  ３年前に大幅に価格の見直しは実施したところでございますし、今後とも下落率等

を勘案しながら、絶えず見直しは行っていく予定としております。 

  以上でございます。 

○委員長（猶野智和君） ほかにございますか。それでは、ここで一旦休憩をいれます。

４０分まで休憩いたします。 

午後２時３０分休憩 

    ------------------------------------------------------------ 

    午後２時４２分再開 

○委員長（猶野智和君） それでは、休憩前に続き委員会を開きます。執行部より発言

の申し出がありましたので許可いたします。竹内財政課長。 

○財政課長（竹内正夫君） それでは、委員長のお許しをいただきましたので、発言を

させていただきたいと思います。 

  先ほどの私の予算の概要の説明の中で、目的別の教育費で減少の大きな理由といた

しまして、秋芳桂花小学校整備事業と秋芳北部総合保育園整備と申しましたが、保育

園のほうにつきましては、民生費の事業でございますので、秋芳北部総合保育園整備
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の減というところを削除させていただき、訂正させていただきたいと思います。失礼

いたしました。 

  以上です。 

○委員長（猶野智和君） ほかに質疑ございませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（猶野智和君） 質疑なしと認め、質疑を終わります。 

  次に、民生費を議題といたします。執行部より説明を求めます。内藤地域福祉課 

 長。 

○地域福祉課長（内藤賢治君） 続きまして、３款民生費に移ります。 

予算書は、１６４ページからになります。予算の概要は３６ページになります。 

１項社会福祉費・１目社会福祉総務費、地域福祉推進事業であります。 

 これは、主に社会福祉関係団体の活動等について経済的援助を行い、地域福祉活動

の推進を図るもので８, ０６２万１, ０００円を計上しております。 

特に、平成３０年度は地域福祉計画、地域福祉活動計画の平成３２年度改定に向け

てアンケート調査などを行うこととしております。 

特定財源として、県支出金４３万２, ０００円、地方債６, ８７０万円を計上して

おります。 

 次に、予算の概要３７ページでございます。生活困窮者自立支援事業であります。 

これは、生活困窮者に対し、自立支援策の強化を図るもので、委託料など

１, １７２万７, ０００円を計上しており、特定財源として、国庫支出金８５３万

２, ０００円を計上しております。 

この事業は、美祢市社会福祉協議会に生活困窮者自立支援法に基づく自立支援相談

事業、家計相談事業及び生活保護法に基づく被保護者就労支援事業を委託しており、

生活困窮者の経済的、社会的な自立に向けた相談、援助を主とした支援が基本となっ

ております。 

この制度の目指す自立には、経済的自立のみならず、孤独状態の解消などにも配慮

し、日常的生活における自立や社会生活における自立も含まれており、仕事や住まい、

家計などに係る課題が複雑化、深刻化して破たんしそうな暮らしを受け止め、自立を

助ける役割を担っております。 

また、生活困窮者は、複合的な要因でなかなか就労に結びつかないケースも多く、
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この事業において、ハローワークや事業所、関係機関などへの同行など、きめ細かな

対応を行い、また新規相談ばかりでなく、前年度からの継続相談もあり、単年度だけ

でなく、複数年にわたる継続的な支援の提供が必要で、平成３０年２月時点では５件

の就労に結びつくなど、徐々に成果が出ていると認識をしております。 

続きまして、２目障害者福祉費、自立支援医療給付費等事業であります。 

まず、１番目の自立支援医療費給付事業、これは身体に障害のある方に対する人工

透析治療、心臓手術等への助成を行う更生医療や育成医療、療養介護医療に対する医

療費の公費扶助であり、特定財源として国庫支出金１, ０７０万円、県支出金

５３５万円を計上しております。 

次に３番目、介護訓練等給付事業、これは障害のある方に対する障害福祉サービス

の給付を行うもので、主なサービスは居宅介護、短期入所、施設入所支援、就労継続

支援等を行うもので、６億５, １１９万７, ０００円を計上しております。特定財源

として国支出金３億２, ５５９万８, ０００円、県支出金１億６, ２７９万

９, ０００円を計上しております。 

以上です。 

○委員長（猶野智和君） 河村高齢福祉課長。 

○高齢福祉課長（河村充展君） 続きまして３８ページ、３目老人福祉費につきまして

御説明いたします。 

老人保護措置事業につきましては、老人福祉法に基づく養護老人ホーム等への入所

措置に係る経費として、７３０万円を計上しております。特定財源につきましては、

利用者負担金の１５４万９, ０００円を計上しておるところでございます。 

次に、一つ飛ばしまして、敬老祝金支給事業であります。 

人生の節目の年齢を迎えられた高齢者に対し、祝金を支給する事業経費として、

１, ５７４万８, ０００円を計上いたしております。 

次に、介護人材確保推進事業であります。 

１番の介護人材就職支援事業につきましては、平成３０年度からの新規事業となり

ますが、市内介護サービス事業所に新たに就職される市内在住の有資格者に対して、

奨励金を交付するものであります。 

この事業につきましては、全国的に介護人材が不足する中、市内事業所における安

定的かつ継続的な介護サービスの提供体制を整備するため、平成３０年度から平成



- 70 - 

３２年度までの３年間に、市内事業所に就職される有資格者を対象として、最高一人

５４万円の奨励金を交付するものでございます。 

なお、この事業については、各年度ごとの債務負担行為を設定する事業としており、

平成３０年度中に就職される方の奨励金につきましては、３６人分１, ９４４万円の

限度額設定を行っております。 

次に３９ページ、一番上でございますが、２番介護福祉士資格取得費補助事業であ

ります。 

この事業については、平成２９年度においては、老人福祉推進事業の中で事業実施

しておりましたが、先ほど御説明しました介護人材就職支援事業と併せて、介護人材

確保推進事業の一つとして、実施をしていくこととしております。 

この事業については、介護職員の資質向上等のため、介護福祉士等の資格取得に要

する費用の一部を助成するものであり、６６万円を計上いたしております。 

次に、配食サービス事業であります。 

この事業については、食事の確保が困難な高齢者の方へ、栄養バランスのとれた食

事の提供や安否の確認を行う事業であり、２, ０９３万９, ０００円を計上するもの

でございます。 

平成２９年度までは、介護保険事業特別会計の任意事業として実施しておりました

が、平成３０年度から、一般会計に振り替えて事業を実施することとしております。 

次に、介護保険事業特別会計繰出金であります。 

予算額は５億１, ４２０万８, ０００円で、特定財源として、国庫負担金２４５万

６, ０００円、県負担金１２２万８, ０００円を計上しております。 

以上です。 

○委員長（猶野智和君） 内藤地域福祉課長。 

○地域福祉課長（内藤賢治君） 続きまして、４目福祉医療助成事業費に移ります。 

真ん中の乳幼児医療助成事業であります。 

これは、乳幼児に係る医療費の自己負担額を助成するもので、平成２８年８月分よ

り対象年齢を３歳未満から未就学児へと拡充し、所得制限を設けることなく全額補助

により自己負担ゼロとしており、３,４５８万円を計上しております。 

特定財源として、県支出金９６７万３, ０００円、その他、これは高額療養費返還

金でありますが２９万５, ０００円を計上しております。 
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次に、こども医療助成事業であります。 

これは、現在、小学生の医療に要する経費のうち、所得制限を設け医療費の自己負

担額を助成しておりますが、新たに対象を中学生まで拡大するため、昨年より

７５７万８, ０００円を増額し、３, ００７万３, ０００円を計上しております。 

実施はシステムを改修したのち、８月診療分からの実施を予定しております 

以上です。 

○委員長（猶野智和君） 河村高齢福祉課長。 

○高齢福祉課長（河村充展君） 続きまして、１２ページの５目共楽荘費について御説

明いたします。 

共楽荘運営事業についてであります。 

これは、養護老人ホーム美祢市共楽荘の運営に係る経費であり、事務費につきまし

ては１, ９９８万６, ０００円、生活費につきましては３, ３２４万１, ０００円を

それぞれ計上しております。財源につきましては、入所に係る負担金として２８９万

４, ０００円と１, １９７万９, ０００円をそれぞれ計上しております。 

以上です。 

○委員長（猶野智和君） 中嶋市民課長。 

○市民課長（中嶋一彦君） 続きまして、６目国民年金費、国民年金業務でございます。 

これは、国民年金の届出の受付等に係る事務費で、予算額は９６万４, ０００円を

計上しております。 

以上です。 

○委員長（猶野智和君） 内藤地域福祉課長。 

○地域福祉課長（内藤賢治君） 続きまして、７目人権対策費に移ります。 

人権啓発推進事業であります。 

これは、人権に対する啓発活動に関する各種事業費等で、３２万８, ０００円を計

上しております。特定財源として、県支出金１９万６, ０００円を計上しております。 

以上です。   

○委員長（猶野智和君） 河村高齢福祉課長。 

○高齢福祉課長（河村充展君） 続きまして、８目老人福祉施設費であります。 

カルストの湯管理運営事業につきましては、高齢者福祉施設、カルストの湯の管理

運営に要する経費であり、８５０万９, ０００円を計上しております。特定財源につ
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きましては、施設の使用料等の３２２万２, ０００円を計上しております。 

続きまして、秋楽園組合運営事業であります。 

山口市との一部事務組合で運営しております、養護老人ホーム秋楽園の運営に係る

経費として６６８万５, ０００円、大規模修繕負担金として１, ７３２万

５, ０００円、併せまして２, ４０１万円を計上いたしております。 

以上です。 

○委員長（猶野智和君） 中嶋市民課長。 

○市民課長（中嶋一彦君） 続きまして、４１ページをお開きください。 

 ９目国民健康保険費、国民健康保険事業特別会計繰出金でございますが、これは一

般会計から国民健康保険事業特別会計への繰出金でございます。 

予算額は、３億１,０３７万７, ０００円を計上しており、特定財源は国庫負担金

として、保険基盤安定負担金の保険者支援分２,９６１万円、また県支出金としては、

保険基盤安定負担金及び被保険者負担軽減対策費助成金、１億１,１２１万

９, ０００円となっております。 

続きまして、その下ですが、１０目後期高齢者医療費、後期高齢者医療制度業務 

として、後期高齢者医療事業特別会計への繰出金を１億５,２１５万５, ０００円計

上しておりますが、特定財源は県負担金として、保険基盤安定負担金の保険税軽減分、 

９,８３５万５, ０００円となっております。 

  以上です。 

○委員長（猶野智和君） 内藤地域福祉課長。 

○地域福祉課長（内藤賢治君） 続きまして、２項児童福祉費・１目児童福祉総務費に

移ります。 

多子世帯等保育料軽減事業であります。 

 平成２７年度よりスタートしましたこの事業は、保育料について、所得制限を撤廃

し第２子を半額、第３子を無料とする事業であり、これに伴う市負担額は

５, ３０２万２, ０００円となります。 

次に、児童公園管理運営事業であります。 

 これは、児童公園を管理運営する事業で１７０万２, ０００円を計上しております。

平成３０年度は、主に秋芳町別府の名水児童遊園について、老朽化により撤去した遊

具を新設する工事が主体であります。 
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次に、児童クラブ運営事業であります。 

各児童クラブの運営に係る経費として、６, ８８６万４, ０００円を計上しており

ます。平成３０年度は、秋芳桂花児童クラブが開設となりますます。特定財源として、

国支出金２, １８２万７, ０００円、県支出金２２１１万円、そのほか、これは保育

料でありますが５２９万９, ０００円を計上しております。 

 続きまして、予算の概要書４２ページです。 

２目児童措置費に移ります。私立保育園保育委託事業、認定こども園補助事業であ

ります。 

これは、私立保育園への保育委託料及び認定こども園に対する運営給付金でありま

す。 

次に３目母子福祉費、児童扶養手当給付事業であります。 

 これは、親の離婚等により父又は母と生計を共にしていない児童が、育成される家

庭の生活の安定と自立を促進するため、手当を支給する事業で８, ６３７万

９, ０００円を計上しており、特定財源として、国支出金２, ８８３万９, ０００円、

県支出金６万９, ０００円を計上しております。 

次に、４目児童福祉施設費であります。 

病児保育施設整備事業であります。 

 この病児保育施設は、子どもが病気、あるいは病気回復期にあり、集団生活が困難

な時期において、保護者が昼間家庭で育児ができない場合に、一時預かりを行う施設

であります。 

これは、医師との連携が必要でありますので、美祢市立病院の御協力と御理解をい

ただき、美祢市立病院の職員駐車場の一角に病児保育施設を新設することとしており、

工事費等５, ４２６万６, ０００円を計上し、平成３１年４月の開設を予定しており

ます。これに伴う特定財源として、国支出金１, ２７３万６, ０００円、県支出金

１, ２７３万６, ０００円を計上しております。 

続きまして、予算の概要書４３ページ、３項生活保護費であります。 

１目生活保護総務費、低所得者福祉事業であります。 

これは、生活保護システム保守委託料等の経費であり、事業費が平成２９年度当初

予算減額となっていますのは、２９年度はシステム改修に係る導入経費があったため

であります。 
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 ２目扶助費は、ごらんのとおりであります。 

 次に、４項災害救助費であります。 

１目災害救助費では、災害救助者に対する援護事業経費として、見舞金の支給、災

害援護資金利子補給金を計上しております。 

特に見舞金については、これまでは見舞金として住宅全焼、全壊で一律３万円、半

焼、半壊一律で２万円としておりましたが、平成３０年度からは、世帯に占める人数

などを考慮して、３人以上の世帯で全焼、全壊５万円、半焼、半壊で３万円とする予

定であります。 

予算については、どのくらいの支出があるか今のところ不明であるため、当初予算

といたしましては、前年度と同額１５万円を計上しております。 

以上、民生費の説明を終わります。 

○委員長（猶野智和君） 説明が終わりました。それでは、質疑を行います。質疑はご

ざいませんか。山中委員。 

○委員（山中佳子君） 予算の概要３９ページ、予算書１７５ページの配食サービス事

業についてお伺いします。 

  今説明がありましたが、平成２９年度は介護保険事業特別会計よりとされており、

来年度３０年度は、一般会計より支出が予定されていますが、この組み替えの理由を

お伺いします。 

それから配食数、予定配食数とその値段についてお伺いします。 

○委員長（猶野智和君） 河村高齢福祉課長。 

○高齢福祉課長（河村充展君） ただいまの山中委員の御質問にお答えしたいと思いま

す。 

  このたび、一般会計部分と特別会計部分で一部事業を入れ替えております。配食

サービスのほかにもいくつかございまして、特別会計の中にございました家族介護用

品支給事業、また地域住民グループの支援事業が、同じように介護保険事業特別会計

のほうから一般会計に移行しており、また、一方では緊急通報体制等整備事業を、一

般会計から特別会計に移行しているとこでございます。 

このたびこの組み替えを行った理由でございますけれども、介護保険事業特別会計

の中では、地域支援事業の中での対応をしていたとこでございます。この地域支援事

業費につきましては、国の要綱で事業対象や事業内容等が定められており、また事業
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費枠、言い換えれば、国の補助上限額というものが決められております。その中で、

全ての事業を対応させていただいているとこでございます。 

  このたびの事業組替につきましては、国の要綱の見直し、また国の定める上限額の

範囲内で、どのようにすれば単市の負担分を減らすことができるのかという視点で、

全ての事業を洗い出しながら、一般会計部分と特別会計部分の事業を対象に調整を図

ったとこでございます。 

  具体的には、先ほど申しました家族介護用品支給事業でございますが、これは国の

制度の見直しに伴い、対象事業から削除されるというものでございます。 

  また、地域住民グループ支援事業については、事業内容が毎週活動することが求め

られているということもございまして、現状のサロン活動において、毎週活動してい

るグループが限られておりますことから、一部のグループを除き、ほとんどのものを

一般会計の中で支援するということとしたということです。 

  また、配食サービス事業につきましては――済みません。配食サービスの説明をす

る前に、もう少し詳しく説明させていただければ、加えまして、従来から地域包括支

援センターの人件費について、他市比較において、一般会計からの繰出金の依存度が

極めて高かったという事情がございます。 

  他市の聞き取りや事業費の要件確認等を行ったところ、地域包括支援センターの業

務の一環である、居宅介護支援事業所としての役割部分以外のところにつきましては、

全て国県負担の対象事業とできるということが確認ができました。それが大きな組み

直しの要因となりまして、配食サービス事業と緊急通報体制等整備事業を入れ替える

かたちにはなりました。 

  この、緊急通報体制等整備事業につきましては、従来は一般会計で対応させてもら

っておりましたが、それは旧方式である転送方式、新方式であるセンター方式という

２つの方式がございまして、その旧方式の転送方式については、国の事業としては認

められていなかったというものでございます。 

  新方式であるセンター方式のみが、国の事業として認められるものでございまして、

平成２９年度中に全てのものをセンター方式に移行できたことから、緊急通報体制等

整備事業についても、特別会計の中に移し替えることが可能となりました。 

  一方で、配食サービス事業については、利用者負担金とは別に、市費で利用者負担

を軽減しているというところもございまして、対象事業費の算出が極めて複雑化して
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いるということから、緊急通報体制整備事業と配食サービス事業を大きく入れ替えさ

せていただいて、事業を実施させていただくということで調整をさせていただいてお

ります。 

  なお、いろいろ申しましたが、これら見直しに係る効果といたしまして、当初予算

ベースで約２８０万円の一般会計負担を軽減することができましたことを、最後に申

し添えさせていただければと思います。 

  それと併せまして、配食サービス事業の状況でございますが、平成２７年度が

１３８人に対しまして１８，４５５食、平成２８年度が１３２人に対しまして１８，

０２６食というかたちで事業を実施させていただいております。 

平成３０年度についても、同規模を予定しているところでございまして、現状とし

ては配食サービス事業者の一部の事業者さんのほうから、事業展開が難しいというこ

ともございまして、事業撤退という現状がございます。 

しかしながら、今現在、新たな事業者を募集するにあたりまして、要綱等の緩和等

を図りながら、事業実施に向けて調整を行っている最中でございます。 

  以上でございます。 

○委員長（猶野智和君） ほかにございますか。竹岡委員。 

○委員（竹岡昌治君） 概要書の３９ページ、介護人材の確保推進事業についてお尋ね

をしたいと思うんですが、国が法改正をしまして、確かに全国的に介護に携わる人材

不足ということで、行政が何らかの支援はすべきじゃないかという方向付けは理解し

ております。そして、現状からして美祢市がいち早く、こういう事業を取り込まれる

ことについては、非常にいいことだなと思っております。 

  ただ、ちょっとお聞きしたいのは、介護人材の就職支援ということで、この範囲と

言いますか、介護人の範囲がどの程度なのか、看護師も入るのか、あるいはヘルパー

とか補助員まで入るのか、そうした範囲で言いますか、介護人という定義、それから

国が法改正をして、こういうふうに進めようとしておりますので、国の財源措置はど

うなっているのかと、２点についてお尋ねをしたいと思います。 

○委員長（猶野智和君） 河村高齢福祉課長。 

○高齢福祉課長（河村充展君） ただいまの竹岡委員の御質問にお答えしたいと思いま

す。 

  有資格者の範囲ということでお答えさせていただきます。市内介護サービス事業所
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に、新たに就職される有資格者としておりまして、範囲につきましては看護師、準看

護師、保健師、理学療法士、作業療法士、社会福祉士、介護福祉士、介護支援専門員、

実務者研修修了者、介護職員初任者研修修了者、先ほど言われましたヘルパー２級等、

そういったものも含めて、介護の現場の中で取得が見込まれる専門職の方、全てを対

象としたいと考えております。 

  併せまして、国の財源、措置というところであろうかと思いますが、それについて

は特別、財源が確保されているものがございませんので、全て単独市費において対応

することとなります。 

  以上です。 

○委員長（猶野智和君） ほかにございますか。岡山委員。 

○委員（岡山 隆君） 同じ項目で介護人材確保推進事業、その１番として介護人材就

職支援事業があります。これについては、こう書いてある。市内介護サービス事業所

に、新たに就職した市内在住の有資格者に対し、１年ごと最大３年間報奨金を支給と

あります。 

２０２５年問題、よく言われます。それに対応するため３８万人の介護人材が足り

ないということで、もう今政府も、本格的に国レベルで対応はされておると思います。

それで、その一環でもあると思っています。それで１年働いたら１２万円、２年

１８万、３年２４万円ということで、こういう報奨金があります。 

  これに関しまして、確実にそこの施設で働く従業員に来た場合には、こういうかた

ちできちっと宛てがわれて、これが働く一人ひとりにどの程度支給されるか、それは、

あくまでも施設側の忖度じゃないですけども、裁量でそれが支給されるのかどうか、

この辺についてはどのようになっておるのか、ちょっと、その辺わかれば教えてもら

いたい。 

○委員長（猶野智和君） 河村高齢福祉課長。 

○高齢福祉課長（河村充展君） ただいまの岡山委員の御質問にお答えしたいと思いま

すが、先ほど申されました１年経過後１２万円、２年経過時が１８万円、３年経過時

２４万円、それぞれ足しまして最高５４万円となっている。このお金の行方が、個人

かどうかということで答えさせてもらってよろしいですか。 

  この奨励金につきましては、個人の方の申請に基づいて、施設側の証明等をいただ

きながら、きちんと在籍しているのかということを確認させていただいた上で、就職
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されました御本人さんの口座のほうにお振込みをするというかたちをとります。 

  したがいまして、施設を介してということはございません。全て御本人さんのほう

にお渡しするというものでございます。 

  以上です。 

○委員長（猶野智和君） 岡山委員。 

○委員（岡山 隆君） よくわかりました。 

それで、こういった報奨金があればこの美祢市、介護人材が不足している中にあって、

何らかのひとつの力添えにはなるんではないかと、このように思っております。 

  そういったものが確実に、その方にきちっと今振り込まれるとなると、非常にいい

んですけど、それが施設の、なかなかほかの人も大変やからといって、裁量で働き方、

ちゃんとよう頑張って働く方もおられるし、そうでもないという方もありますよね、

そういったところの判断っていうのは、裁量は、やっぱり施設側の判断でされるとい

うことはないですね。これ、確実にそう入りますね。そこのちょっと確認、最後。 

○委員長（猶野智和君） 河村高齢福祉課長。 

○高齢福祉課長（河村充展君） ただいまの御質問でございますが、手続き上としまし

ては、御本人さんからの申請を受け付けて、行政側としましては、施設側の証明書で

１年間きちんと働かれましたということの証明をもって、１年目の分をお支払いをす

る。 

  また、同じように２年目もきちんと働かれてますということでの証明をいただいて、

御本人さんのほうに振り込みをするというかたちを、３年間繰り返していくというよ

うなものになろうかと思います。 

  以上です。 

○委員長（猶野智和君） ほかにございますか。三好委員。 

○委員（三好睦子君） お尋ねいたします。４１ページなんですが、４１ページの中ほ

どの多子世帯等保育料軽減の件ですが、この軽減策は公立、私立と同じように受けら

れるのでしょうか。 

  それと、調べたところによりますと、認定こども園には就園奨励補助制度があるら

しいのですが、これもこの中に含まれているのでしょうか。お尋ねします。 

  それと４２ページなんですが、私立の保育園のところで、財源内訳のところです。

その他のところがあるんですが２，５００万ですか、これは何かということと、その



- 79 - 

下の認定こども園を見ますと、その他のところには空白ですが、こういったことにつ

いて、どのような振り分けがあるのかお尋ねいたします。 

  それと４３ページなんですが、一番上なんですけど、低所得者福祉事業の中で、こ

れはレセプトクラウドサービスを活用してとあるんですけど、これもマイナンバーを

使わないとやれない事業だと思うんですが、このマイナンバーによって活用し、その

生活保護医療の適正管理を行いますとありますけど、生活保護の医療適正管理と言い

ましても、生活保護の方は心の病の方が多いんですが、適正管理はどのようにされる

のでしょうか。 

  以上、お尋ねいたします。 

○委員長（猶野智和君） 内藤地域福祉課長。 

○地域福祉課長（内藤賢治君） 三好委員の御質問にお答えいたします。 

  まず、多子世帯保育料軽減事業につきましては、私立も公立も同じように軽減をし

ております。これは、市の歳入分をとらないというか、その免除と言いますか、そう

いったかたちで無料にしております。 

○委員（三好睦子君） 私、風邪をひいて中耳炎になったんで、済みません。マイクを

よくのせて下さい、声を……。済みません。 

○地域福祉課長（内藤賢治君） まず、多子世帯と保育料軽減事業でございますが、こ

れにつきましては、公立も私立も同じように軽減をしております。 

  それから、奨励補助金につきましては、この軽減事業とは、また別物でありまして、

これは保育料の軽減ということで、これについては入ってはおりません。 

  それから、児童措置費の財源内訳でございますが……。 

○委員長（猶野智和君） マイクを近づけてください。 

○地域福祉課長（内藤賢治君） これにつきましては、利用者の負担金になろうかと思

います。それからこれについては、ちょっとお時間いただきたいと思います。 

  それから、低所得者福祉事業でありますが、これについての生活保護の適正管理と

いいますか、これにつきましては生活保護の家庭を訪問等して、指導等を行っている

状況でございます。 

  以上です。 

○委員長（猶野智和君） まだ、レセプトクラウドサービス……。 

○地域福祉課長（内藤賢治君） このマイナンバーにつきましては、ちょっとお時間を
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いただいて、のちほど回答させていただきます。 

○委員長（猶野智和君） 三好委員。 

○委員（三好睦子君） ちょっと、済みません。あまり聞こえなかったんですけど、そ

の他の件については、利用者負担だと聞こえたんですが、それであればですね、認定

こども園には利用者負担が無いのかということになりますが、どのように理解すれば

いいのか。 

  それと、ちょっとよく聞こえなかったんですが、就園奨励補助金制度については、

お答えがありましたでしょうか。あった。ちょっと詳しくお願いいたします。 

○委員長（猶野智和君） それでは、３０分まで休憩いたします。 

午後３時２０分休憩 

    ------------------------------------------------------------ 

    午後３時３１分再開 

○委員長（猶野智和君） 休憩前に続き会議を開きます。内藤地域福祉課長。 

○地域福祉課長（内藤賢治君） 三好委員の先ほどの御質問ですが、私立、県の委託事

業のその他につきましては、先ほど申し上げましたとおり利用料、保育料でございま

す。認定こども園補助事業につきましては、直接、園のほうに入りますので、市のほ

うには入らないということでございます。 

  それから、低所得者福祉事業のレセプトクラウドサービスにつきましては、病院か

らのレセプトに関するものでありまして、これにつきましては、マイナンバーとは関

係ございません。 

  また、就園奨励金につきましては、教育委員会の所管でございますので、こちらの

ほうには特に関係――地域福祉課としては所管ではございませんので、ということで

ございます。 

○委員長（猶野智和君） よろしいですか。ほかにございますか。秋枝委員。 

○委員（秋枝秀稔君） お尋ねいたします。３８ページの老人クラブ育成事業というこ

とで、今年、補助額がわずかではありますが２２万８，０００円ふえておりまして、

昨年は１万９，０００円ばかりふえておったが、今年は２２万８，０００円というこ

とで、これは会員がふえられたかどうか、その辺の事情、もしわかれば教えていただ

きたいと思います。 

○委員長（猶野智和君） 河村高齢福祉課長。 
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○高齢福祉課長（河村充展君） ただいまの秋枝委員の御質問にお答えします。 

  ３０年度予算編成にあたりまして、会員クラブの数は３４から３５ということと、

併せまして、連合会の会員さんにつきましては、実績ベースでいくと１，２１３人か

ら、予定で１，３００人を見込んでいるということでございます。 

  以上です。 

○委員長（猶野智和君） 秋枝委員。 

○委員（秋枝秀稔君） 老人クラブの活動が拡大するっていうのは、大変いいことだと

いうふうに思っております。やはり介護予防とか、地域のコミュニティとか、いろん

な面でいいことが――いいことずくめというふうに思っておりまして、また補助金政

策とか何とかですね、この会員数を増加するとか、そういう対策もですね、まあこれ

は意見ですが、そういうかたちもとれるんじゃないかと思いますので、ひとつよろし

くということでございます。 

  以上です。別に答えはいりません。 

○委員長（猶野智和君） 河村高齢福祉課長。 

○高齢福祉課長（河村充展君） 済みません。先ほどの説明に付け加えさせていただけ

ればと思います。 

  老人クラブ育成事業とは別に、老人クラブの健康づくり事業というのが、これまで

ございました。このたび予算編成にあたりまして、老人クラブ育成事業と併せまして、

この健康づくり事業も対応させていただくということで、大きくはそこの部分が大き

いと思います。 

  以上です。 

○委員長（猶野智和君） ほかにございますか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（猶野智和君） 質疑なしと認め、質疑を終わります。 

次に、衛生費を議題といたします。執行部より説明を求めます。斉藤健康増進課

長。 

○健康増進課長（斉藤正憲君） それでは、４款衛生費の説明をいたします。 

引き続き、予算の概要４３ページをごらんください。 

１項保健衛生費・１目保健衛生総務費、地域医療推進事業でございます。 

これは、本市の救急医療の充実を図るため、地域医療連携システムについて、調査
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研究を実施するため１０８万４, ０００円を計上しています。 

次に、看護師等奨学金貸付事業でございます。 

これは、市内医療機関の看護師、准看護師を確保するための奨学金貸付事業で、継

続４名、新規としまして看護師３名分、准看護師３名分を見込み５２８万円を計上し

ています。 

４４ページをごらんください。 

２目予防費、予防接種事業でございます。 

この事業の主なものは、予防接種法に基づく予防接種で、日本脳炎、高齢者のイン

フルエンザ、ＢＣＧ等接種を法が規定する対象年齢者に個別接種する事業で、

７, ９９５万９, ０００円を計上しております。特定財源として、予防接種事故健康

被害補償負担金２９２万５, ０００円、高齢者インフルエンザ予防接種及び成人用肺

炎球菌予防接種個人負担金１, ２６１万２, ０００円を見込んでおります。 

 がん検診事業でございます。 

 これは、がん予防の一環として、個別検診・集団検診の２つの方法により胃がん検

診、肺がん検診、大腸がん検診、腹部超音波検診、乳がん検診、子宮がん検診、前立

腺がん検診等を実施する予定としており、事業費４, ７０６万９, ０００円を見込ん

でおります。この事業に関わる特定財源として、検診時の個人負担金４５７万

９, ０００円を計上しています。 

次に４５ページをごらんください。 

 ３目母子衛生費、不妊治療費助成事業でございます。 

これは、医療保険適用治療である一般不妊治療費助成のほか、医療保険適用外の体

外受精や顕微授精治療費の一部を助成し、治療費の負担を軽減するため、３２４万円

を計上しております。特定財源として、一般不妊治療費助成などの県支出金として、

２７万６, ０００円を計上しています。 

以上です。 

○委員長（猶野智和君） 古屋生活環境課長。 

○生活環境課長（古屋敦子君） 続きまして、同じく保健衛生費・５目斎場費、斎場管

理運営事業であります。 

１の美祢斎場運営事業につきましては、斎場ゆうすげ苑は、指定管理者による管理

運営を行っており、指定管理料等で２, ０７２万９, ０００円を計上しております。 
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２の船窪山斎場運営事業につきましては、平成３０年度において、待合棟改修事業

１, １７８万４, ０００円を計上しており、現在２室ある待合室を一部屋に改修し、

湯沸室や多目的トイレを設置するほか、男女トイレの改修工事などを行うこととして

おります。 

工事の実施期間は、９月から１１月までを予定しており、その間、船窪山斎場は休

業することとなります。市民の皆様には、大変御迷惑をおかけすることとなりますが、

詳細が決定次第、あらためて周知を図りたいと考えております。 

次のページ中段になりますが、２項清掃費・１目清掃総務費、合併浄化槽設置整備

事業であります。 

これは、補正予算の際にも説明をいたしましたが、平成３０年度から５年間の循環

型社会形成推進地域計画に基づき事業を行うものであり、年間の浄化槽設置件数を前

の５年間の実績により、年間４０件と見込んでおります。前の５年間の計画では、年

間の設置数６０件と計画していたところでございまして、今年度と比べ８３５万

９, ０００円減額となる１, ４９４万５, ０００円を計上しております。 

なお、この事業の財源として、国の循環型社会形成推進交付金４９７万

３, ０００円を見込んでおります。 

続いて、ページをめくっていただきまして４７ページ、一番上になります。 

同じく清掃費・３目し尿処理費、衛生センター管理運営事業であります。 

この事業は、美祢市衛生センターにおける尿及び浄化槽汚泥の処理に係る費用であ

り、１億３,５１３万円を計上しております。 

このうち、衛生センター施設整備基本計画策定業務として５９４万円、放流水処理

設備更新工事として６, ９８７万６, ０００円を計上しております。 

美祢市衛生センターは、昭和６３年に供用開始し約３０年が経過しております。処

理設備や機器の計画的なメンテナンスを行っておりますが、全体的に老朽化が進んで

いる状況となっております。このため平成３０年度において、今後の施設の更新を含

め施設整備基本計画を策定し、今後の方向性を定めたいと考えております。 

また、衛生センターからの放流水は、水質汚濁防止法等により排水基準が定められ

ており、現在もこの基準に従い放流水の処理を行っております。しかしながら、一部

の設備において老朽化が著しいことから、施設更新までの間、定められた排水基準を

遵守するため必要な設備の更新工事を行うこととしております。 
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以上です。 

○委員長（猶野智和君） 斉藤健康増進課長。 

○健康増進課長（斉藤正憲君） 続きまして、同じく４７ページ、第４項病院費・第

１目病院事業費、病院等事業会計繰出事業でございます。 

昨年の当初予算に比べて、３, ６０１万円の追加となっておりますが、これは主に

介護老人保健施設の企業債元金利子償還分で、８億９, ０２０万８, ０００円計上し

ております。 

以上で衛生費を終わります。 

○委員長（猶野智和君） 説明が終わりました。それでは、質疑を行います。質疑はご

ざいませんか。三好委員。 

○委員（三好睦子君） お尋ねいたします。ページの４３なんですが、一番下の看護師

等奨学金貸付事業ですが、これは准看の方がこれを受けられて、その准看の方が正看

を目指すときは、再度貸付が受けられるのでしょうか、どうでしょうか。お尋ねいた

します。 

○委員長（猶野智和君） 斉藤健康増進課長。 

○健康増進課長（斉藤正憲君） ただいまの三好委員さんの御質問にお答えいたします。 

  准看護師の奨学金貸付事業を受けられたのちに、看護師の奨学金貸付事業を受けら

れることは可能でございます。 

  以上です。 

○委員長（猶野智和君） 三好委員。 

○委員（三好睦子君） わかりました。 

それと４７ページなんですが、一番下に就職祝金――就職祝金給付事業とあります。

これは、先ほどの……。（「まだ、いってないやろう。」と発言する者あり） 

○委員長（猶野智和君） 労働費です。 

○委員（三好睦子君） 済みません。 

○委員長（猶野智和君） ほかにございませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（猶野智和君） 質疑なしと認め、質疑を終わります。 

それでは、４時まで休憩いたします。執行部の入れ替えがあります。 

午後３時４４分休憩 
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    ------------------------------------------------------------ 

    午後４時００分再開 

○委員長（猶野智和君） 休憩前に続き会議を開きます。 

  続いて、労働費を議題といたします。執行部より説明を求めます。白井観光商工

部次長。 

○観光商工部次長（白井栄次君） それでは、労働費について御説明を申し上げます。

恐れ入ります、予算の概要の４７ページをお開き願いたいと思います。 

 まず、このページの１番下、第１項労働諸費におきましては、前年度と比較して

１４４万６, ０００減の総額９６１万１, ０００円を計上いたしてございます。 

 主な事業につきましては、ここに記載のとおりでございますけれども、まず、雇用

対策事業の就職祝金給付事業につきましては、若者の市内定住を促すとともに、市内

事業所の安定と活性化を目的に、昨年度より若干運用方法を変更いたしておりまして、

前年度と比較して３２万円の増でございます。 

次の、恐れ入りますが、４８ページの１番上をごらんいただけたらと思います。、

こちら人財・企業育成活性化事業として、前年度と比較して４万７, ０００円増の

４９５万円を計上いたしてございます。 

この事業は、サンワーク美祢内に就職相談室を設置して、業務委託で就職相談事業

や人財育成講座開設事業、また合同就職面接会の実施等により、雇用の創出や人材育

成に努めているものでございます。 

この中で、合同就職面接会につきましては、平成２８年１２月から宇部公共職業安

定所並びに美祢市就職相談室の協力を得て、サンワーク美祢におきまして開催してお

るところでございまして、１年間で２７の事業所、９４名の求職者の御参加をいただ

きましてフルタイム、パートを合わせまして、延べで１１名が採用されているところ

でございます。 

さらに、本年から宇部公共職業安定所が公表いたしてございます、就業地が美祢市

内の求人情報を美祢市のホームページ上にフルタイム、パートごとに、それぞれ掲載

をしておるところでございますので、今後御利用いただけたらと思います。 

労働費につきましては、以上でございます。 

○委員長（猶野智和君） 説明が終わりました。それでは、質疑を行います。質疑はご

ざいませんか。三好委員。 
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○委員（三好睦子君） お尋ねします。４７ページの就職祝金の事業なんですが、これ

は先ほどありました、３８ページの介護人材就職支援事業とダブって支給できるのか

どうか、お尋ねいたします。給付ができるのかどうか、お尋ねいたします。 

○委員長（猶野智和君） 白井商工観光部次長。 

○観光商工部次長（白井栄次君） こちらの就職祝金につきましては、新規の新たに就

職につかれた方ということでございます。その条件に適合すれば、重複ということも

あろうかと思いますけれども、こちらでは拒む理由は無いものというふうに考えてお

ります。 

○委員長（猶野智和君） よろしいですか。ほかにございますか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（猶野智和君） 質疑なしと認め、質疑を終わります。 

  次に、農林費を議題といたします。執行部より説明を求めます。安永農業委員会

事務局長。 

○農業委員会事務局長（安永一男君） それでは、農林費につきまして御説明申し上げ

ます。 

予算書は、２３４ページから２５７ページになります。概要につきましては、

４９ページの上段となります。 

６款農林費・１項農業費・１目農業委員会費でございます。 

３０年度予算額は、５, ５４０万３, ０００円でございます。農業委員会運営事業

の中の報償金に、１３３万５, ０００円を計上しております。 

これは、農地流動化推進事業におきまして、農業委員と農地利用最適化推進委員が

推進委員となり、農地の貸し手、借り手の仲介を行っておりますが、農地を集積する

ことによりましての農地経営の安定化を図るとともに、耕作放棄地の発生を防止する

ための費用でございます。 

以上です。 

○委員長（猶野智和君） 市村農林課長。 

○農林課長（市村祥二君） 続きまして、農業振興費以降の予算の説明をいたします。 

  予算の概要は４９ページの中段からになります。 

  農業振興団体支援育成事業の農業管理センター運営事業として、１，０５０万円

を計上しております。 
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これは、ＪＡ山口美祢に農業の総合窓口としての農業管理センターを設置しておりま

すが、この運営に対する補助金です。また、当センターに新規就農者相談窓口設置の

支援を行い、新規就農者の掘り起こしを図ることとしております。 

次に、「はじめてみ～ね野菜チャレンジ事業」として、１２０万円を計上しており 

ます。 

これは、契約栽培を推進し、作付け拡大を図るため、作物を新たに導入する初期投

資の軽減を図るための事業です。この事業は、契約栽培をされた面積に対し、１年目

には反当たり３万円、２年目には２万円、３年目には１万円を補助するものです。 

続きまして、予算の概要５０ページです。 

次に、新規就農者支援対策事業です。 

この３つの事業は特に重要と考えており、積極的に推進してまいります。 

１番、農業次世代人材投資事業といたしまして、新規就農する青年に対する給付金

として、９１０万円を計上しております。財源といたしまして、国１００％補助の県

支出金を予定しております。 

次に２番、はじめてみ～ね農業応援事業といたしまして、５１５万円を計上してお 

ります。 

この事業は、山口県立農業大学校の学費等の補助を行い市内での就農を促進し、就 

農時の初期投資の軽減を図り、新規就農者の定住を促進するための事業です。この事

業は、農業管理センターと連携して推進してまいりたいと考えております。 

次に３番、新規就農者定着促進事業につきましては、６９０万５, ０００円を計上

しております。 

この事業は、国の農の雇用事業終了後に１年目９０万円、２年目６０万円、３年目

３０万円を、新規就農者を雇い入れている事業者に支援するものです。財源といたし

まして、２分の１補助の県支出金を予定しております。 

次に、農地中間管理事業として、２, ２２５万２, ０００円を計上しております。

この事業は、農地中間管理機構を介して、農地の集積・集約化を促進し、効率的かつ

安定的な生産構造を目指すための事業です。 

主な予算の内訳は、機構集積協力金の２, ０００万円です。財源といたしまして、

全額に定額補助の県支出金２, ０００万円、及びその他の財源で県委託金等の

２０６万３, ０００円を予定しております。 
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続きまして、予算の概要の５１ページをお開き下さい。 

新規就農者受入体制整備事業につきまして、１, １３１万５, ０００円を計上して

おります。 

この事業は、集落営農法人等が新規就業者を雇用等した場合に、必要な機械・施設

等の整備を支援する事業です。３０年度の事業といたしまして、２法人において、普

通型コンバインの購入とパイプハウスの整備に対する事業費の２分の１を補助するも

のです。財源といたしまして、事業費の３分の１が県の支出金を見込んでおります。 

 次に、産地競争力強化対策事業につきまして、２６１万４, ０００円を計上してお

ります。 

この事業は、園芸品目や畜産物等のブランド化に必要な機械・施設の整備を支援す

るものです。１法人において、パイプハウスの整備に対する事業費の２分の１を補助

するものです。財源といたしまして、事業費の３分の１補助の県支出金を予定してお

ります。 

続きまして、４目農地費、単独土地改良事業において、９２４万５, ０００円を

計上しております。受益者が行う土地改良事業に関して、５０％の補助を行う事業

です。数多くの農家の要望に応えるための予算を増額しております。 

次に、多面的機能支払事業として １億３, ８１２万２, ０００円を計上しており

ます。 

３０年度においては２９地区、約 1,６０３ヘクタールでの活動を予定しておりま

す。財源としまして、国２分の１、県４分の１補助の県支出金、１億３７９万円を予

定しております。 

 続きまして、５目畜産費、畜産振興推進事業に３５７万２, ０００円を計上して

おります。 

 これは、畜産振興を図るための経費で、主に山口美祢農業協同組合畜産部会に対す

る補助金２３１万円を予定しております。 

 続きまして、２項林業費です。 

 予算の概要の５３ページをお開きください。 

 １目林業総務費、秋吉台山焼き事業として、９６１万６, ０００円を計上してお

ります。 

 これは、秋吉台の山焼きにかかる経費です。 
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財源でありました県からの補助金が制度の見直しにより、３０年度より交付先が美

祢市から秋吉台山焼き対策協議会へ変更されたことから、市も同様に秋吉台山焼き対

策協議会への補助金に変更しております。 

なお、県からの秋吉台山焼き対策協議会への補助金は、１４４万円を予定しており

ます。 

続きまして、２目林業振興費です。 

 美しい山づくり事業として、１, １２２万８, ０００円を計上しております。 

 これは、竹林の維持管理や間伐・作業道の開設を行い、安定的な竹林資源の供給

体制を確立するための事業です。 

有害鳥獣進入防止柵の外周を整備し、緩衝対帯を設ける県補助の地域が育む豊か

な森林づくり推進事業を行うこととしております。財源といたしまして、県支出金 

５６０万円を予定しております。 

次に、林業担い手育成対策事業として、１００万円を計上しております。 

 これは、林業資源の継続的な活用を推進するために、林業の担い手を育成する事

業で、就業後３年までの林業者に対し家賃補助、資格取得に係る経費の補助、林業

用機械等の購入に係る経費の補助を行う事業であり、３０年度から新規に創設した

事業であります。 

 続きまして、３目森林整備費です。 

 流域公益保全林整備事業として、４,３０１万２, ０００円を計上しております。 

 これは、美祢市有林に関して、適切な保育施業を行い、自然環境の保全の推進を

図る事業であります。財源としまして、県支出金３,０２２万２, ０００円とその他

の財源といたしまして、搬出間伐による収入４３８万１, ０００円を見込んでおり

ます。 

 続きまして、治山事業費、予算の概要の５４ページになります。５目治山事業費

として、１, １８９万７, ０００円を計上しております。 

 主に、小規模治山整備事業として、民有林地の山地崩壊の復旧及び予防のため、

２カ所の小規模治山工事等に１, ０３９万７, ０００円と、小規模治山事業補助事業

として、個人の治山事業に対する補助金１５０万円を計上しております。財源としま

して、２分の１補助の県支出金５１３万８, ０００円、及びその他といたしまして、

受益者分担金３３９万１, ０００円を予定しております。 
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 続きまして、６目有害鳥獣対策事業費です。 

 有害鳥獣捕獲奨励事業として、1, ４９４万１, ０００円を計上しております。 

 有害鳥獣捕獲奨励金の補助、狩猟免許取得に対する支援、小規模な防護柵等に対す

る補助を予定しております。 

 なお、防護柵等設置助成事業補助金につきましては、要望が多いことから、対前年

比１８０％増の２３０万円を計上しております。 

 また、有害鳥獣捕獲奨励事業補助金において、狩猟者の捕獲意欲の向上を図るた

め、捕獲奨励金の単価を近隣自治体最上位に合わせることとし、狩猟期外のシカ捕獲

奨励金を１頭６, ０００円から１万円へ、狩猟期外のイノシシの捕獲奨励金を１頭

３, ６００円から６, ０００円へ単価改正するとともに、ヌートリア、ハクビシン、

アナグマにおいて、１頭２, ５００円の捕獲奨励金を新規に創設しております。 

 次に、予算の概要５５ページをお開きください。 

 次に、有害鳥獣被害防止対策事業として、２, ５４４万６, ０００円を計上して

おります。 

サル用大型囲いわな１基の設置、鳥獣進入防止柵事業、国の鳥獣被害防止総合対策

交付金に係る４月から１０月末までの有害鳥獣捕獲許可に基づき、捕獲された鳥獣の

捕獲奨励金を予定しております。財源といたしまして、全額国補助の県支出金を予定

しております。 

 以上で、６款農業費の説明を終わります。 

○委員長（猶野智和君） 説明が終わりました。それでは、質疑を行います。質疑はご

ざいませんか。安冨委員。 

○委員（安冨法明君） 済みません。ちょっと探さないとわかりませんが、秋吉台の山

焼き対策費で、県の補助が実質的には少し減額をされて、そのうえ山焼き対策協議会

のほうに支給をされるということになっておるという説明でした。 

  それでですね、この意図、県が考えていることっていうのが、よくわからないんで

すが、その辺のことをどういうふうに、市としては掴んでおられるんでしょうか。 

  その辺のところを、答弁をいただきたいというふうに思います。 

○委員長（猶野智和君） 市村農林課長。 

○農林課長（市村祥二君） ただいまの安冨委員の御質問にお答えいたします。 

  山口県におかれましては、財政が大変厳しいということで、全ての事業において、
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見直しを行われたところでございます。その中で、従来山焼きの補助金として

１６０万円を頂いておったわけですが、予算の編成の中で、同一の補助先に、何年も

続けて補助するのはいかがなものかという御指摘があったということで、県のほうの

主管課でございます自然保護課のほうがかなり頑張られまして、交付先を美祢市から

秋吉台山焼き対策協議会へ変更するということで、財政当局のほうの御理解を得たと

いうふうに聞いております。 

  なお、予算額につきましては、１６０万円の一割減の１４４万円ということで伺っ

ております。 

  以上です。 

○委員長（猶野智和君） 安冨委員。 

○委員（安冨法明君） 県の財政状況が厳しいというのは、私ども見ていればわかりま

す。 

それで、ただですね、今の答弁ではちょっと納得がいかないところがあります。と

いうのは、国定公園である秋吉台に対して、県は基本的に、例えば従来１６０万だっ

たのが一割減でということなんですが、関与しなくてもいいっていうふうな考え方が

あるから、財政がそういうふうな――まあ県の財政ですよ。財政課がそういうふうに

言うというふうに聞こえるんですが、その辺はどうなんでしょう。美祢市としてはそ

うじゃないでしょうと言わなきゃいけないんじゃないかと思うんですがね。どうなん

でしょうね。 

○委員長（猶野智和君） 市村農林課長。 

○農林課長（市村祥二君） ただいまの安冨委員の御質問にお答えいたします。 

  昨年の予算編成時から、このことにつきましては山焼きの、新たに作業安全マニュ

アル等を作成して、備品等を買い揃えるということから経費もかかるということで、

自然保護課のほうに、部長と予算の増額についてお願いに行ったわけでございますが、

なかなか厳しいという御回答で、なかなか金額についてはゼロベースで見直すという

ことを、初め申し上げられたわけですが、何とかということで、現在１４４万円の補

助ということで伺っております。 

  まあ引き続き、必要性等を訴えまして、予算の確保はお願いしてまいりたいという

ふうに考えております。 

○委員長（猶野智和君） 安冨委員。 
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○委員（安冨法明君） 金額的には、私は１６０万円でも、これ合併前の秋芳町時代か

らでもそうですが、もう少し県は、積極的に取り組んでほしいという意見はずっとあ

りまして、それもずっとふえてはきていません。 

  で、そういう中で、そりゃ担当で県に言ってもというんですが、やはり美祢市とし

て市長、総括質疑ででもお伺いはしますが、もう少し美祢市の立場と広大な県を代表

する国定公園の管理について、自然保護課じゃなくてもいいのかもしれませんが、も

う少し県としての考え方と言いますか、対応の仕方というふうなものは私はあっても

いい、しかるべきじゃないかなというふうに思っております。 

  まあ、総括質疑ででも市長にお考えなり、今後の市長としての対応っていうのは、

お聞きしたいというふうに思いますけれども。私は、そういうふうに思っております。 

  以上です。 

○委員長（猶野智和君） 篠田副市長。 

○副市長（篠田洋司君） 安冨委員の御質問にお答えしたいと思います。 

  委員もおっしゃるとおり自然保護法、法律によって県に一時的には管理責任がある

というふうに、私どもも考えております。 

おっしゃるとおり、市長のほうも知事要望として、きちんと文書で秋吉台の保護、

また山焼きの支援、これについては要望を行っているところでございます。市長のほ

うも十分認識しておりますし、要望を重ねているところでございますので、引き続き

要望してまいりたい――市をあげて要望してまいりたいというふうに考えております。 

  以上でございます。 

○委員長（猶野智和君） ほかにございませんか。髙木委員。 

○委員（髙木法生君） ５１ページの多面的機能支払事業について意見をお伺いしたい

と思います。予算に直接関係がございませんけれども、よろしくお願いしたいと思い

ます。 

この事業につきましては、地域の共同活動等によりまして仲間意識と申しますか、

自分の土地は自分で守ろうという、そういった意識の醸成でありまして、大変有効な

事業であると思っております。 

  まあ御存じのように、しかしながら高齢化というものが進みまして、担い手不足は

否めないところであろうかと思います。２９年度から４期目ですか、さしかかってお

りますけれども、このことで、こういった加入団体というものがふえているのか、あ
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るいは減少しているか、その辺の状況をお聞かせ願えたらと思っています。 

○委員長（猶野智和君） 市村農林課長。 

○農林課長（市村祥二君） ただいまの髙木委員の御質問にお答えいたします。 

  多面的機能支払事業でございますが、先ほど説明ございましたように４期対策を迎

えております。 

  この事業につきましては、全国的には減少傾向が見てとれるところがございますが、

本市におきましては、４期においても、むしろ若干の増ということで推移をしており

ます。 

  一方、中山間直接支払事業につきましては、集落が単位ということで、なかなか活

動が行えないということで、こちらにつきましては若干の減少傾向にございます。 

  以上でございます。 

○委員長（猶野智和君） 髙木委員。 

○委員（髙木法生君） ありがとうございます。少なくなれば、耕作放棄地も多くなる

んじゃなかろうかということで憂慮しておりましたけれども、美祢市は若干ふえてい

るような状況であるようでございますので、大変よろしいかと思います。 

  以上です。 

○委員長（猶野智和君） ほかに。杉山委員。 

○委員（杉山武志君） ４９ページ農業費・３目農業振興費なんですが、農業管理セン

ター運営事業、これ１，０５０万円、昨年と同額のものが計上されております。内容、

目的を見ますと、新規就農者の掘り起こしを行うとうたわれておるんですけど、昨年

等の実績等、もし、わかれば教えていただきたいと思うのですが。 

○委員長（猶野智和君） 市村農林課長。 

○農林課長（市村祥二君） ただいまの杉山委員の御質問にお答えいたします。 

  農業管理センターにおきましては、通常の農業の総合窓口の業務のほかに新規就農

者にも特化して支援をしようということで、３年前から相談窓口を設けております。

で、着実に成果が出ておりますが、農業管理センターは農協が事務局で、美祢農林事

務所、それと市、三者が共同して運営をしておるわけでございます。 

  先ほど、御質問がありました新規就農者の状況でございますが、２９年度の状況で

ございますが、いわゆる新規に就農された方が、２９年度時点で夫婦の方もいらっし

ゃいますので、８経営体という言い方をいたします。ですから、８組と８人の個人の
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方と御夫婦の方が３組含まれております。そのうち、現在１名が市外での就農を御希

望されておりますので、今現在では７経営体でございます。 

  それから、法人等へ就業されております新規の就業者でございますが、こちらにつ

きましては、今現在のところ５名でございます。なお、３０年におきましては、新た

にお二人が新規に法人に就業される予定となっております。 

  それから、本市で就農したいということで、就農体験をされる方が現在１名、それ

から４月からもう１名ということで、２９年度におきましては、就業体験が２名を予

定しております。 

  それから、県立農業大学校につきましては、現在市内から２名の方が在学されてお

ります。本市以外の方も、本市への就農を検討されておる方もいらっしゃいますので、

積極的に本市への就農できるように誘導してまいりたいと思います。 

  以上です。 

○委員長（猶野智和君） 他にありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（猶野智和君） 質疑なしと認め、質疑を終わります。 

次に、商工費を議題といたします。執行部より説明を求めます。白井商工観光部

次長。 

○観光商工部次長（白井栄次君） 続きまして、第７款商工費について御説明を申し上

げます。 

  ページにつきましては、５５ページでございます。 

  まず、第１項商工費・第１目商工総務費総額では、前年度と比較をいたしまして、

１, ２９３万３, ０００円減の７, ２３１万４, ０００円を計上いたしてございます。 

内訳についての御説明でございます。 

まず、竹材等資源活用事業におきまして、前年度と同額の３, ５８４万

７, ０００円を計上いたしてございます。 

指定管理委託料１, ８６０万円と竹材等資源活用事業運営補助金１, ７００万円が

主な内容でございます。 

 次に、第三セクター改革推進事業として前年度と同額の３６万７, ０００円を計上

いたしてございます。 

 次に、第２目商工振興費におきまして、前年度と比較して２, ０３０万
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６, ０００円減の９, ３１６万１, ０００円を計上いたしてございます。 

 内訳につきましては、まず１番目、商工業活性化事業におきまして、商工会支援事

業として１, ３５０万円を計上いたしてございます。山口県による商工会事務局長設

置費等に対する補助金の減額に対応するため、前年度と比較をして５０万円の増とな

ったところでございます。 

 次に２番目の、元気みね未来創造補助金及び５６ページの１番上でございますけれ

ど、３番目の移住創業等支援事業補助金につきましては、共に市内で創業又は継業す

る事業者に対して補助する事業でございまして、平成２８年度から新規事業として実

施をいたしてございます。 

 ２の元気みね未来創造補助金は、対象者は市内の事業者で官公庁への申請書類の作

成経費等のソフト事業に対して補助するものでございまして、前年度と同額の９０万

円を、また、３番目の移住創業等支援事業補助金につきましては、対象者は市外から

本市へ移住し創業、継業をされる事業者で、工事請負費等のハード事業に対して補助

するものでございます。前年度と同様の６０万円を計上いたしております。 

 次に、中小企業融資事業におきまして、美祢がんばる企業応援資金融資事業として、

前年度と比較して１, ３５２万４, ０００円減の、５, ８９２万円を計上いたしてお

ります。 

この事業は、従前の中小企業者融資事業と小規模企業者融資制度を統合し、平成

２８年度から実施を始めたものでございます。 

次に、美祢あきない活性化応援事業は、空き店舗を活用して事業を実施される方に

対して、家賃及び店舗改修費の一部を補助する事業でございまして、前年度と比較し

て１２２万円減の２０８万円を計上いたしております。 

 住宅リフォーム助成事業につきましては、需要増の兆しを踏まえ、平成２９度に

１, ０００万円を計上し、５９名に対して５１２万円を交付いたしたところでござい

ます。 

この件につきましては、午前中の補正予算の中でも申し上げましたけれども、この

結果、申請者の動向は、ある程度落ち着きを取り戻したということを判断しておりま

して、平成３０年度におきまして、３００万円を計上いたしております。 

次の交流人口拡大事業におきましては、まず、みね桜まつりの開催事業において

３５１万円増の４００万円、美祢ランタンナイトフェスティバル開催事業におきまし
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ては、前年度と同額の８００万円を計上いたしております。 

これらは、いずれも市制施行１０周年記念事業として位置付けられておりまして、

とりわけ、みね桜まつりは年度替わりの１番最初の事業でございますことから、市制

１０周年の祝賀気運の醸成の促進を図るため、前夜祭として、４月の６日に三味線や

筝、和太鼓、篠笛等和楽器のみで構成された音楽ユニットによる演奏会を予定してお

ります。 

また、翌日の７日には通常どおり本祭として、セレモニーを始めとする多くのス

テージイベントや飲食物を提供するブースが出店をする予定といたしてございます。

市民の皆様の多くの御来場をお願いするところでございます。 

○委員長（猶野智和君） 早田観光振興課長。 

○観光振興課長（早田 忍君） 次に、４目観光費について御説明いたします。 

主要事業調書につきましては、引き続き５７ページをごらんください。 

まず、観光推進体制強化事業、観光地域づくり推進事業として１，０６０万円を計

上しており、財源として国支出金３５０万円を計上しております。 

これは、本市の観光関連事業者の連携を構築し、持続可能な観光産業となるよう観

光振興の担い手や舵取り役を育成するとともに、市内の観光施設の機能の向上を図る

ことで、観光客の誘致促進やリピーターの確保をするため１，０６０万円を計上して

おります。 

 次に、情報発信体制強化事業、明治１５０年事業として７２６万６, ０００円を計

上しており、財源として国支出金２７５万円、その他として、市町村振興協会助成金

８０万円を計上しております。 

これは平成３０年度、県の明治１５０年プロジェクトやまぐち未来維新の主要事業

である「山口ゆめ花博」や「やまぐち幕末 ISHIN 祭」と連携し、本市のＰＲや他市と

連携し、赤間関街道保存会が下関市から萩市までの中道筋のパンフレットの作成支援

や、１５０を活用したイベントにより誘客を促進するため１７６万６, ０００円を計

上しております。 

 また昨年度、平成２９年度において、秋吉台において夜間イベントを開催し、夜の

秋吉台をＰＲすることで、数多くの観光客がイベントに参加され、新たな魅力を感じ

られたものと考えられます。平成３０年度におきましても、平成２９年度と違う夜間

イベントを開催し、秋吉台地域の新たな魅力をＰＲすめるため５５０万円を計上して
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おります。 

 次に、新たなコンテンツを活用した情報発信事業、秋吉台等魅力発見事業として

５００万円を計上しており、財源として国支出金２５０万円を計上しております。 

 これは、秋芳台地域の新たな映像を観光客やエージェントに提供することで、秋吉

台地域の雄大さとすばらしさを再認識していただき、本市への来訪を促進するため

２００万円を計上しております。 

 また、観光と食とのプロモーションにより、本市の新たな魅力が提供できることで、

新たな観光客の誘致が期待でき、関係事業者や関係地域の賑わいと活性化が図れるた

めプロモーション補助金として、３００万円を計上しております。 

 次に、スポーツイベント推進事業みね発！サイクルイベント実施事業として

７１５万８, ０００円を計上しており、財源として国支出金７５万円、県支出金

５０万円を計上しております。 

 これは、県が推し進めるサイクル県やまぐちプロジェクトのうち、本市において開

催するカルストロードレースの負担金として、５００万円を計上しております。 

また本市においても、新たなツーリズムとして、スポーツツーリズムの定着と新た

なファンを獲得するため、自転車を活用したサイクルイベント実施事業補助金として、

２００万円を計上しております。 

以上でございます。 

○委員長（猶野智和君） 荒川観光総務課長。 

○観光総務課長（荒川逸男君） 引き続き、観光費の中の観光施設改修事業について、

御説明をいたします。 

主要事業調書の５８ページ、一番上でございます。 

秋芳名水特産品直売所改修工事でございます。 

これは、現在、名水特産品直売所に調理室がございませんので、新たに調理室をつ

くり、直売所で鱒スティック等を製造することで、ジオサイトである弁天池の誘客促

進に努めるものでございます。予算額は５００万円です。財源内訳といたしまして、

その内２５０万円が国の支出金でございます。 

以上です。 

○委員長（猶野智和君） 白井商工観光部次長。 

○観光商工部次長（白井栄次君） 続きまして、第５目道の駅管理経費でございます。 
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 道の駅活用促進事業におきましては、道の駅おふく並びに道の駅みとうの管理、運

営に係る経費として２, ９０７万１, ０００円を計上いたしてございます。 

主な支出は、指定管理委託料の２, １２４万２, ０００円でございます。 

次に、１番下にございますけれども、第７目企業誘致対策費でございます。 

企業誘致につきましては、平成２９年度におきまして、美東町のリーディングプラ

ザ十文字の工業団地が完売し、市内の４つの工業団地のうち、３つが完売したことと

なりますけれども、今後は、いまだ販売に至っておりません用地、並びに販売はされ

ておるものの、企業の進出が果たせていない用地への取り組みを強化するとともに、

十文字原工業団地の企業誘致についても積極的に進めてまいる所存でございます。 

事業費につきましては、３７８万３, ０００円を計上いたしてございます。 

 次に、５９ページをお開き願います。 

上から２番目でございますけれども、９目六次産業化推進事業費についてでござい

ます。 

まず、１番目の六次産業化スキルアップ事業についてでございます。 

平成２９年度におきまして、「第二次美祢市六次産業化基本計画」を策定いたした

ところでございます。 

このスキルアップ事業では、六次産業化振興推進協議会におきまして、この基本計

画の進捗管理、検証評価を行うとともに、事業者を対象としたセミナー等の開催を予

定しておるところでございます。 

次に、２番目の六次産業化振興推進事業についてでございます。 

 これは、本市の一次産品を活用した加工品開発事業を、自らが実施する市内の農林

水産事業者等に対しまして、最高３０万円の補助金を交付する事業でございます。総

額で１５０万を計上いたしております。 

 この事業費のうち、２分の１に当たる７５万円につきましては、特定財源として地

方創生推進交付金を充当することといたしております。 

 次に３番目、地域ブランド化推進事業についてでございます。 

 これは、第二次基本計画の策定に併せて、内容の見直しを図ったものでございまし

て、その結果、加工品を製造する施設整備を実施する事業者等に対しまして、最大

６０万円を交付する加工施設等整備事業と新たな販路開拓を実施する事業者等に対し

て、最大２０万円を交付する販売促進事業の２本立てで、市内事業者等を支援するこ
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とといたしてございます。事業費として、２２０万円を計上いたしております。 

 次に、ミネコレクション推進事業についてでございます。 

まず、１番目のミネコレクションプロモーション事業につきまして、４９８万

１, ０００円を計上いたしてございます。 

平成２９年度におきまして、ミネコレクションのＰＲ用のデザインを一新し、パン

フレットやバッグ、ポスター等に使用しておるところでございますけれども、今後は

これをさらに推進し、Ｗｅｂ等含め、これらを連動させた統一的かつ効果的なプロ

モーションの展開を実施いたすこととしております。 

また、平成２９年４月から観光商工部が編成をされまして、六次産業をはじめとす

る食、それから観光とが組織的に統一された強みを活かすために、今後は、さらに連

携を密にした取り組みを進めていきたいと考えておるところでございます。 

 次に、２番目のミネコレクションパワーアップ事業について御説明を申し上げます。 

事業費としては３００万円を計上いたしてございます。 

平成２９年度から開始をいたしましたミネコレクション認定事業者を対象とした新

規事業でございますけれども、まず、本年度の状況を説明させていただきたいと思い

ます。 

まず、上期におきまして、３回のセミナーを開催いたしました。１回目は一次生産

者、２回目は加工品会社、３回目は販売事業者を対象としたセミナーで、延べで

２４名の参加が得られところでございます。 

このセミナーにおいて、認識できましたことは、ミネコレ認定商品の売上向上を図

ることによって、経済効果を反映した市内多岐分野での活性化を目指すということと

されたところでございまして、その実現するための手段として、ミネコレを構成する

一つ一つの認定商品の磨き上げによるレベルアップ、ブラッシュアップを実践するこ

とを選択し、下期においては、手上げ方式により３社が決定をされて、それぞれの目

標に応じた個別のブラッシュアップが、現在進められておるところでございます。 

平成３０年度におきましては、２９年度に行いました事業内容を踏まえまして、本

事業を売れる商品プロジェクトと位置づけ、美祢らしさをキーワードに、研修プログ

ラムと実践プログラムを実施することといたしております。 

次に、６０ページの 1番上でございます。 

３番目のミネコレクション認定事業についてでございます。 
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認定につきましては、平成２９年度におきましては、第二次基本計画の策定に併せ

休止ということとしておりましたけれども、３０年度からは再開をいたすことといた

しております。事業費２１万円につきましては、認定審査会委員に対する報償金等で

ございます。 

以上でございます。 

○委員長（猶野智和君） 末岡観光商工部次長。 

○観光商工部次長（末岡竜夫君） 続きまして、ジオパーク推進事業費について御説明

いたします。 

まず、ジオパーク推進事業といたしまして、３, ６３２万４, ０００円を計上して

おります。 

この事業は、主にＭｉｎｅ秋吉台ジオパーク推進協議会への負担金、ジオサイト看

板設置の工事、世界ジオパーク認定に向け海外のジオパークと交流するための国際交

流員の雇用に伴う予算でございます。 

平成３０年度のＭｉｎｅ秋吉台ジオパーク推進協議会の主な取り組みといたしまし

ては、今年度に引き続き、ユネスコ世界ジオパーク活動へ参加させていただきたいと

考えておりまして、具体的には、ヨーロッパ開催のユネスコ世界ジオパークネット

ワーク大会などへ参加し、世界地域との交流を通じてユネスコ世界ジオパークネット

ワークに貢献し、世界へ向けまして、Ｍｉｎｅ秋吉台ジオパークをアピールするとと

もに、世界ジオパークに関する情報収集を行いたいというふうに考えております。 

また、受入体制の強化といたしまして、一般社団法人美祢市観光協会と連携し、Ｍ

ｉｎｅ秋吉台ジオパーク認定ジオガイドの研修活動、それから市民や小中高生への出

前講座、Ｍｉｎｅ秋吉台ジオパーク推進協議会だよりなどによる周知活動などを行う

計画としております。 

また、桃の木露天掘り跡ジオサイトなど中心に、大嶺炭田地域のジオサイトの環境

整備にも取り組む予定としております。 

それから、先ほど申しました国際交流員の雇用でございますが、これはクレアと申

します自治体国際化協会の制度にＪＥＴプログラムというのがございます。このプロ

グラムを活用いたしまして、英語圏の外国人を雇用いたしまして、海外の世界ジオ

パーク地域と円滑な交流を図りたいと考えております。 

これらの活動を通じまして、地域に対する市民の誇り、愛着の醸成やジオツーリズ
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ムによる経済活動の活性化など、本市の将来を見据えた持続可能な発展を目指してい

くことといたします。 

 それと、次にＭｉｎｅ秋吉台ジオパークセンター管理運営事業といたしまして、

１, ５７８万９, ０００円計上しております。 

この事業は、平成２８年１２月３日にオープンいたしました秋吉台展望台横のＭｉ

ｎｅ秋吉台ジオパークセンター・カルスターの管理経費でございます。 

カルスターは、関係者の皆様方のおかげをもちまして、お客様からの評判もとても

よく先月末、２月末ですが、ここの時点で累計１３万６, ３３０人、月平均にいたし

ますと、約１万人のお客様をお迎えしております。今後も、秋吉台にお越しになるお

客様へのおもてなしの質をレベルアップするため、現在の体制を維持したいと考えて

おりまして、主に観光案内総合受付業務や清掃、警備業務の委託料などを計上してお

ります。 

○委員長（猶野智和君） 説明が終わりました。それでは、質疑を行います。質疑はご

ざいませんか。三好委員。 

○委員（三好睦子君） お尋ねいたします。ページ５８なんですが、道の駅の促進事業

なんですけれど、これは２つの道の駅があるんですが、予算の配分というか、それぞ

れの予算の額をお尋ねします。 

○委員長（猶野智和君） 白井観光商工部次長。 

○観光商工部次長（白井栄次君） ただいまの三好委員の御質問にお答えいたします。 

  「おふく」と「みとう」の道の駅の予算の率ですか、割合という質問であったかと

思いますけれども、共通的な経費もございますけれども、個別に分割できるものにつ

きまして、指定管理料を含みますと、於福のほうが、やはり温泉施設をもっておりま

すので、非常に設備の管理上、非常にこういう指定管理料が多く必要としておるとこ

ろでございますけれども、指定管理料を含めますと、およそ８５パーセントが「おふ

く」１５パーセントが「みとう」というところでございます。 

  で、指定管理料を除きまして、その他の修繕等に係る経費につきましては、およそ

７割３割というような状況でございます。 

  以上でございます。 

○委員長（猶野智和君） 三好委員。 

○委員（三好睦子君） 次にいきますけど、秋芳洞の入り口に「ＭＩＮＥまるごと館」
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というのがあるんです。そして、駅前に「Ｍｉｎｅにぎわいステーション」とありま

すが、これはできたのは、ＰＲと情報発信のために，美祢を知ってもらうためにでき

ていると思うんですが、その情報発信、ＰＲが、何かすごく控えめというか、控えめ

すぎるように思うんですけど、今年も現状のままでいかれるのでしょうか。一等地に

あるので活用方法をしっかりと考えて、有効活用していただきたいと思いますが、お

考え等お尋ねいたします。 

○委員長（猶野智和君） 三好委員、具体的にはどの事業にあたります。観光協会への

補助……。早田観光振興課長。 

○観光振興課長（早田 忍君） 三好委員の御質問にお答えします。 

  施設につきましては、大変よい場所にあるというふうには認識をしております。施

設の機能につきましては、現状維持でこのまま進めてまいりたいと、運営してまいり

たいというふうに思います。 

  ＰＲにつきましては、今後検討しながら、ＰＲのほうを進めてまいりたいというふ

うに思っております。 

  以上でございます。 

  予算書につきましては、２６９ページのほうにＭｉｎｅにぎわいステーション管理

事業がございます。 

○委員長（猶野智和君） 三好委員。今の答弁で――答弁でよろしいですか。ほかにご

ざいますか。杉山委員。 

○委員（杉山武志君） ６０ページのですね、ジオパーク推進事業について、ちょっと

お尋ねいたします。 

  先ほど御説明のなかで、大嶺地域の整備というふうなお言葉がありました。どうい

った規模で、このうちのどれぐらいの予算を見込んでらっしゃるのか、お教えいただ

けたらと思います。 

○委員長（猶野智和君） 末岡観光商工部次長。 

○観光商工部次長（末岡竜夫君） 杉山委員の大嶺地区のジオサイト整備の予算という

ことですが、Ｍｉｎｅ秋吉台ジオパーク推進協議会の負担金が、合計で２，５７６万

３，０００円ございます。この中で、美祢秋吉台ジオパーク推進協議会の事業として

委託料、そのうち委託料が１，３７０万あるんですけど、そのなかで今検討しており

ます。 
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で、整備につきましてはアクセス、洞の整備などを検討しておりまして、今業者さ

んからの見積もりとか、そういうのを徴収しているところでございます。 

  以上です。 

○委員長（猶野智和君） 杉山委員。 

○委員（杉山武志君） では、看板の整備だけでなく、駐車場の整備も含むという考え

でよろしいでしょうか。 

○委員長（猶野智和君） 末岡観光商工部次長。 

○観光商工部次長（末岡竜夫君） 駐車場の整備というよりも、むしろ今アクセスです

ね、今露天掘りの跡というのは簡単に行くことができません。したがいまして、その

アクセスの――アクセス道の整備が主になると思います。 

  以上です。 

○委員長（猶野智和君） ほかにございますか。安冨委員。 

○委員（安冨法明君） これも、総括質疑でお聞きしたほうがいいのかもしれませんが、

５５ページの元気みね未来創造事業交付金、これは市内で創業、これ、または事業継

承ということでしょうね。 

  で、その次の移住創業等支援事業補助金、これ昨年と同様９０万と６０万が組んで

あるわけですが、これどれぐらい――何人ぐらい予定されて、この金額になっている

んでしょうか。 

○委員長（猶野智和君） 白井観光商工部次長。 

○観光商工部次長（白井栄次君） ただいまの安冨委員の御質問にお答えいたしたいと

思います。 

  まず、元気みね未来創造事業補助金につきましてですけれども、こちらは一応３件

を予定いたしてございます。先ほど申しましたように、ソフト事業に対する助成でご

ざいまして、補助対象は対象率が５分の４でございまして、最大が３０万円で、それ

を３件見込んでおるということでございます。ちなみに平成２８年度は４件、２９年

度は２件、実績見込みでございます。 

  それから、移住創業等支援事業補助金につきましては、これは６０万円が最大――

これは市外から市内に移住された方に対する補助で、ハード事業で補助率２分の１で

６０万円でございますけど、こちらは１件でございます。 

  ２８年度は実績ございませんでしたけれど、今年は１件着手される見込みがあると
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いうことを、今報告を受けておるところでございます。まだ決定ではございませんが、

そういった状況でございます。 

  以上でございます。 

○委員長（猶野智和君） 安冨委員。 

○委員（安冨法明君） 基本的には、今農業も後継者不足なんですが、商工業も非常に

中小企業を中心に、７割とか８割近いぐらいが後継者ができないというふうなことも

聞きます。 

で、こういうふうな事業において、予算規模というのが、これぐらいでどうなのか

なというふうには思います。これはまた、市長にでもお聞きをします。 

  で、もう１件お聞きをしますが、５８ページの弁天の名水百選の直売所の改修事業

なんですが、調理場をつくって、それなりの加工品をつくりたいということだろうと

いうことなんでしょうが、これは事業にあたって予算が組まれているということです

から、例えば調理師免許がどうのとか、地元のそういうふうな必要な事業を推進する

のに必要なことっていうのは確立しているというか、確かなものになっているんでし

ょうか。 

○委員長（猶野智和君） 末岡観光商工部次長。 

○観光商工部次長（末岡竜夫君） 安冨委員の、今の調理場についての御質問にお答え

いたします。 

  今、あそこの地域の指定管理を受けていらっしゃる堅田地区というのがございます。

その堅田地区のメンバーの方とそのあたりはきっちりと協議を進めさせていただいて

おります。 

ですから、今免許とか資格とか、そういうふうな御心配は無いものというふうに考

えております。 

  以上です。 

○委員長（猶野智和君） ほかにございますか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（猶野智和君） 質疑なしと認め、質疑を終わります。これにて、本日の審査

を終了いたします。 

なお、本日審査をいたしました一般会計予算の残余の部分につきましては、あす引

き続き審査いたします。 
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 それでは３月６日、午前９時３０分から当委員会を開催いたしますので、よろしく

お願いいたします。本日は、これにて散会いたします。御審査、御協力、誠にありが

とうございました。お疲れさまでございました。 

    午後５時０１分散会 
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